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概要

				本書では、クラスターロギング機能のインストール、設定および使用方法について説明します。クラスターロギングは、各種の OpenShift Container Platform サービスについてのログを集計します。
			






第1章 クラスターロギングおよび OpenShift Container Platform について




			クラスター管理者は、クラスターロギングをデプロイし、ノードシステムログ、アプリケーションコンテナーログなどの OpenShift Container Platform クラスターからのすべてのログを集計できます。
		
クラスターロギングについて




				OpenShift Container Platform クラスター管理者は、いくつかの CLI コマンドを使用してクラスターロギングをデプロイでき、OpenShift Container Platform Web コンソールを使用して Elasticsearch Operator および Cluster Logging Operator をインストールできます。Operator がインストールされている場合、クラスターロギングのカスタムリソース (Custom Resource、CR) を作成してクラスターロギング Pod およびクラスターロギングのサポートに必要な他のリソースをスケジュールします。Operator はクラスターロギングのデプロイ、アップグレード、および維持を行います。
			

				クラスターロギングは、instance という名前のクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を変更することで設定できます。CR は、ログを収集し、保存し、視覚化するために必要なロギングスタックのすべてのコンポーネントを含む完全なクラスターロギングデプロイメントを定義します。Cluster Logging Operator は ClusterLogging カスタムリソースを監視し、ロギングデプロイメントを適宜調整します。
			

				管理者およびアプリケーション開発者は、表示アクセスを持つプロジェクトのログを表示できます。
			
クラスターロギングコンポーネント




					クラスターロギングコンポーネントは Elasticsearch、Fluentd、Kibana (EFK) に基づいています。コレクターの Fluentd は、OpenShift Container Platform クラスターの各ノードにデプロイされます。これはすべてのノードおよびコンテナーのログを収集し、それらを Elasticsearch (ES) に書き込みます。Kibana は、ユーザーおよび管理者が集計されたデータを使って高度な視覚化およびダッシュボードを作成できる中央の Web UI です。
				

					現時点で、5 種類のクラスターロギングコンポーネントがあります。
				
	
							logStore: これはログが保存される場所です。現在の実装は Elasticsearch です。
						
	
							collection: これは、ノードからログを収集し、それらをフォーマットし、logStore に保存するコンポーネントです。現在の実装は Fluentd です。
						
	
							visualization: これは、ログ、グラフ、チャートなどを表示するために使用される UI コンポーネントです。現在の実装は Kibana です。
						
	
							curation: これは期間に基づいてログをトリミングするコンポーネントです。現在の実装は Curator です。
						
	
							event routing: これは、OpenShift Container Platform イベントをクラスターロギングに転送するコンポーネントです。現在の実装はイベントルーターです。
						



					本書では、特筆されない限り、logStore と Elasticsearch、visualization と Kibana、curation と Curator、collection と Fluentd を区別せずに使用する場合があります。
				

logStore について




					OpenShift Container Platform は Elasticsearch (ES) を使用して Fluentd からのログデータを、データストアまたは インデックス に編成します。
				

					Elasticsearch は、各インデックスを シャード と呼ばれる複数の部分に細分化し、Elasticsearch クラスター内の Elasticsearch ノードセット全体に分散します。Elasticsearch を レプリカ というシャードのコピーを作成するように設定できます。さらに、Elasticsearch はレプリカを Elactisearch ノード全体に分散します。ClusterLogging カスタムリソースにより、カスタムリソース定義 (Custom Resource Definition、CRD) にレプリケーションポリシーを指定して、データの冗長性および耐障害性を提供することができます。
				
注記

						インデックステンプレートのプライマリーシャードの数は Elasticsearch データノードの数と等しくなります。
					


					Cluster Logging Operator および Elasticsearch Operator は、各 Elasticsearch ノードが独自のストレージボリュームを含む一意の Deployment を使用してデプロイされるようにします。クラスターロギングのカスタムリソース (CR) を使用して Elasticsearch ノードの数を増やすことができます。以下に示すように、ストレージおよびネットワークの場所を選択する際の留意事項については、Elastic のドキュメント を参照してください。
				
注記

						可用性の高い Elasticsearch 環境には 3 つ以上の Elasticsearch ノードが必要で、それぞれが別のホストに置かれる必要があります。
					


					Elasticsearch インデックスに適用されているロールベースアクセス制御 (RBAC) は、開発者のログの制御アクセスを可能にします。project.{project_name}.{project_uuid}.* 形式を使用したインデックスへのアクセスは、特定プロジェクトのユーザーのパーミッションに基づいて制限されます。
				

					詳細は「Elasticsearch (ES)」を参照してください。
				

ロギングコレクターについて




					OpenShift Container Platform は Fluentd を使用してクラスターについてのデータを収集します。
				

					ロギングコレクターは、Pod を各 OpenShift Container Platform ノードにデプロイする OpenShift Container Platform の daemonsetとしてデプロイされます。journald は、オペレーティングシステム、コンテナーランタイム、および OpenShift Container Platform からのログメッセージを提供するシステムログソースです。
				

					コンテナーランタイムは、プロジェクト、Pod 名、およびコンテナー ID などのログメッセージのソースを特定するための最小限の情報を提供します。この情報だけでは、ログのソースを一意に特定することはできません。ログコレクターがログを処理する前に、指定された名前およびプロジェクトを持つ Pod が削除される場合、ラベルやアノテーションなどの API サーバーからの情報は利用できない可能性があります。そのため、似たような名前の Pod やプロジェクトからログメッセージを区別したり、ログのソースを追跡することができない場合があります。この制限により、ログの収集および正規化は ベストエフォート ベースであると見なされます。
				
重要

						利用可能なコンテナーランタイムは、ログメッセージのソースを特定するための最小限の情報を提供し、個別のログメッセージが一意となる確証はなく、これらのメッセージにより、そのソースを追跡できる訳ではありません。
					


					詳細情報は、「 Fluentd」を参照してください。
				

ロギングの視覚化について




					OpenShift Container Platform は Kibana を使用して、Fluentd によって収集され、Elasticsearch によってインデックス化されるログデータを表示します。
				

					Kibana は、ヒストグラム、線グラフ、円グラフ、ヒートマップ、ビルトインされた地理空間サポート、その他の視覚化機能を使用して Elasticsearch データをクエリーし、検出し、視覚化するためのブラウザーベースのコンソールインターフェースです。
				

					詳細は、「Kibana」を参照してください。
				

ロギング curation について




					Elasticsearch Curator ツールは、グローバルに、またはプロジェクトごとにスケジュールされたメンテナンス操作を実行します。Curator はその設定に基づいて動作を実行します。Elasticsearch クラスターあたり 1 つの Curator Pod のみの使用が推奨されます。
				
spec:
  curation:
  type: "curator"
  resources:
  curator:
    schedule: "30 3 * * *" [image: 1]
	[image: 1] 
	
							Curator スケジュールを cron 形式 で指定します。
						




					詳細は「Curator」を参照してください。
				

イベントルーターについて




					イベントルーターは、OpenShift Container Platform イベントをクラスターロギングに転送する Pod です。イベントルーターは手動でデプロイする必要があります。
				

					イベントルーターはイベントを収集し、それらを JSON 形式に変換します。この形式では、イベントの取得後、それらを STDOUT にプッシュします。Fluentd はイベントを .operations インデックスにインデックス化します。
				

クラスターロギングカスタムリソースについて




					クラスターロギングデプロイメントを変更するには、クラスターロギングカスタムリソース (CR) を作成し、変更します。CR の作成または変更方法については、このドキュメントで適宜説明されます。
				

					以下は、クラスターロギングの通常のクラスターリソースの例です。
				

クラスターロギング CR の例

						

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"
  namespace: openshift-logging
spec:
  managementState: "Managed"
  logStore:
    type: "elasticsearch"
    elasticsearch:
      nodeCount: 2
      resources:
        limits:
          memory: 2Gi
        requests:
          cpu: 200m
          memory: 2Gi
      storage:
        storageClassName: "gp2"
        size: "200G"
      redundancyPolicy: "SingleRedundancy"
  visualization:
    type: "kibana"
    kibana:
      resources:
        limits:
          memory: 1Gi
        requests:
          cpu: 500m
          memory: 1Gi
      proxy:
        resources:
          limits:
            memory: 100Mi
          requests:
            cpu: 100m
            memory: 100Mi
      replicas: 2
  curation:
    type: "curator"
    curator:
      resources:
        limits:
          memory: 200Mi
        requests:
          cpu: 200m
          memory: 200Mi
      schedule: "*/10 * * * *"
  collection:
    logs:
      type: "fluentd"
      fluentd:
        resources:
          limits:
            memory: 1Gi
          requests:
            cpu: 200m
            memory: 1Gi


					



第2章 クラスターロギングのデプロイについて




			クラスターロギングを OpenShift Container Platform クラスターにインストールする前に、以下のセクションを確認します。
		
クラスターロギングのデプロイおよび設定について




				OpenShift Container Platform クラスターロギングは、小規模および中規模の OpenShift Container Platform クラスター用に調整されたデフォルト設定で使用されるように設計されています。
			

				以下のインストール方法には、サンプルのクラスターロギングのカスタムリソース (CR) が含まれます。これを使用して、クラスターロギングインスタンスを作成し、クラスターロギングのデプロイメントを設定することができます。
			

				デフォルトのクラスターロギングインストールを使用する必要がある場合は、サンプル CR を直接使用できます。
			

				デプロイメントをカスタマイズする必要がある場合、必要に応じてサンプル CR に変更を加えます。以下では、クラスターロギングのインスタンスをインストール時に実行し、インストール後に変更する設定について説明します。クラスターロギングのカスタムリソース外で加える変更を含む、各コンポーネントの使用方法については、設定についてのセクションを参照してください。
			
クラスターロギングの設定およびチューニング




					クラスターロギング環境は、openshift-logging プロジェクトにデプロイされるクラスターロギングのカスタムリソースを変更することによって設定できます。
				

					インストール時またはインストール後に、以下のコンポーネントのいずれかを変更することができます。
				
	メモリーおよび CPU
	
								resources ブロックを有効なメモリーおよび CPU 値で変更することにより、各コンポーネントの CPU およびメモリーの両方の制限を調整することができます。
							


spec:
  logStore:
    elasticsearch:
      resources:
        limits:
          cpu:
          memory:
        requests:
          cpu: 1
          memory: 16Gi
      type: "elasticsearch"
  collection:
    logs:
      fluentd:
        resources:
          limits:
            cpu:
            memory:
          requests:
            cpu:
            memory:
        type: "fluentd"
  visualization:
    kibana:
      resources:
        limits:
          cpu:
          memory:
        requests:
          cpu:
          memory:
     type: kibana
  curation:
    curator:
      resources:
        limits:
          memory: 200Mi
        requests:
          cpu: 200m
          memory: 200Mi
      type: "curator"
	Elasticsearch ストレージ
	
								storageClass name および size パラメーターを使用し、Elasticsearch クラスターの永続ストレージのクラスおよびサイズを設定できます。Cluster Logging Operator は、これらのパラメーターに基づいて、Elasticsearch クラスターの各データノードについて PersistentVolumeClaim を作成します。
							


  spec:
    logStore:
      type: "elasticsearch"
      elasticsearch:
        nodeCount: 3
        storage:
          storageClassName: "gp2"
          size: "200G"

					この例では、クラスターの各データノードが「gp2」ストレージの「200G」を要求する PersistentVolumeClaim にバインドされるように指定します。それぞれのプライマリーシャードは単一のレプリカによってサポートされます。
				
注記

						storage ブロックを省略すると、一時ストレージのみを含むデプロイメントになります。
					
  spec:
    logStore:
      type: "elasticsearch"
      elasticsearch:
        nodeCount: 3
        storage: {}

	Elasticsearch レプリケーションポリシー
	
								Elasticsearch シャードをクラスター内のデータノードにレプリケートする方法を定義するポリシーを設定できます。
							
	
										FullRedundancy:各インデックスのシャードはすべてのデータノードに完全にレプリケートされます。
									
	
										MultipleRedundancy:各インデックスのシャードはデータノードの半分に分散します。
									
	
										SingleRedundancy:各シャードの単一コピー。2 つ以上のデータノードが存在する限り、ログは常に利用可能かつ回復可能です。
									
	
										ZeroRedundancy:シャードのコピーはありません。ログは、ノードの停止または失敗時に利用不可になる (または失われる) 可能性があります。
									





	Curator スケジュール
	
								Curator のスケジュールを cron 形式で指定します。
							


  spec:
    curation:
    type: "curator"
    resources:
    curator:
      schedule: "30 3 * * *"

変更されたクラスターロギングカスタムリソースのサンプル




					以下は、前述のオプションを使用して変更されたクラスターロギングのカスタムリソースの例です。
				
変更されたクラスターロギングカスタムリソースのサンプル

						

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"
  namespace: "openshift-logging"
spec:
  managementState: "Managed"
  logStore:
    type: "elasticsearch"
    elasticsearch:
      nodeCount: 2
      resources:
        limits:
          memory: 2Gi
        requests:
          cpu: 200m
          memory: 2Gi
      storage: {}
      redundancyPolicy: "SingleRedundancy"
  visualization:
    type: "kibana"
    kibana:
      resources:
        limits:
          memory: 1Gi
        requests:
          cpu: 500m
          memory: 1Gi
      replicas: 1
  curation:
    type: "curator"
    curator:
      resources:
        limits:
          memory: 200Mi
        requests:
          cpu: 200m
          memory: 200Mi
      schedule: "*/5 * * * *"
  collection:
    logs:
      type: "fluentd"
      fluentd:
        resources:
          limits:
            memory: 1Gi
          requests:
            cpu: 200m
            memory: 1Gi


					


クラスターロギングおよび OpenShift Container Platform のストレージについての考慮事項




				永続ボリュームは、それぞれの Elasticsearch デプロイメントに 1 つのデータノードに対して 1 つのデータボリュームを持たせるために必要です。OpenShift Container Platform では、これは Persistent Volume Claim (永続ボリューム要求、PVC) を使用して実行されます。
			

				Elasticsearch Operator は Elasticsearch リソース名を使って PVC に名前を付けます。詳細は、永続 Elasticsearch ストレージを参照してください。
			

				Fluentd は systemd ジャーナル および /var/log/containers/ から Elasticsearch にログを送信します。
			

				このため、必要なデータ量とアプリケーションログデータの集計方法を事前に検討しておく必要があります。一部の Elasticsearch ユーザーは、絶対的なストレージ使用率をおよそ 50％に維持し、常に 70％未満にする必要があることを確認 しています。これは、大規模なマージ操作を実行する際に Elasticsearch が応答しなくなる状態を避けるのに役立ちます。
			

				デフォルトでは、85% になると Elasticsearch は新規データのノードへの割り当てを停止し、90% になると Elasticsearch は可能な場合に、該当ノードから別のノードへ既存シャードの移動を試行します。ただし、85% 未満の空き容量を持つノードがない場合、Elasticsearch は新規インデックスの作成を拒否し、ステータスは RED になります。
			
注記

					これらの基準値 (高い値および低い値を含む) は現行リリースにおける Elasticsearch のデフォルト値です。これらの値を変更することはできますが、いずれの変更もアラートにも適用する必要があります。アラートはこれらのデフォルト値に基づくものです。
				


追加リソース




				Operator のインストールについての詳細は、「Installing Operators from the OperatorHub」を参照してください。
			


第3章 クラスターロギングのデプロイ




			クラスターロギングは、Elasticsearch および Cluster Logging Operator をデプロイしてインストールできます。Elasticsearch Operator は、クラスターロギングによって使用される Elasticsearch クラスターを作成し、管理します。Cluster Logging Operator はロギングスタックのコンポーネントを作成し、管理します。
		

			クラスターロギングを OpenShift Container Platform にデプロイするプロセスには以下が関係します。
		
	
					「クラスターロギングのデプロイについて」でインストールオプションを確認します。
				
	
					クラスターロギングストレージについての考慮事項を確認します。
				
	
					Elasticsearch Operator および Cluster Logging Operator をインストールします。
				


CLI を使用した Elasticsearch Operator のインストール




				以下の指示に従って CLI を使い、Elasticsearch Operator のインストールを 実行する必要があります。
			
前提条件

					Elasticsearch の必要な永続ストレージがあることを確認します。各 Elasticsearch ノードには独自のストレージボリュームが必要であることに注意してください。
				

				Elasticsearch はメモリー集約型アプリケーションです。それぞれの Elasticsearch ノードには、メモリー要求および制限の両方に 16G のメモリーが必要です。初期設定の OpenShift Container Platform ノードのセットは、Elasticsearch クラスターをサポートするのに十分な大きさではない場合があります。その場合、推奨されるサイズ以上のメモリーを使用して実行できるようにノードを OpenShift Container Platform クラスターに追加する必要があります。各 Elasticsearch ノードはこれより低い値のメモリー設定でも動作しますが、これは実稼働環境でのデプロイメントには推奨されません。
			
手順

					CLI を使用して Elasticsearch Operator をインストールするには、以下を実行します。
				
	
						Elasticsearch Operator の namespace を作成します。
					
	
								Elasticsearch Operator の namespace オブジェクト YAML ファイル (eo-namespace.yaml など) を作成します。
							
apiVersion: v1
kind: Namespace
metadata:
  name: openshift-operators-redhat [image: 1]
  annotations:
    openshift.io/node-selector: ""
  labels:
    openshift.io/cluster-monitoring: "true" [image: 2]
	[image: 1] 
	
										openshift-operators-redhat namespace を指定する必要があります。メトリクスとの競合が発生する可能性を防ぐには、Prometheus のクラスターモニタリングスタックを、openshift-operators namespace からではなく、openshift-operators-redhat namespace からメトリクスを収集するように設定する必要があります。openshift-operators namespace には信頼されていないコミュニティー Operator が含まれる可能性があり、OpenShift Container Platform メトリクスと同じ名前でメトリクスを公開する可能性があるため、これによって競合が生じる可能性があります。
									

	[image: 2] 
	
										クラスターモニタリングが openshift-operators-redhat namespace を収集できるように、このラベルを上記のように指定する必要があります。
									




	
								namespace を作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f eo-namespace.yaml




	
						以下のオブジェクトを作成して Elasticsearch Operator をインストールします。
					
	
								Elasticsearch Operator の Operator グループオブジェクトの YAML ファイル (eo-og.yaml など) を作成します。
							
apiVersion: operators.coreos.com/v1
kind: OperatorGroup
metadata:
  name: openshift-operators-redhat
  namespace: openshift-operators-redhat [image: 1]
spec: {}
	[image: 1] 
	
										openshift-operators-redhat namespace を指定する必要があります。
									




	
								Operator グループオブジェクトを作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f eo-og.yaml

	
								Subscription オブジェクト YAML ファイル(eo-sub.yaml など) を作成し、namespace を Operator にサブスクライブします。
							
サブスクリプションの例

									

apiVersion: operators.coreos.com/v1alpha1
kind: Subscription
metadata:
  name: "elasticsearch-operator"
  namespace: "openshift-operators-redhat" [image: 1]
spec:
  channel: "4.2" [image: 2]
  installPlanApproval: "Automatic"
  source: "redhat-operators" [image: 3]
  sourceNamespace: "openshift-marketplace"
  name: "elasticsearch-operator"


								
	[image: 1] 
	
										openshift-operators-redhat namespace を指定する必要があります。
									

	[image: 2] 
	
										4.2 をチャネルとして指定します。
									

	[image: 3] 
	
										redhat-operators を指定します。OpenShift Container Platform クラスターが、非接続クラスターとも呼ばれるネットワークが制限された環境でインストールされている場合、Operator Lifecycle Manager (OLM) の設定時に作成される CatalogSource オブジェクトの名前を指定します。
									




	
								Subscription オブジェクトを作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f eo-sub.yaml

	
								openshift-operators-redhat プロジェクトに切り替えます。
							
$ oc project openshift-operators-redhat

Now using project "openshift-operators-redhat"

	
								ロールベースアクセス制御 (RBAC) オブジェクトファイル (eo-rbac.yaml など) を使用して、openshift-operators-redhat namespace にアクセスするための Prometheus パーミッションを付与します。
							
apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1
kind: Role
metadata:
  name: prometheus-k8s
  namespace: openshift-operators-redhat
rules:
- apiGroups:
  - ""
  resources:
  - services
  - endpoints
  - pods
  verbs:
  - get
  - list
  - watch
---
apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1
kind: RoleBinding
metadata:
  name: prometheus-k8s
  namespace: openshift-operators-redhat
roleRef:
  apiGroup: rbac.authorization.k8s.io
  kind: Role
  name: prometheus-k8s
subjects:
- kind: ServiceAccount
  name: prometheus-k8s
  namespace: openshift-operators-redhat

	
								RBAC オブジェクトを作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f eo-rbac.yaml

								Elasticsearch Operator は openshift-operators-redhat namespace にインストールされ、クラスター内の各プロジェクトにコピーされます。
							




	
						Operator のインストールを確認します。
					
oc get csv --all-namespaces

NAMESPACE                                               NAME                                         DISPLAY                  VERSION               REPLACES   PHASE
default                                                 elasticsearch-operator.4.2.1-202002032140    Elasticsearch Operator   4.2.1-202002032140               Succeeded
kube-node-lease                                         elasticsearch-operator.4.2.1-202002032140    Elasticsearch Operator   4.2.1-202002032140               Succeeded
kube-public                                             elasticsearch-operator.4.2.1-202002032140    Elasticsearch Operator   4.2.1-202002032140               Succeeded
kube-system                                             elasticsearch-operator.4.2.1-202002032140    Elasticsearch Operator   4.2.1-202002032140               Succeeded
openshift-apiserver-operator                            elasticsearch-operator.4.2.1-202002032140    Elasticsearch Operator   4.2.1-202002032140               Succeeded
openshift-apiserver                                     elasticsearch-operator.4.2.1-202002032140    Elasticsearch Operator   4.2.1-202002032140               Succeeded
openshift-authentication-operator                       elasticsearch-operator.4.2.1-202002032140    Elasticsearch Operator   4.2.1-202002032140               Succeeded
openshift-authentication                                elasticsearch-operator.4.2.1-202002032140    Elasticsearch Operator   4.2.1-202002032140               Succeeded
...

						それぞれの namespace には Elasticsearch Operator がなければなりません。バージョン番号が表示されるものと異なる場合があります。
					



次のステップ

					以下のセクションの手順に従って、コンソールまたは CLI を使用して Cluster Logging Operator をインストールします。
				

Web コンソールを使用した Cluster Logging Operator のインストール




				OpenShift Container Platform Web コンソールを使って Cluster Logging Operator をインストールすることができます。
			
注記

					Web コンソールまたは oc new-project コマンドを使用して、openshift- で始まる Project を作成することはできません。YAML オブジェクトファイルを使用して namespace を作成し、以下のように oc create -f <file-name>.yaml コマンドを実行する必要があります。
				

手順

					OpenShift Container Platform Web コンソールを使って Cluster Logging Operator をインストールするには、以下を実行します。
				
	
						Cluster Logging Operator の namespace を作成します。CLI を使用して namespace を作成する必要があります。
					
	
								Cluster Logging Operator の namespace オブジェクト YAML ファイル (clo-namespace.yaml など) を作成します。
							
apiVersion: v1
kind: Namespace
metadata:
  name: openshift-logging [image: 1]
  annotations:
    openshift.io/node-selector: "" [image: 2]
  labels:
    openshift.io/cluster-logging: "true"
    openshift.io/cluster-monitoring: "true"
	[image: 1] [image: 2] 
	
										これらのラベルを以下のように指定します。
									




	
								namespace を作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f clo-namespace.yaml




	
						Cluster Logging Operator をインストールします。
					
	
								OpenShift Container Platform Web コンソールで、Operators → OperatorHub をクリックします。
							
	
								利用可能な Operator の一覧から Cluster Logging を選択し、Install をクリックします。
							
	
								Create Operator Subscription ページの A specific Namespace on the cluster の下で openshift-logging を選択します。次に、Subscribe をクリックします。
							



	
						Cluster Logging Operator がインストールされていることを確認します。
					
	
								Operators → Installed Operators ページに切り替えます。
							
	
								Cluster Logging が Status が InstallSucceeded の状態で openshift-logging プロジェクトに一覧表示されていることを確認します。
							
注記

									インストール時に、 Operator は Failed ステータスを表示する可能性があります。その後に Operator が InstallSucceeded メッセージと共にインストールされる場合、Failed メッセージを安全に無視することができます。
								


								Operator がインストール済みとして表示されない場合に、さらにトラブルシューティングを実行します。
							
	
										Operators → Installed Operators ページに切り替え、Status 列でエラーまたは失敗の有無を確認します。
									
	
										Workloads → Pods ページに切り替え、openshift-logging および openshift-operators-redhat プロジェクトの Pod で問題を報告しているログの有無を確認します。
									






	
						クラスターロギングのインスタンスを作成します。
					
	
								Administration → Custom Resource Definitions ページに切り替えます。
							
	
								Custom Resource Definitions ページで、ClusterLogging をクリックします。
							
	
								Custom Resource Definition Overview ページで、Actions メニューから View Instances を選択します。
							
	
								Cluster Loggings ページで、Create Cluster Logging をクリックします。
							

								データを読み込むためにページを更新する必要がある場合があります。
							

	
								YAML フィールドで、コードを以下に置き換えます。
							
注記

									このデフォルトのクラスターロギング設定は各種の環境をサポートすることが予想されます。クラスターロギングのクラスターに加えることのできる変更についての詳細は、クラスターロギングコンポーネントのチューニングおよび設定についてのトピックを確認してください。
								

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance" [image: 1]
  namespace: "openshift-logging"
spec:
  managementState: "Managed"  [image: 2]
  logStore:
    type: "elasticsearch"  [image: 3]
    elasticsearch:
      nodeCount: 3 [image: 4]
      storage:
        storageClassName: gp2 [image: 5]
        size: 200G
      redundancyPolicy: "SingleRedundancy"
  visualization:
    type: "kibana"  [image: 6]
    kibana:
      replicas: 1
  curation:
    type: "curator"  [image: 7]
    curator:
      schedule: "30 3 * * *"
  collection:
    logs:
      type: "fluentd"  [image: 8]
      fluentd: {}
	[image: 1] 
	
										名前は instance である必要があります。
									

	[image: 2] 
	
										クラスターロギングの管理状態。ほとんどの場合、クラスターロギングのデフォルト値を変更する場合は、これを Unmanaged (管理外) に設定する必要があります。ただし、管理外のデプロイメントはクラスターロギングが管理対象の状態に戻されるまで更新を受信しません。詳細は「クラスターロギングの管理状態の変更」を参照してください。
									

	[image: 3] 
	
										Elasticsearch の設定に必要な設定。CR を使用してシャードのレプリケーションポリシーおよび永続ストレージを設定できます。詳細は「Elasticsearch の設定」を参照してください。
									

	[image: 4] 
	
										Elasticsearch ノードの数を指定します。この一覧に続く注記を確認してください。
									

	[image: 5] 
	
										クラスターの各 Elasticsearch ノードが Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）にバインドされるように指定します。
									

	[image: 6] 
	
										Kibana の設定に必要な設定。CR を使用して、冗長性を確保するために Kibana をスケーリングし、Kibana ノードの CPU およびメモリーを設定できます。詳細は「Kibana の設定」を参照してください。
									

	[image: 7] 
	
										Curator の設定に必要な設定。CR を使用して Curator スケジュールを設定できます。詳細は「Curator の設定」を参照してください。
									

	[image: 8] 
	
										Fluentd の設定に必要な設定。CR を使用して Fluentd の CPU およびメモリー制限を設定できます。詳細は「Fluentd の設定」を参照してください。
									



注記


								


								Elasticsearch マスターノードの最大数は 3 です。3 を超える nodeCount を指定する場合、OpenShift Container Platform は、マスター、クライアントおよびデータロールを使用して、3 つのマスターとしての適格性のあるノードである Elasticsearch ノードを作成します。追加の Elasticsearch ノードは、クライアントおよびデータロールを使用してデータのみのノードとして作成されます。マスターノードは、インデックスの作成および削除、シャードの割り当て、およびノードの追跡などのクラスター全体でのアクションを実行します。データノードはシャードを保持し、CRUD、検索、および集計などのデータ関連の操作を実行します。データ関連の操作は、I/O、メモリーおよび CPU 集約型の操作です。これらのリソースを監視し、現行ノードがオーバーロードする場合にデータノード追加することが重要です。
							

								たとえば、nodeCount=4 の場合に、以下のノードが作成されます。
							
$ oc get deployment

cluster-logging-operator       1/1     1            1           18h
elasticsearch-cd-x6kdekli-1    0/1     1            0           6m54s
elasticsearch-cdm-x6kdekli-1   1/1     1            1           18h
elasticsearch-cdm-x6kdekli-2   0/1     1            0           6m49s
elasticsearch-cdm-x6kdekli-3   0/1     1            0           6m44s

								インデックステンプレートのプライマリーシャードの数は Elasticsearch データノードの数と等しくなります。
							


	
								Create をクリックします。これにより、クラスターロギングのカスタムリソースおよび Elasticsearch のカスタムリソースが作成されます。これらを編集すると、クラスターロギングのクラスターに変更を加えることができます。
							



	
						インストールを確認します。
					
	
								Workloads → Pods ページに切り替えます。
							
	
								openshift-logging プロジェクトを選択します。
							

								以下の一覧のようなクラスターロギング、Elasticsearch、Fluentd、および Kibana のいくつかの Pod が表示されるはずです。
							
	
										cluster-logging-operator-cb795f8dc-xkckc
									
	
										elasticsearch-cdm-b3nqzchd-1-5c6797-67kfz
									
	
										elasticsearch-cdm-b3nqzchd-2-6657f4-wtprv
									
	
										elasticsearch-cdm-b3nqzchd-3-588c65-clg7g
									
	
										fluentd-2c7dg
									
	
										fluentd-9z7kk
									
	
										fluentd-br7r2
									
	
										fluentd-fn2sb
									
	
										fluentd-pb2f8
									
	
										fluentd-zqgqx
									
	
										kibana-7fb4fd4cc9-bvt4p
									









CLI を使用した Cluster Logging Operator のインストール




				OpenShift Container Platform CLI を使用して、Cluster Logging Operator をインストールできます。Cluster Logging Operator はロギングスタックのコンポーネントを作成し、管理します。
			
手順

					CLI を使用して Cluster Logging Operator をインストールするには、以下を実行します。
				
	
						Cluster Logging Operator の namespace を作成します。
					
	
								Cluster Logging Operator の namespace オブジェクト YAML ファイル (clo-namespace.yaml など) を作成します。
							
apiVersion: v1
kind: Namespace
metadata:
  name: openshift-logging
  annotations:
    openshift.io/node-selector: ""
  labels:
    openshift.io/cluster-logging: "true"
    openshift.io/cluster-monitoring: "true"

	
								namespace を作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f clo-namespace.yaml




	
						以下のオブジェクトを作成して Elasticsearch Logging Operator をインストールします。
					
	
								Cluster Logging Operator の OperatorGroup オブジェクトの YAML ファイル (eo-og.yaml など) を作成します。
							
apiVersion: operators.coreos.com/v1
kind: OperatorGroup
metadata:
  name: cluster-logging
  namespace: openshift-logging [image: 1]
spec:
  targetNamespaces:
  - openshift-logging [image: 2]
	[image: 1] [image: 2] 
	
										openshift-logging namespace を指定する必要があります。
									




	
								OperatorGroup オブジェクトを作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f clo-og.yaml

	
								Subscription オブジェクト YAML ファイル (clo-sub.yaml など) を作成し、namespace を Operator にサブスクライブします。
							
サブスクリプションの例

									

apiVersion: operators.coreos.com/v1alpha1
kind: Subscription
metadata:
  name: cluster-logging
  namespace: openshift-logging [image: 1]
spec:
  channel: "4.2" [image: 2]
  name: cluster-logging
  source: redhat-operators [image: 3]
  sourceNamespace: openshift-marketplace


								
	[image: 1] 
	
										openshift-logging namespace を指定する必要があります。
									

	[image: 2] 
	
										4.2 をチャネルとして指定します。
									

	[image: 3] 
	
										redhat-operators を指定します。OpenShift Container Platform クラスターが、非接続クラスターとも呼ばれる制限されたネットワークにインストールされている場合、Operator Lifecycle Manager (OLM) の設定時に作成した CatalogSource オブジェクトの名前を指定します。
									




	
								Subscription オブジェクトを作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f clo-sub.yaml

								Cluster Logging Operator は openshift-logging namespace にインストールされます。
							




	
						Operator のインストールを確認します。
					

						openshift-logging namespace には Cluster Logging Operator がなければなりません。バージョン番号が表示されるものと異なる場合があります。
					
oc get csv --all-namespaces

NAMESPACE                                               NAME                                         DISPLAY                  VERSION               REPLACES   PHASE
...
openshift-logging                                       clusterlogging.4.2.1-202002032140            Cluster Logging          4.2.1-202002032140               Succeeded
...

	
						クラスターロギングのインスタンスを作成します。
					
	
								Cluster Logging Operator のインスタンスオブジェクト YAML ファイル (clo-instance.yaml など) を作成します。
							
注記

									このデフォルトのクラスターロギング設定は各種の環境をサポートすることが予想されます。クラスターロギングのクラスターに加えることのできる変更についての詳細は、クラスターロギングコンポーネントのチューニングおよび設定についてのトピックを確認してください。
								

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance" [image: 1]
  namespace: "openshift-logging"
spec:
  managementState: "Managed"  [image: 2]
  logStore:
    type: "elasticsearch"  [image: 3]
    elasticsearch:
      nodeCount: 3 [image: 4]
      storage:
        storageClassName: gp2 [image: 5]
        size: 200G
      redundancyPolicy: "SingleRedundancy"
  visualization:
    type: "kibana"  [image: 6]
    kibana:
      replicas: 1
  curation:
    type: "curator"  [image: 7]
    curator:
      schedule: "30 3 * * *"
  collection:
    logs:
      type: "fluentd"  [image: 8]
      fluentd: {}
	[image: 1] 
	
										名前は instance である必要があります。
									

	[image: 2] 
	
										クラスターロギングの管理状態。ほとんどの場合、クラスターロギングのデフォルト値を変更する場合は、これを Unmanaged (管理外) に設定する必要があります。ただし、管理外のデプロイメントはクラスターロギングが Managed の状態に戻されるまで更新を受信しません。詳細は「クラスターロギングの管理状態の変更」を参照してください。
									

	[image: 3] 
	
										Elasticsearch の設定に必要な設定。CR (Custom Resource) を使用してシャードのレプリケーションポリシーおよび永続ストレージを設定できます。詳細は「Elasticsearch の設定」を参照してください。
									

	[image: 4] 
	
										Elasticsearch ノードの数を指定します。この一覧に続く注記を確認してください。
									

	[image: 5] 
	
										クラスターの各 Elasticsearch ノードが Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）にバインドされるように指定します。
									

	[image: 6] 
	
										Kibana の設定に必要な設定。CR を使用して、冗長性を確保するために Kibana をスケーリングし、Kibana ノードの CPU およびメモリーを設定できます。詳細は「Kibana の設定」を参照してください。
									

	[image: 7] 
	
										Curator の設定に必要な設定。CR を使用して Curator スケジュールを設定できます。詳細は「Curator の設定」を参照してください。
									

	[image: 8] 
	
										Fluentd の設定に必要な設定。CR を使用して Fluentd の CPU およびメモリー制限を設定できます。詳細は「Fluentd の設定」を参照してください。
									



注記


								


								Elasticsearch マスターノードの最大数は 3 です。3 を超える nodeCount を指定する場合、OpenShift Container Platform は、マスター、クライアントおよびデータロールを使用して、3 つのマスターとしての適格性のあるノードである Elasticsearch ノードを作成します。追加の Elasticsearch ノードは、クライアントおよびデータロールを使用してデータのみのノードとして作成されます。マスターノードは、インデックスの作成および削除、シャードの割り当て、およびノードの追跡などのクラスター全体でのアクションを実行します。データノードはシャードを保持し、CRUD、検索、および集計などのデータ関連の操作を実行します。データ関連の操作は、I/O、メモリーおよび CPU 集約型の操作です。これらのリソースを監視し、現行ノードがオーバーロードする場合にデータノード追加することが重要です。
							

								たとえば、nodeCount=4 の場合に、以下のノードが作成されます。
							
$ oc get deployment

cluster-logging-operator       1/1     1            1           18h
elasticsearch-cd-x6kdekli-1    1/1     1            0           6m54s
elasticsearch-cdm-x6kdekli-1   1/1     1            1           18h
elasticsearch-cdm-x6kdekli-2   1/1     1            0           6m49s
elasticsearch-cdm-x6kdekli-3   1/1     1            0           6m44s

								インデックステンプレートのプライマリーシャードの数は Elasticsearch データノードの数と等しくなります。
							


	
								インスタンスを作成します。
							
$ oc create -f <file-name>.yaml

								以下は例になります。
							
$ oc create -f clo-instance.yaml




	
						openshift-logging プロジェクトに Pod を一覧表示して、インストールを検証します。
					

						以下の一覧のようなクラスターロギング、Elasticsearch、Fluentd、および Kibana のいくつかの Pod が表示されるはずです。
					
oc get pods -n openshift-logging

NAME                                            READY   STATUS    RESTARTS   AGE
cluster-logging-operator-66f77ffccb-ppzbg       1/1     Running   0          7m
elasticsearch-cdm-ftuhduuw-1-ffc4b9566-q6bhp    2/2     Running   0          2m40s
elasticsearch-cdm-ftuhduuw-2-7b4994dbfc-rd2gc   2/2     Running   0          2m36s
elasticsearch-cdm-ftuhduuw-3-84b5ff7ff8-gqnm2   2/2     Running   0          2m4s
fluentd-587vb                                   1/1     Running   0          2m26s
fluentd-7mpb9                                   1/1     Running   0          2m30s
fluentd-flm6j                                   1/1     Running   0          2m33s
fluentd-gn4rn                                   1/1     Running   0          2m26s
fluentd-nlgb6                                   1/1     Running   0          2m30s
fluentd-snpkt                                   1/1     Running   0          2m28s
kibana-d6d5668c5-rppqm                          2/2     Running   0          2m39s




追加リソース




				Operator のインストールについての詳細は、「Installing Operators from the OperatorHub」を参照してください。
			


第4章 クラスターロギングのアップグレード




			OpenShift Container Platform クラスターを 4.1 から 4.2 にアップグレードしたら、クラスターロギングを 4.1 から 4.2 にアップグレードする必要があります。
		
注記

				デフォルトのグローバルカタログ namespace およびカタログソースの変更により、Elasticsearch インストールで説明されているように CatalogSourceConfig および Subscription オブジェクトを YAML ファイルから手動で作成している場合、以下に示すようにアップグレード前に新規のカタログ namespace およびソースを参照するようにするにこれらのオブジェクトを更新する必要があります。
			

クラスターロギングの更新




				OpenShift Container Platform クラスターのアップグレード後に、Elasticsearch Operator および Cluster Logging Operator を更新して、クラスターロギングを 4.1 から 4.2 にアップグレードできます。
			
前提条件
	
						クラスターを 4.1 から 4.2 にアップグレードします。
					
	
						ClusterLogging のステータスが正常であることを確認します。
					
	
								すべての Pod が Ready 状態にある。
							
	
								Elasticsearch クラスターが正常である。
							





手順
	
						CatalogSourceConfig (CSC) および Subscription オブジェクトを、新規カタログ namespace および Cource を参照するように編集します。
					
	
								CLI から、Elasticsearch CSC の名前を取得します。
							
$ oc get csc --all-namespaces
NAMESPACE               NAME                                 STATUS      MESSAGE                                       AGE
openshift-marketplace   certified-operators                  Succeeded   The object has been successfully reconciled   42m
openshift-marketplace   community-operators                  Succeeded   The object has been successfully reconciled   42m
openshift-marketplace   elasticsearch                        Succeeded   The object has been successfully reconciled   27m
openshift-marketplace   installed-redhat-default             Succeeded   The object has been successfully reconciled   26m
openshift-marketplace   installed-redhat-openshift-logging   Succeeded   The object has been successfully reconciled   18m
openshift-marketplace   redhat-operators                     Succeeded   The object has been successfully reconciled   42m

	
								以下のようにファイルを編集します。
							
$ oc edit csc elasticsearch -n openshift-marketplace

apiVersion: operators.coreos.com/v1
kind: CatalogSourceConfig
metadata:
  creationTimestamp: "2020-02-18T15:09:00Z"
  finalizers:
  - finalizer.catalogsourceconfigs.operators.coreos.com
  generation: 3
  name: elasticsearch
  namespace: openshift-marketplace
  resourceVersion: "17694"
  selfLink: /apis/operators.coreos.com/v1/namespaces/openshift-marketplace/catalogsourceconfigs/elasticsearch
  uid: 97c0cd55-5260-11ea-873c-02939b2f528f
spec:
  csDisplayName: Custom
  csPublisher: Custom
  packages: elasticsearch-operator
  targetNamespace: openshift-operators-redhat
  source: redhat-operators [image: 1]
	[image: 1] 
	
										現在の値を redhat-operators に変更します。
									




	
								Elasticsearch Subscription オブジェクトの名前を取得します。
							
$ oc get sub

NAME                  PACKAGE                  SOURCE          CHANNEL
elasticsearch-pj7pf   elasticsearch-operator   elasticsearch   preview

	
								以下のようにファイルを編集します。
							
$ oc edit sub elasticsearch-pj7pf

apiVersion: operators.coreos.com/v1alpha1
kind: Subscription
metadata:
  creationTimestamp: "2020-02-17T17:51:18Z"
  generateName: elasticsearch-
  generation: 2
  name: elasticsearch-p5k7n
  namespace: openshift-operators-redhat
  resourceVersion: "38098"
  selfLink: /apis/operators.coreos.com/v1alpha1/namespaces/openshift-operators-redhat/subscriptions/elasticsearch-p5k7n
  uid: 19f6df33-51ae-11ea-82b9-027dfdb65ec2
spec:
  channel: "4.2"
  installPlanApproval: Automatic
  name: elasticsearch-operator
  source: redhat-operators [image: 1]
  sourceNamespace: openshift-marketplace [image: 2]
....
	[image: 1] 
	
										現在の値を redhat-operators に変更します。
									

	[image: 2] 
	
										現在の値を openshift-marketplace に変更します。
									







	
						Elasticsearch Operator をアップグレードします。
					
	
								Web コンソールから、Operator Management をクリックします。
							
	
								プロジェクトを all projects に変更します。
							
	
								Elasticsearch サブスクリプションと同じ名前を持つ Elasticsearch Operator をクリックします。
							
	
								Subscription → Channel をクリックします。
							
	
								Change Subscription Update Channel ウィンドウで 4.2 を選択し、Save をクリックします。
							
	
								数秒待ってから Operators → Installed Operators をクリックします。
							

								Elasticsearch Operator が 4.2 と表示されます。例:
							
Elasticsearch Operator
4.2.0-201909201915 provided
by Red Hat, Inc




	
						Cluster Logging Operator をアップグレードします。
					
	
								Web コンソールから、Operator Management をクリックします。
							
	
								プロジェクトを all projects に変更します。
							
	
								Cluster Logging Operatorをクリックします。
							
	
								Subscription → Channel をクリックします。
							
	
								Change Subscription Update Channel ウィンドウで 4.2 を選択し、Save をクリックします。
							
	
								数秒待ってから Operators → Installed Operators をクリックします。
							

								Cluster Logging Operator は 4.2 として表示されます。例:
							
Cluster Logging
4.2.0-201909201915 provided
by Red Hat, Inc




	
						ロギングコンポーネントを確認します。
					
	
								Elasticsearch Pod が 4.2 イメージを使用していることを確認します。
							
$ oc get pod -o yaml -n openshift-logging --selector component=elasticsearch |grep 'image:'

image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2.0-201909201915

	
								すべての Elasticsearch Pod が Ready ステータスであることを確認します。
							
$ oc get pod -n openshift-logging --selector component=elasticsearch

NAME                                            READY   STATUS    RESTARTS   AGE
elasticsearch-cdm-1pbrl44l-1-55b7546f4c-mshhk   2/2     Running   0          31m
elasticsearch-cdm-1pbrl44l-2-5c6d87589f-gx5hk   2/2     Running   0          30m
elasticsearch-cdm-1pbrl44l-3-88df5d47-m45jc     2/2     Running   0          29m

	
								Elasticsearch クラスターが正常であることを確認します。
							
oc exec -n openshift-logging -c elasticsearch elasticsearch-cdm-1pbrl44l-1-55b7546f4c-mshhk -- es_cluster_health

{
  "cluster_name" : "elasticsearch",
  "status" : "green",

....

	
								ロギングコレクター Pod が 4.2 イメージを使用していることを確認します。
							
$ oc get pod -n openshift-logging --selector logging-infra=fluentd -o yaml |grep 'image:'

image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2.0-201909201915

	
								Kibana Pod が 4.2 イメージを使用していることを確認します。
							
$ oc get pod -n openshift-logging --selector logging-infra=kibana -o yaml |grep 'image:'

image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-kibana5:v4.2.0-201909210748
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2.0-201909201915
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-kibana5:v4.2.0-201909210748
image: registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2.0-201909201915

	
								Curator CronJob が 4.2 イメージを使用していることを確認します。
							
$ $ oc get CronJob curator -n openshift-logging -o yaml |grep 'image:'

image: registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-curator5:v4.2.0-201909201915








第5章 イベントルーターの使用




			イベントルーターは OpenShift Container Platform と通信し、イベントの発生する Pod のログに OpenShift Container Platform イベントを出力します。
		

			クラスターロギングがデプロイされている場合、Kibana で OpenShift Container Platform イベントを表示できます。
		
イベントルーターのデプロイおよび設定




				以下の手順を使用してイベントルーターをクラスターにデプロイします。
			

				以下のテンプレートオブジェクトは、イベントルーターに必要なサービスアカウント、ClusterRole、および ClusterRoleBinding を作成します。
			
前提条件
	
						サービスアカウントを作成し、クラスターロールバインディングを更新するには、適切なパーミッションが必要です。たとえば、以下のテンプレートを、cluster-admin ロールを持つユーザーで実行できます。
					
	
						Elasticsearch でイベントルーターのイベントを処理し、保存するために TRANSFORM_EVENTS=true を設定します。
					
	
								クラスターロギングを管理外の状態に設定する。
							
	
								TRANSFORM_EVENTS 機能を有効にします。
							
$ oc set env ds/fluentd TRANSFORM_EVENTS=true






手順
	
						イベントルーターのテンプレートを作成します。
					
kind: Template
apiVersion: v1
metadata:
  name: eventrouter-template
  annotations:
    description: "A pod forwarding kubernetes events to cluster logging stack."
    tags: "events,EFK,logging,cluster-logging"
objects:
  - kind: ServiceAccount [image: 1]
    apiVersion: v1
    metadata:
      name: eventrouter
      namespace: ${NAMESPACE}
  - kind: ClusterRole [image: 2]
    apiVersion: v1
    metadata:
      name: event-reader
    rules:   [image: 3]
    - apiGroups: [""]
      resources: ["events"]
      verbs: ["get", "watch", "list"]
  - kind: ClusterRoleBinding  [image: 4]
    apiVersion: v1
    metadata:
      name: event-reader-binding
    subjects:
    - kind: ServiceAccount
      name: eventrouter
      namespace: ${NAMESPACE}
    roleRef:
      kind: ClusterRole
      name: event-reader
  - kind: ConfigMap
    apiVersion: v1
    metadata:
      name: eventrouter
      namespace: ${NAMESPACE}
    data:
      config.json: |-
        {
          "sink": "stdout"
        }
  - kind: Deployment
    apiVersion: apps/v1
    metadata:
      name: eventrouter
      namespace: ${NAMESPACE}
      labels:
        component: eventrouter
        logging-infra: eventrouter
        provider: openshift
    spec:
      selector:
        matchLabels:
          component: eventrouter
          logging-infra: eventrouter
          provider: openshift
      replicas: 1
      template:
        metadata:
          labels:
            component: eventrouter
            logging-infra: eventrouter
            provider: openshift
          name: eventrouter
        spec:
          serviceAccount: eventrouter
          containers:
            - name: kube-eventrouter
              image: ${IMAGE}
              imagePullPolicy: IfNotPresent
              resources:
                limits:
                  memory: ${MEMORY}
                requests:
                  cpu: ${CPU}
                  memory: ${MEMORY}
              volumeMounts:
              - name: config-volume
                mountPath: /etc/eventrouter
          volumes:
            - name: config-volume
              configMap:
                name: eventrouter
parameters:
  - name: IMAGE [image: 5]
    displayName: Image
    value: "registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-eventrouter:latest"
  - name: MEMORY [image: 6]
    displayName: Memory
    value: "128Mi"
  - name: CPU  [image: 7]
    displayName: CPU
    value: "100m"
  - name: NAMESPACE  [image: 8]
    displayName: Namespace
    value: "openshift-logging"
	[image: 1] 
	
								イベントルーターのサービスアカウントを作成します。
							

	[image: 2] 
	
								クラスターロールを作成し、クラスター内のイベントを監視します。
							

	[image: 3] 
	
								events リソースの get、watch、および list パーミッションを許可します。
							

	[image: 4] 
	
								ClusterRoleBinding を作成し、ClusterRole を ServiceAccount にバインドします。
							

	[image: 5] 
	
								イベントルーターのイメージバージョンを指定します。
							

	[image: 6] 
	
								イベントルーター Pod のメモリー制限を指定します。デフォルトは '128Mi' になります。
							

	[image: 7] 
	
								イベントルーターに割り当てる CPU の最小量を指定します。デフォルトは '100m' になります。
							

	[image: 8] 
	
								イベントルーターがデプロイされる namespace を指定します。デフォルトは openshift-logging になります。この値は、ServiceAccount および ClusterRoleBinding に指定された値と同じでなければなりません。プロジェクトは、イベントを見つけることのできる Kibana の場所を示唆します。
							
	
										イベントルーター Pod が、kube-* および openshift-* などのデフォルトプロジェクトでデプロイされる場合、イベントは .operation インデックスの下に見つけることができます。
									
	
										イベントルーター Pod が他のプロジェクトにデプロイされている場合、イベントはプロジェクト namespace を使用してインデックスの下に見つけることができます。
									






	
						以下のコマンドを使用してテンプレートを処理し、これを適用します。
					
$ oc process -f <templatefile> | oc apply -f -

						以下は例になります。
					
$ oc process -f eventrouter.yaml | oc apply -f -

serviceaccount/logging-eventrouter created
clusterrole.authorization.openshift.io/event-reader created
clusterrolebinding.authorization.openshift.io/event-reader-binding created
configmap/logging-eventrouter created
deployment.apps/logging-eventrouter created

	
						イベントルーターがインストールされていることを確認します。
					
$ oc get pods --selector  component=eventrouter -o name

pod/logging-eventrouter-d649f97c8-qvv8r
$ oc logs logging-eventrouter-d649f97c8-qvv8r

{"verb":"ADDED","event":{"metadata":{"name":"elasticsearch-operator.v0.0.1.158f402e25397146","namespace":"openshift-operators","selfLink":"/api/v1/namespaces/openshift-operators/events/elasticsearch-operator.v0.0.1.158f402e25397146","uid":"37b7ff11-4f1a-11e9-a7ad-0271b2ca69f0","resourceVersion":"523264","creationTimestamp":"2019-03-25T16:22:43Z"},"involvedObject":{"kind":"ClusterServiceVersion","namespace":"openshift-operators","name":"elasticsearch-operator.v0.0.1","uid":"27b2ca6d-4f1a-11e9-8fba-0ea949ad61f6","apiVersion":"operators.coreos.com/v1alpha1","resourceVersion":"523096"},"reason":"InstallSucceeded","message":"waiting for install components to report healthy","source":{"component":"operator-lifecycle-manager"},"firstTimestamp":"2019-03-25T16:22:43Z","lastTimestamp":"2019-03-25T16:22:43Z","count":1,"type":"Normal"}}





第6章 クラスターログの表示




			CLI または OpenShift Container Platform Web コンソールで OpenShift Container Platform クラスターのログを表示できます。
		
クラスターログの表示




				CLI でクラスターのログを表示できます。
			
前提条件
	
						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
					


手順

					クラスターログを表示するには、以下を実行します。
				
	
						ログの場所がファイルまたは CONSOLE (stdout) であるかを判別します。
					
$ oc -n openshift-logging set env daemonset/fluentd --list | grep LOGGING_FILE_PATH

	
						ログの場所によっては、logging コマンドを実行します。
					
	
								LOGGING_FILE_PATH がファイルを参照する場合、デフォルトで、logs ユーティリティーを Pod が置かれているプロジェクトから使用し、Fluentd ログファイルの内容を出力します。
							
$ oc exec <any-fluentd-pod> -- logs [image: 1]
	[image: 1] 
	
										ログコレクター Pod の名前を指定します。logs の前にスペースがあることに注意してください。
									




								例:
							
$ oc exec fluentd-ht42r -n openshift-logging -- logs

	
								LOGGING_FILE_PATH=console を使用している場合、ログコレクターはログを stdout/stderr に書き込みます。oc logs [-f] <pod_name> コマンドでログを取得できます (-f はオプション)。
							
$ oc logs -f <any-fluentd-pod> -n openshift-logging [image: 1]
	[image: 1] 
	
										ログコレクター Pod の名前を指定します。-f オプションを使用してログに書き込まれている内容をフォローします。
									




								以下は例になります。
							
$ oc logs -f fluentd-ht42r -n openshift-logging

								ログファイルの内容が出力されます。
							

								デフォルトで、Fluentd はログの末尾または終了部分からログを読み取ります。
							







OpenShift Container Platform Web コンソールでのクラスターログの表示




				OpenShift Container Platform Web コンソールでクラスターのログを表示できます。
			
前提条件
	
						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
					


手順

					クラスターログを表示するには、以下を実行します。
				
	
						OpenShift Container Platform コンソールで Workloads → Pods に移動します。
					
	
						ドロップダウンメニューから openshift-logging プロジェクトを選択します。
					
	
						fluentd プレフィックスを使ってロギングコレクター Pod のいずれかをクリックします。
					
	
						Logs をクリックします。
					



				デフォルトで、Fluentd はログの末尾または終了部分からログを読み取ります。
			


第7章 Kibana を使用したクラスターログの表示




			クラスターロギングのインストールは Kibana Web コンソールをデプロイします。
		
Kibana の起動




				Kibana は、ヒストグラム、線グラフ、円グラフ、ヒートマップ、ビルトインされた地理空間サポート、その他の視覚化機能を使用してログをクエリーし、検出し、視覚化するためのブラウザーベースのコンソールです。
			
手順

					Kibana を起動するには、以下を実行します。
				
	
						OpenShift Container Platform コンソールで、Monitoring → Logging をクリックします。
					
	
						OpenShift Container Platform コンソールにログインするために使用するものと同じ認証情報を使用してログインします。
					

						Kibana インターフェースが起動します。以下を実行することができます。
					
	
								Discover ページを使用してデータを検索し、参照します。
							
	
								Visualize ページを使用してデータのグラフを表示し、データをマップします。
							
	
								Dashboard ページを使用してカスタムダッシュボードを作成し、表示します。
							

								Kibana インターフェースの使用および設定については、本書では扱いません。詳細については、Kibana のドキュメントを参照してください。
							








第8章 クラスターロギングデプロイメントの設定



クラスターロギングの設定について




				クラスターロギングを OpenShift Container Platform クラスターにインストールした後に、以下の設定を行うことができます。
			
注記

					特に指示がない場合は、これらの設定を実行する前にクラスターロギングを管理外の状態に設定する必要があります。詳細は、「クラスターロギングの管理状態の変更」を参照してください。
				

					管理外の状態の Operator はサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネント設定およびアップグレードを完全に制御していることを前提としています。詳細は、管理外の Operator のサポートポリシーについて参照してください。
				

クラスターロギングのデプロイおよび設定について




					OpenShift Container Platform クラスターロギングは、小規模および中規模の OpenShift Container Platform クラスター用に調整されたデフォルト設定で使用されるように設計されています。
				

					以下のインストール方法には、サンプルのクラスターロギングのカスタムリソース (CR) が含まれます。これを使用して、クラスターロギングインスタンスを作成し、クラスターロギングのデプロイメントを設定することができます。
				

					デフォルトのクラスターロギングインストールを使用する必要がある場合は、サンプル CR を直接使用できます。
				

					デプロイメントをカスタマイズする必要がある場合、必要に応じてサンプル CR に変更を加えます。以下では、クラスターロギングのインスタンスをインストール時に実行し、インストール後に変更する設定について説明します。クラスターロギングのカスタムリソース外で加える変更を含む、各コンポーネントの使用方法については、設定についてのセクションを参照してください。
				
クラスターロギングの設定およびチューニング




						クラスターロギング環境は、openshift-logging プロジェクトにデプロイされるクラスターロギングのカスタムリソースを変更することによって設定できます。
					

						インストール時またはインストール後に、以下のコンポーネントのいずれかを変更することができます。
					
	メモリーおよび CPU
	
									resources ブロックを有効なメモリーおよび CPU 値で変更することにより、各コンポーネントの CPU およびメモリーの両方の制限を調整することができます。
								


spec:
  logStore:
    elasticsearch:
      resources:
        limits:
          cpu:
          memory:
        requests:
          cpu: 1
          memory: 16Gi
      type: "elasticsearch"
  collection:
    logs:
      fluentd:
        resources:
          limits:
            cpu:
            memory:
          requests:
            cpu:
            memory:
        type: "fluentd"
  visualization:
    kibana:
      resources:
        limits:
          cpu:
          memory:
        requests:
          cpu:
          memory:
     type: kibana
  curation:
    curator:
      resources:
        limits:
          memory: 200Mi
        requests:
          cpu: 200m
          memory: 200Mi
      type: "curator"
	Elasticsearch ストレージ
	
									storageClass name および size パラメーターを使用し、Elasticsearch クラスターの永続ストレージのクラスおよびサイズを設定できます。Cluster Logging Operator は、これらのパラメーターに基づいて、Elasticsearch クラスターの各データノードについて PersistentVolumeClaim を作成します。
								


  spec:
    logStore:
      type: "elasticsearch"
      elasticsearch:
        nodeCount: 3
        storage:
          storageClassName: "gp2"
          size: "200G"

						この例では、クラスターの各データノードが「gp2」ストレージの「200G」を要求する PersistentVolumeClaim にバインドされるように指定します。それぞれのプライマリーシャードは単一のレプリカによってサポートされます。
					
注記

							storage ブロックを省略すると、一時ストレージのみを含むデプロイメントになります。
						
  spec:
    logStore:
      type: "elasticsearch"
      elasticsearch:
        nodeCount: 3
        storage: {}

	Elasticsearch レプリケーションポリシー
	
									Elasticsearch シャードをクラスター内のデータノードにレプリケートする方法を定義するポリシーを設定できます。
								
	
											FullRedundancy:各インデックスのシャードはすべてのデータノードに完全にレプリケートされます。
										
	
											MultipleRedundancy:各インデックスのシャードはデータノードの半分に分散します。
										
	
											SingleRedundancy:各シャードの単一コピー。2 つ以上のデータノードが存在する限り、ログは常に利用可能かつ回復可能です。
										
	
											ZeroRedundancy:シャードのコピーはありません。ログは、ノードの停止または失敗時に利用不可になる (または失われる) 可能性があります。
										





	Curator スケジュール
	
									Curator のスケジュールを cron 形式で指定します。
								


  spec:
    curation:
    type: "curator"
    resources:
    curator:
      schedule: "30 3 * * *"

変更されたクラスターロギングカスタムリソースのサンプル




						以下は、前述のオプションを使用して変更されたクラスターロギングのカスタムリソースの例です。
					
変更されたクラスターロギングカスタムリソースのサンプル

							

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"
  namespace: "openshift-logging"
spec:
  managementState: "Managed"
  logStore:
    type: "elasticsearch"
    elasticsearch:
      nodeCount: 2
      resources:
        limits:
          memory: 2Gi
        requests:
          cpu: 200m
          memory: 2Gi
      storage: {}
      redundancyPolicy: "SingleRedundancy"
  visualization:
    type: "kibana"
    kibana:
      resources:
        limits:
          memory: 1Gi
        requests:
          cpu: 500m
          memory: 1Gi
      replicas: 1
  curation:
    type: "curator"
    curator:
      resources:
        limits:
          memory: 200Mi
        requests:
          cpu: 200m
          memory: 200Mi
      schedule: "*/5 * * * *"
  collection:
    logs:
      type: "fluentd"
      fluentd:
        resources:
          limits:
            memory: 1Gi
          requests:
            cpu: 200m
            memory: 1Gi


						



クラスターロギングの管理状態の変更




				Cluster Logging Operator または Elasticsearch Operator によって管理される特定のコンポーネントを変更するには、Operator を Unmanaged (管理外) 状態に設定する必要があります。
			

				Unmanaged (管理外) 状態では、Operator は CR の変更に対応しません。Unmanaged (管理外) 状態の場合、管理者が個々のコンポーネントの設定およびアップグレードを完全に制御できることが前提となります。
			
重要

					管理外の状態の Operator はサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネント設定およびアップグレードを完全に制御していることを前提としています。詳細は、管理外の Operator のサポートポリシーについて参照してください。
				


				Managed (管理対象) 状態では、Cluster Logging Operator (CLO) は クラスターロギングのカスタムリソース (CR) の変更に対応し、ロギングデプロイメントを適宜調整します。
			

				OpenShift Container Platform ドキュメントでは、前提条件の段階で OpenShift Container Platform クラスターを Unmanaged (管理外) 状態に設定する必要のあることを示しています。
			
注記

					Elasticsearch Operator (EO) を管理外の状態に設定し、Cluster Logging Operator (CLO) を管理対象のままにする場合、CLO は EO に加えた変更を元に戻します。EO は CLO によって管理されているためです。
				

クラスターロギングの管理状態の変更




					Cluster Logging Operator によって管理されるコンポーネントを変更するには、Operator を Unmanaged (管理外) の状態に設定する必要があります。
				
	
							Curator CronJob
						
	
							Elasticsearch CR
						
	
							Kibana Deployment
						
	
							ログコレクター DaemonSet
						



					管理対象の状態でこれらのコンポーネントを変更する場合、Cluster Logging Operator はそれらの変更を元に戻します。
				
注記

						管理外のクラスターロギング環境は、Cluster Logging Operator を管理対象の状態に戻すまで更新を受信しません。
					

前提条件
	
							Cluster Logging Operator がインストールされている必要があります。
						


手順
	
							openshift-logging プロジェクトでクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を編集します。
						
$ oc edit ClusterLogging instance
$ oc edit ClusterLogging instance

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"

....

spec:
  managementState: "Managed" [image: 1]
	[image: 1] 
	
									管理状態を Managed (管理対象) または Unmanaged (管理外) として指定します。
								







Elasticsearch 管理状態の変更




					Elasticsearch Operator によって管理される Elasticsearch デプロイメントファイルを変更するには、Operator を Unmanaged (管理外) の状態に設定する必要があります。
				

					管理対象の状態でこれらのコンポーネントを変更する場合、Elasticsearch Operator はこれらの変更を元に戻します。
				
注記

						Elasticsearch Operator が管理対象の状態に戻されるまで、管理外の Elasticsearch クラスターは更新を受信しません。
					

前提条件
	
							Elasticsearch Operator がインストールされていること。
						
	
							openshift-logging プロジェクトに Elasticsearch CR の名前があること。
						
$ oc get -n openshift-logging Elasticsearch
NAME            AGE
elasticsearch   28h



手順

						openshift-logging プロジェクトで Elasticsearch のカスタムリソース (CR) を編集します。
					
$ oc edit Elasticsearch elasticsearch

apiVersion: logging.openshift.io/v1
kind: Elasticsearch
metadata:
  name: elasticsearch


....

spec:
  managementState: "Managed" [image: 1]
	[image: 1] 
	
							管理状態を Managed (管理対象) または Unmanaged (管理外) として指定します。
						



注記

						Elasticsearch Operator (EO) を管理外の状態に設定し、Cluster Logging Operator (CLO) を管理対象のままにする場合、CLO は EO に加えた変更を元に戻します。EO は CLO によって管理されているためです。
					



クラスターロギングの設定




				クラスターロギングは、openshift-logging プロジェクトにデプロイされるクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を使用して設定できます。
			

				Cluster Logging Operator は、クラスターロギング CR への変更の有無を監視し、欠落しているロギングコンポーネントを作成し、ロギングデプロイメントを適宜調整します。
			

				クラスターロギング CR はクラスターロギングのカスタムリソース定義 (CRD) に基づいており、これは完全なクラスターロギングデプロイメントを定義し、ログを収集し、保存し、視覚化するために必要なロギングスタックのすべてのコンポーネントが含まれます。
			
クラスターロギングのカスタムリソース (CRD) のサンプル

					

apiVersion: logging.openshift.io/v1
kind: ClusterLogging
metadata:
  creationTimestamp: '2019-03-20T18:07:02Z'
  generation: 1
  name: instance
  namespace: openshift-logging
spec:
  collection:
    logs:
      fluentd:
        resources: null
      type: fluentd
  curation:
    curator:
      resources: null
      schedule: 30 3 * * *
    type: curator
  logStore:
    elasticsearch:
      nodeCount: 3
      redundancyPolicy: SingleRedundancy
      resources:
        limits:
          cpu:
          memory:
        requests:
          cpu:
          memory:
      storage: {}
    type: elasticsearch
  managementState: Managed
  visualization:
    kibana:
      proxy:
        resources: null
      replicas: 1
      resources: null
    type: kibana


				

				クラスターロギングについて以下を設定できます。
			
	
						クラスターロギングを管理外の状態にします。これにより、管理者は個別のコンポーネントの設定およびアップグレードを完全に制御することが想定されます。
					
	
						cluster-logging-operator デプロイメントで該当する環境変数を変更し、各クラスターロギングコンポーネントのイメージを上書きすることができます。
					
	
						ノードセレクターを使用してロギングコンポーネントの特定のノードを指定できます。
					


クラスターロギングコンポーネントイメージについて




					クラスターロギングには、それぞれが 1 つ以上のイメージで実装されている複数のコンポーネントがあります。各イメージは openshift-logging プロジェクトの cluster-logging-operator デプロイメントで定義される環境変数で指定されており、これを変更することはできません。
				

					以下のコマンドを実行してイメージを表示できます。
				
$ oc -n openshift-logging set env deployment/cluster-logging-operator --list | grep _IMAGE
ELASTICSEARCH_IMAGE=registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2 [image: 1]
FLUENTD_IMAGE=registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2 [image: 2]
KIBANA_IMAGE=registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-kibana5:v4.2 [image: 3]
CURATOR_IMAGE=registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-curator5:v4.2 [image: 4]
OAUTH_PROXY_IMAGE=registry.redhat.io/openshift4/ose-oauth-proxy:v4.2 [image: 5]
	[image: 1] 
	
							ELASTICSEARCH_IMAGE は Elasticsearch をデプロイします。
						

	[image: 2] 
	
							FLUENTD_IMAGE は Fluentd をデプロイします。
						

	[image: 3] 
	
							KIBANA_IMAGE は Kibana をデプロイします。
						

	[image: 4] 
	
							CURATOR_IMAGE は Curator をデプロイします。
						

	[image: 5] 
	
							OAUTH_PROXY_IMAGE は OpenShift Container Platform の OAUTH を定義します。
						




					値は、環境によって異なる可能性があります。
				
重要

						ロギングルートは Cluster Logging Operator によって管理され、ユーザーが変更することはできません。
					



ログデータを保存し、整理するための Elasticsearch の設定




				OpenShift Container Platform は Elasticsearch (ES) を使用してログデータを保存し、整理します。
			

				Elasticsearch デプロイメントに加えることのできる変更には以下が含まれます。
			
	
						Elasticsearch クラスターのストレージ。
					
	
						シャードをクラスター内の複数のデータノードにレプリケートする方法 (完全なレプリケーションからレプリケーションなしを含む)。
					
	
						Elasticsearch データへの外部アクセスを許可する。
					


注記

					Elasticsearch ノードのスケールダウンはサポートされていません。スケールダウン時に Elasticsearch Pod が誤って削除される場合があり、その場合にはシャードが割り当てられず、レプリカシャードが失われる可能性があります。
				


				Elasticsearch はメモリー集約型アプリケーションです。それぞれの Elasticsearch ノードには、クラスターロギングのカスタムリソースで指定しない限り、メモリー要求および制限の両方に 16G のメモリーが必要です。初期設定の OpenShift Container Platform ノードのセットは、Elasticsearch クラスターをサポートするのに十分な大きさではない場合があります。その場合、推奨されるサイズ以上のメモリーを使用して実行できるようにノードを OpenShift Container Platform クラスターに追加する必要があります。
			

				各 Elasticsearch ノードはこれより低い値のメモリー設定でも動作しますが、これは実稼働環境でのデプロイメントには推奨されません。
			
注記

					Elasticsearch Operator (EO) を管理外の状態に設定し、Cluster Logging Operator (CLO) を管理対象のままにする場合、CLO は EO に加えた変更を元に戻します。EO は CLO によって管理されているためです。
				

Elasticsearch CPU およびメモリー制限の設定




					それぞれのコンポーネント仕様は、CPU とメモリーの両方への調整を許可します。Elasticsearch Operator は環境に適した値を設定するため、これらの値を手動で調整する必要はありません。
				

					各 Elasticsearch ノードはこれより低い値のメモリー設定でも動作しますが、これは実稼働環境でのデプロイメントには推奨 されていません。実稼働環境での使用の場合には、デフォルトの 16Gi よりも小さい値を各 Pod に割り当てることはできません。 Pod ごとに割り当て可能な最大値は 64Gi であり、この範囲の中で、できるだけ多くのメモリーを割り当てることを推奨します。
				
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							openshift-logging プロジェクトでクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を編集します。
						
$ oc edit ClusterLogging instance
apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"
....
spec:
    logStore:
      type: "elasticsearch"
      elasticsearch:
        resources: [image: 1]
          limits:
            memory: "16Gi"
          requests:
            cpu: "1"
            memory: "16Gi"
	[image: 1] 
	
									必要に応じて CPU およびメモリー制限を指定します。これらの値を空のままにすると、Elasticsearch Operator はデフォルト値を設定します。これらのデフォルト値はほとんどのデプロイメントでは問題なく使用できるはずです。
								




							Elasticsearch の CPU およびメモリーの容量を調整する場合、要求値と制限値の両方を変更する必要があります。
						

							例:
						
      resources:
        limits:
          cpu: "8"
          memory: "32Gi"
        requests:
          cpu: "8"
          memory: "32Gi"

							Kubernetes は一般的にはノードの CPU 設定に従い、Elasticsearch が指定された制限を使用することを許可しません。requests と limites に同じ値を設定することにより、Elasticseach は必要な CPU およびメモリーを確実に使用できるようにします (利用可能な CPU およびメモリーがノードにあることを前提とします)。
						




Elasticsearch レプリケーションポリシーの設定




					Elasticsearch シャードをクラスター内の複数のデータノードにレプリケートする方法を定義できます。
				
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							openshift-logging プロジェクトでクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を編集します。
						
oc edit clusterlogging instance
apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"

....

spec:
  logStore:
    type: "elasticsearch"
    elasticsearch:
      redundancyPolicy: "SingleRedundancy" [image: 1]
	[image: 1] 
	
									シャードの冗長性ポリシーを指定します。変更の保存時に変更が適用されます。
								
	
											FullRedundancy:Elasticsearch は、各インデックスのプライマリーシャードをすべてのデータノードに完全にレプリケートします。これは最高レベルの安全性を提供しますが、最大量のディスクが必要となり、パフォーマンスは最低レベルになります。
										
	
											MultipleRedundancy:Elasticsearch は、各インデックスのプライマリーシャードをデータノードの半分に完全にレプリケートします。これは、安全性とパフォーマンス間の適切なトレードオフを提供します。
										
	
											SingleRedundancy:Elasticsearch は、各インデックスのプライマリーシャードのコピーを 1 つ作成します。2 つ以上のデータノードが存在する限り、ログは常に利用可能かつ回復可能です。5 以上のノードを使用する場合には、MultipleRedundancy よりもパフォーマンスが良くなります。このポリシーは、単一 Elasticsearch ノードのデプロイメントには適用できません。
										
	
											ZeroRedundancy:Elasticsearch は、プライマリーシャードのコピーを作成しません。ノードが停止または失敗した場合、ログは利用不可となるか、失われる可能性があります。安全性よりもパフォーマンスを重視する場合や、独自のディスク/PVC バックアップ/復元ストラテジーを実装している場合は、このモードを使用できます。
										








注記

						インデックステンプレートのプライマリーシャードの数は Elasticsearch データノードの数と等しくなります。
					


Elasticsearch ストレージの設定




					Elasticsearch には永続ストレージが必要です。ストレージが高速になると、Elasticsearch のパフォーマンスも高速になります。
				
警告

						NFS ストレージをボリュームまたは永続ボリュームを使用 (または Gluster などの NAS を使用する) ことは Elasticsearch ストレージではサポートされません。Lucene は NFS が指定しないファイルシステムの動作に依存するためです。データの破損およびその他の問題が発生する可能性があります。
					

前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							クラスターロギング CR を編集してクラスターの各データノードが Persistent Volume Claim (永続ボリューム要求、PVC) にバインドされるように指定します。
						
apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"

....

 spec:
    logStore:
      type: "elasticsearch"
      elasticsearch:
        nodeCount: 3
        storage:
          storageClassName: "gp2"
          size: "200G"




					この例では、クラスターの各データノードが、「200G」の AWS General Purpose SSD (gp2) ストレージを要求する Persistent Volume Claim (永続ボリューム要求、PVC) にバインドされるように指定します。
				

Elasticsearch での emptyDir ストレージの設定




					Elasticsearch で emptyDir を使用することができます。これは、Pod のデータすべてが再起動時に失われる一時デプロイメントを作成します。
				
注記

						emptyDir を使用する場合、Elasticsearch が再起動するか、または再デプロイされる場合にデータが失われます。
					

前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							クラスターロギング CR を編集して emptyDir を指定します。
						
 spec:
    logStore:
      type: "elasticsearch"
      elasticsearch:
        nodeCount: 3
        storage: {}




Elasticsearch のルートとしての公開




					デフォルトでは、クラスターロギングでデプロイされた Elasticsearch はロギングクラスターの外部からアクセスできません。データにアクセスするツールについては、Elasticsearch へ外部アクセスするために re-encryption termination でルートを有効にすることができます。
				

					re-encrypt ルート、OpenShift Container Platform トークンおよびインストールされた Elasticsearch CA 証明書を作成して Elasticsearch に外部からアクセスすることができます。次に、以下を含む cURL 要求を持つ Elasticsearch ノードにアクセスします。
				
	
							Authorization: Bearer ${token}
						
	
							Elasticsearch reencrypt ルートおよび Elasticsearch API 要求
						



					内部からは、Elasticsearch クラスター IP を使用して Elastiscearch にアクセスすることができます。
				

					以下のコマンドのいずれかを使用して、Elasticsearch クラスター IP を取得できます。
				
$ oc get service elasticsearch -o jsonpath={.spec.clusterIP} -n openshift-logging

172.30.183.229
oc get service elasticsearch

NAME            TYPE        CLUSTER-IP       EXTERNAL-IP   PORT(S)    AGE
elasticsearch   ClusterIP   172.30.183.229   <none>        9200/TCP   22h

$ oc exec elasticsearch-cdm-oplnhinv-1-5746475887-fj2f8 -- curl -tlsv1.2 --insecure -H "Authorization: Bearer ${token}" "https://172.30.183.229:9200/_cat/health"

  % Total    % Received % Xferd  Average Speed   Time    Time     Time  Current
                                 Dload  Upload   Total   Spent    Left  Speed
100    29  100    29    0     0    108      0 --:--:-- --:--:-- --:--:--   108
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						
	
							ログにアクセスできるようになるには、プロジェクトへのアクセスが必要です。
						


手順

						Elasticsearch を外部に公開するには、以下を実行します。
					
	
							openshift-logging プロジェクトに切り替えます。
						
$ oc project openshift-logging

	
							Elasticsearch から CA 証明書を抽出し、admin-ca ファイルに書き込みます。
						
$ oc extract secret/elasticsearch --to=. --keys=admin-ca

admin-ca

	
							Elasticsearch サービスのルートを YAML ファイルとして作成します。
						
	
									以下のように YAML ファイルを作成します。
								
apiVersion: route.openshift.io/v1
kind: Route
metadata:
  name: elasticsearch
  namespace: openshift-logging
spec:
  host:
  to:
    kind: Service
    name: elasticsearch
  tls:
    termination: reencrypt
    destinationCACertificate: | [image: 1]
	[image: 1] 
	
											次の手順で Elasticsearch CA 証明書を追加するか、またはコマンドを使用します。一部の re-encrypt ルートで必要とされる spec.tls.key、spec.tls.certificate、および spec.tls.caCertificate パラメーターを設定する必要はありません。
										




	
									以下のコマンドを実行して作成したルート YAML に Elasticsearch CA 証明書を追加します。
								
cat ./admin-ca | sed -e "s/^/      /" >> <file-name>.yaml

	
									ルートを作成します。
								
$ oc create -f <file-name>.yaml

route.route.openshift.io/elasticsearch created




	
							Elasticsearch サービスが公開されていることを確認します。
						
	
									要求に使用されるこの ServiceAccount のトークンを取得します。
								
$ token=$(oc whoami -t)

	
									作成した elasticsearch ルートを環境変数として設定します。
								
$ routeES=`oc get route elasticsearch -o jsonpath={.spec.host}`

	
									ルートが正常に作成されていることを確認するには、公開されたルート経由で Elasticsearch にアクセスする以下のコマンドを実行します。
								
curl -tlsv1.2 --insecure -H "Authorization: Bearer ${token}" "https://${routeES}/.operations.*/_search?size=1" | jq

									以下のような出力が表示されます。
								
  % Total    % Received % Xferd  Average Speed   Time    Time     Time  Current
                                 Dload  Upload   Total   Spent    Left  Speed
100   944  100   944    0     0     62      0  0:00:15  0:00:15 --:--:--   204
{
  "took": 441,
  "timed_out": false,
  "_shards": {
    "total": 3,
    "successful": 3,
    "skipped": 0,
    "failed": 0
  },
  "hits": {
    "total": 89157,
    "max_score": 1,
    "hits": [
      {
        "_index": ".operations.2019.03.15",
        "_type": "com.example.viaq.common",
        "_id": "ODdiNWIyYzAtMjg5Ni0TAtNWE3MDY1MjMzNTc3",
        "_score": 1,
        "_source": {
          "_SOURCE_MONOTONIC_TIMESTAMP": "673396",
          "systemd": {
            "t": {
              "BOOT_ID": "246c34ee9cdeecb41a608e94",
              "MACHINE_ID": "e904a0bb5efd3e36badee0c",
              "TRANSPORT": "kernel"
            },
            "u": {
              "SYSLOG_FACILITY": "0",
              "SYSLOG_IDENTIFIER": "kernel"
            }
          },
          "level": "info",
          "message": "acpiphp: Slot [30] registered",
          "hostname": "localhost.localdomain",
          "pipeline_metadata": {
            "collector": {
              "ipaddr4": "10.128.2.12",
              "ipaddr6": "fe80::xx:xxxx:fe4c:5b09",
              "inputname": "fluent-plugin-systemd",
              "name": "fluentd",
              "received_at": "2019-03-15T20:25:06.273017+00:00",
              "version": "1.3.2 1.6.0"
            }
          },
          "@timestamp": "2019-03-15T20:00:13.808226+00:00",
          "viaq_msg_id": "ODdiNWIyYzAtMYTAtNWE3MDY1MjMzNTc3"
        }
      }
    ]
  }
}







Elasticsearch アラートルール




					これらのアラートルールを Prometheus に表示できます。
				
	アラート	説明	重大度
	 
									ElasticsearchClusterNotHealthy
								

								 	 
									クラスターのヘルスステータスは少なくとも 2m の間 RED になります。クラスターは書き込みを受け入れず、シャードが見つからない可能性があるか、またはマスターノードがまだ選択されていません。
								

								 	 
									critical
								

								 
	 
									ElasticsearchClusterNotHealthy
								

								 	 
									クラスターのヘルスステータスは少なくとも 20m の間 YELLOW になります。一部のシャードレプリカは割り当てられません。
								

								 	 
									warning
								

								 
	 
									ElasticsearchBulkRequestsRejectionJumps
								

								 	 
									クラスターのノードにおける高いバルク除去率 (High Bulk Rejection Ratio) を示します。このノードはインデックスの速度に追い付いていない可能性があります。
								

								 	 
									warning
								

								 
	 
									ElasticsearchNodeDiskWatermarkReached
								

								 	 
									クラスターのノードでディスクの低い基準値に達しています。シャードをこのノードに割り当てることはできません。ノードにディスク領域を追加することを検討する必要があります。
								

								 	 
									alert
								

								 
	 
									ElasticsearchNodeDiskWatermarkReached
								

								 	 
									クラスターのノードでディスクの高い基準値に達しています。一部のシャードは可能な場合に別のノードに再度割り当てられる可能性があります。ノードにディスク領域が追加されるか、またはこのノードに割り当てられる古いインデックスをドロップします。
								

								 	 
									high
								

								 
	 
									ElasticsearchJVMHeapUseHigh
								

								 	 
									クラスター内のノード上での JVM ヒープの使用量は <value> です。
								

								 	 
									alert
								

								 
	 
									AggregatedLoggingSystemCPUHigh
								

								 	 
									クラスター内のノード上でのシステム CPU の使用量は <value> です。
								

								 	 
									alert
								

								 
	 
									ElasticsearchProcessCPUHigh
								

								 	 
									クラスター内のノード上での ES プロセス CPU の使用量は <value> です。
								

								 	 
									alert
								

								 




Kibana の設定




				OpenShift Container Platform は Kibana を使用して、Fluentd によって収集され、Elasticsearch によってインデックス化されるログデータを表示します。
			

				冗長性を確保するために Kibana をスケーリングし、Kibana ノードの CPU およびメモリーを設定することができます。
			
注記

					特に指示がない場合は、これらの設定を実行する前にクラスターロギングを管理外の状態に設定する必要があります。詳細は、「クラスターロギングの管理状態の変更」を参照してください。
				

					管理外の状態の Operator はサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネント設定およびアップグレードを完全に制御していることを前提としています。詳細は、管理外の Operator のサポートポリシーについて参照してください。
				

Kibana CPU およびメモリー制限の設定




					それぞれのコンポーネント仕様は、CPU とメモリーの両方への調整を許可します。
				
手順
	
							openshift-logging プロジェクトでクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を編集します。
						
$ oc edit ClusterLogging instance
apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"

....

spec:
    visualization:
      type: "kibana"
      kibana:
        replicas:
      resources:  [image: 1]
        limits:
          memory: 1Gi
        requests:
          cpu: 500m
          memory: 1Gi
      proxy:  [image: 2]
        resources:
          limits:
            memory: 100Mi
          requests:
            cpu: 100m
            memory: 100Mi
	[image: 1] 
	
									各ノードに割り当てる CPU およびメモリー制限を指定します。
								

	[image: 2] 
	
									Kibana プロキシーに割り当てる CPU およびメモリー制限を指定します。
								







冗長性を確保するための Kibana のスケーリング




					冗長性を確保するために Kibana デプロイメントをスケーリングできます。
				

					手順
				
	
							openshift-logging プロジェクトでクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を編集します。
						
$ oc edit ClusterLogging instance
$ oc edit ClusterLogging instance

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"

....

spec:
    visualization:
      type: "kibana"
      kibana:
        replicas: 1 [image: 1]
	[image: 1] 
	
									Kibana ノードの数を指定します。
								







容認 (Toleration) による Kibana Pod の配置の制御




					Kibana Pod が実行するノードを制御し、Pod の容認を使用して他のワークロードがそれらのノードを使用しないようにすることができます。
				

					容認をクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を利用して Kibana Pod に適用し、テイントをノード仕様でノードに適用します。ノードのテイントは、テイントを容認しないすべての Pod を拒否するようノードに指示する key:value ペア です。他の Pod にはない特定の key:value ペアを使用することで、Kibana Pod のみがそのノード上で実行されます。
				
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							以下のコマンドを使用して、Kibana Pod をスケジュールするノードにテイントを追加します。
						
$ oc adm taint nodes <node-name> <key>=<value>:<effect>

							以下は例になります。
						
$ oc adm taint nodes node1 kibana=node:NoExecute

							この例では、テイントをキー kibana、値 node、およびテイントの効果 NoExecute のある node1 に配置します。NoExecute テイント effect を使用する必要があります。NoExecute は、テイントに一致する Pod のみをスケジュールし、一致しない既存の Pod を削除します。
						

	
							クラスターロギングのカスタムリソース (CR) の visualization セクションを編集し、Kibana Pod の容認を設定します。
						
  visualization:
    type: "kibana"
    kibana:
      tolerations:
      - key: "kibana"  [image: 1]
        operator: "Exists"  [image: 2]
        effect: "NoExecute"  [image: 3]
        tolerationSeconds: 6000 [image: 4]
	[image: 1] 
	
									ノードに追加したキーを指定します。
								

	[image: 2] 
	
									Exists Operator を指定して、key/value/effect パラメーターが一致するようにします。
								

	[image: 3] 
	
									NoExecute effect を指定します。
								

	[image: 4] 
	
									オプションで、tolerationSeconds パラメーターを指定して、エビクトされる前に Pod がノードにバインドされる期間を設定します。
								







					この容認は、oc adm taint コマンドで作成されたテイントと一致します。この容認のある Pod は、node1 にスケジュールできます。
				

Kibana Visualize ツールのインストール




					Kibana の Visualize タブを使用すると、コンテナーログの監視用に視覚化やダッシュボードを作成でき、管理者ユーザー (cluster-admin または cluster-reader) はデプロイメント、namespace、Pod、およびコンテナーごとにログを表示することができます。
				
手順

						ダッシュボードおよび他の Kibana UI オブジェクトを読み込むには、以下を実行します。
					
	
							必要な場合は、Cluster Logging Operator のインストール時にデフォルトで作成される Kibana ルートを取得します。
						
$ oc get routes -n openshift-logging

NAMESPACE                  NAME                       HOST/PORT                                                            PATH     SERVICES                   PORT    TERMINATION          WILDCARD
openshift-logging          kibana                     kibana-openshift-logging.apps.openshift.com                                   kibana                     <all>   reencrypt/Redirect   None

	
							Elasticsearch Pod の名前を取得します。
						
$ oc get pods -l component=elasticsearch

NAME                                            READY   STATUS    RESTARTS   AGE
elasticsearch-cdm-5ceex6ts-1-dcd6c4c7c-jpw6k    2/2     Running   0          22h
elasticsearch-cdm-5ceex6ts-2-f799564cb-l9mj7    2/2     Running   0          22h
elasticsearch-cdm-5ceex6ts-3-585968dc68-k7kjr   2/2     Running   0          22h

	
							この手順で必要とされるユーザーごとに必要な設定を作成します。
						
	
									ダッシュボードを追加する必要のあるユーザーとして Kibana ダッシュボードにログインします。
								
https://kibana-openshift-logging.apps.openshift.com [image: 1]
	[image: 1] 
	
											URL は Kibana ルートです。
										




	
									Authorize Access ページが表示される場合、すべてのパーミッションを選択してから Allow selected permissions をクリックします。
								
	
									Kibana ダッシュボードからログアウトします。
								



	
							Elastiscearch Pod のいずれかの名前を使用して、Pod が置かれているプロジェクトで以下のコマンドを実行します。
						
$ oc exec <es-pod> -- es_load_kibana_ui_objects <user-name>

							以下は例になります。
						
$ oc exec elasticsearch-cdm-5ceex6ts-1-dcd6c4c7c-jpw6k -- es_load_kibana_ui_objects <user-name>



注記

						視覚化やダッシュボードなどの Kibana オブジェクトのメタデータは、.kibana.{user_hash} インデックス形式で Elasticsearch に保存されます。userhash=$(echo -n $username | sha1sum | awk '{print $1}') コマンドを使用して、user_hash を取得できます。デフォルトで、Kibana shared_ops インデックスモードでは、クラスター管理者ロールを持つすべてのユーザーがインデックスを共有でき、この Kibana オブジェクトメタデータは .kibana インデックスに保存されます。
					

						インポート/エクスポート機能を使用するか、curl コマンドを使用してメタデータを Elasticsearch インデックスに挿入して、特定のユーザーに対してカスタムダッシュボードをインポートできます。
					



Elasticsearch データのキュレーション




				Elasticsearch Curator ツールは、グローバルに、またはプロジェクトごとにスケジュールされたメンテナンス操作を実行します。Curator はその設定に基づいて動作を実行します。
			

				Cluster Logging Operator は Curator とその設定をインストールします。Curator cron スケジュール は、クラスターロギングのカスタムリソースを使用して設定でき、追加の設定オプションは openshift-logging プロジェクトの Curator ConfigMap、curator にあります。これには、Curator 設定ファイル curator5.yaml および OpenShift Container Platform カスタム設定ファイル config.yamlが組み込まれています。
			

				OpenShift Container Platform は config.yaml を内部で使用し、Curator の Action ファイル を生成します。
			

				オプションで、action ファイルを直接使用できます。このファイルを編集すると、定期的に実行できるように Curator で利用できるアクションを使用できます。ただし、これによりファイルの変更によりクラスターに破壊的な影響が及ぶ可能性があり、必要なインデックス/設定が Elasticsearch から削除される可能性があるため、上級ユーザーのみがこれを実行することが推奨されます。ほとんどのユーザーは Curator 設定マップのみを変更するだけでよく、action ファイルを編集することはできません。
			
Curator スケジュールの設定




					クラスターロギングインストールで作成されたクラスターロギングのカスタムリソースを使用して、Curator のスケジュールを指定できます。
				
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順

						Curator スケジュールを設定するには、以下を実行します。
					
	
							openshift-logging プロジェクトでクラスターロギングのカスタムリソースを編集します。
						
$ oc edit clusterlogging instance
apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"

...

  curation:
    curator:
      schedule: 30 3 * * * [image: 1]
    type: curator
	[image: 1] 
	
									Curator のスケジュールを cron 形式 で指定します。
								



注記

								タイムゾーンは Curator Pod が実行されるホストノードに基づいて設定されます。
							





Curator インデックス削除の設定




					Curator を、保持設定に基づいて Elasticsearch データを削除するように設定できます。プロジェクトごとの設定およびグローバル設定を行うことができます。グローバル設定は、指定されていないプロジェクトに適用されます。プロジェクトごとの設定はグローバル設定を上書きします。
				
前提条件
	
							クラスターロギングがインストールされている必要があります。
						


手順

						インデックスを削除するには、以下を実行します。
					
	
							OpenShift Container Platform カスタム Curator 設定ファイルを編集します。
						
$ oc edit configmap/curator

	
							必要に応じて以下のパラメーターを設定します。
						
config.yaml: |
  project_name:
    action
      unit:value

							利用可能なパラメーターを以下に示します。
						
表8.1 プロジェクトオプション
	変数名	説明
	 
											project_name
										

										 	 
											プロジェクトの実際の名前 (myapp-devel など)。OpenShift Container Platform の操作ログについては、名前 .operations をプロジェクト名として使用します。
										

										 
	 
											action
										

										 	 
											実行するアクション。現在許可されているのは delete のみです。
										

										 
	 
											unit
										

										 	 
											削除に使用する期間 (days、weeks、または months)。
										

										 
	 
											value
										

										 	 
											単位数。
										

										 



表8.2 フィルターオプション
	変数名	説明
	 
											.defaults
										

										 	 
											.defaults を project_name として使用し、指定されていないプロジェクトのデフォルトを設定します。
										

										 
	 
											.regex
										

										 	 
											プロジェクト名に一致する正規表現の一覧。
										

										 
	 
											pattern
										

										 	 
											適切にエスケープされた有効な正規表現パターン。一重引用符で囲まれています。
										

										 







					たとえば、以下のように Curator を設定します。
				
	
							1 day を経過した myapp-dev プロジェクトのインデックスを削除する
						
	
							1 week を経過した myapp-qe プロジェクトのインデックスを削除する
						
	
							8 weeks を経過した operations ログを削除する
						
	
							31 days を経過したその他すべてのプロジェクトのインデックスを削除する
						
	
							^project\..+\-dev.*$ 正規表現と一致する、1 日を経過したインデックスを削除する
						
	
							^project\..+\-test.*$ 正規表現と一致する、2 日を経過したインデックスを削除する
						



					以下を使用します。
				
  config.yaml: |
    .defaults:
      delete:
        days: 31

    .operations:
      delete:
        weeks: 8

    myapp-dev:
      delete:
        days: 1

    myapp-qe:
      delete:
        weeks: 1

    .regex:
      - pattern: '^project\..+\-dev\..*$'
        delete:
          days: 1
      - pattern: '^project\..+\-test\..*$'
        delete:
          days: 2
重要

						months を操作の $UNIT として使用する場合、Curator は今月の当日ではなく、今月の最初の日からカウントを開始します。たとえば、今日が 4 月 15 日であり、現時点で 2 カ月を経過したインデックスを削除する場合 (delete: months: 2)、Curator は 2 月 15 日より古い日付のインデックスを削除するのではなく、2 月 1 日より古いインデックスを削除します。つまり、今月の最初の日付まで遡り、そこから 2 カ月遡ります。Curator で厳密な設定をする必要がある場合、最も適切な方法として日数 (例: delete: days: 30) を使用することができます。
					


Curator のトラブルシューティング




					本セクションの情報を使用して Curator のデバッグを実行できます。たとえば、Curator が失敗状態にあり、ログメッセージで理由が示されていない場合、次にスケジュールされている cron ジョブの実行を待機する代わりに、ログレベルを引き上げ、新規ジョブをトリガーできます。
				
前提条件

						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
					
手順

						Curator のデバッグログを有効にし、次の Curator の反復を手動でトリガーします。
					
	
							Curator のデバッグログを有効にします。
						
$ oc set env cronjob/curator CURATOR_LOG_LEVEL=DEBUG CURATOR_SCRIPT_LOG_LEVEL=DEBUG

							ログレベルを指定します。
						
	
									CRITICAL。Curator は重大なメッセージのみを表示します。
								
	
									ERROR。Curator はエラーおよび重大なメッセージのみを表示します。
								
	
									WARNING。Curator はエラー、警告、および重大なメッセージのみを表示します。
								
	
									INFO。Curator は情報、エラー、警告、および重大なメッセージのみを表示します。
								
	
									DEBUG。Curator は上記のすべてに加えてデバッグメッセージのみを表示します。
								

									デフォルト値は INFO です。
								






注記

						クラスターロギングは、OpenShift Container Platform ラッパースクリプト (run.sh および convert.py) で OpenShift Container Platform カスタム環境変数 CURATOR_SCRIPT_LOG_LEVEL を使用します。この環境変数は、必要に応じてスクリプトのデバッグ用に CURATOR_LOG_LEVEL と同じ値を取ります。
					

	
							次の Curator の反復をトリガーします。
						
$ oc create job --from=cronjob/curator <job_name>

	
							以下のコマンドを使用して CronJob を制御します。
						
	
									CronJob を一時停止します。
								
$ oc patch cronjob curator -p '{"spec":{"suspend":true}}'

	
									CronJob を再開します。
								
$ oc patch cronjob curator -p '{"spec":{"suspend":false}}'

	
									CronJob スケジュールを変更します。
								
$ oc patch cronjob curator -p '{"spec":{"schedule":"0 0 * * *"}}' [image: 1]
	[image: 1] 
	
											schedule オプションは、cron 形式のスケジュールを受け入れます。
										










スクリプト化されたデプロイメントでの Curator の設定




					Curator をスクリプト化されたデプロイメントで設定する必要がある場合に、本セクションの情報を使用します。
				
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						
	
							クラスターロギングを管理外の状態に設定する。
						


手順

						以下のスニペットを使用し、スクリプトで Curator を設定します。
					
	
							スクリプト化されたデプロイメントの場合
						
	
									設定を作成し、変更します。
								
	
											Curator 設定ファイルおよび OpenShift Container Platform カスタム設定ファイルを Curator 設定マップからコピーし、それぞれについて別個のファイルをマップし、作成します。
										
$ oc extract configmap/curator --keys=curator5.yaml,config.yaml --to=/my/config

	
											/my/config/curator5.yaml および /my/config/config.yaml ファイルを編集します。
										



	
									既存の Curator 設定マップを削除し、編集された YAML ファイルを新規の Curator 設定マップに追加します。
								
$ oc delete configmap curator ; sleep 1
$ oc create configmap curator \
    --from-file=curator5.yaml=/my/config/curator5.yaml \
    --from-file=config.yaml=/my/config/config.yaml \
    ; sleep 1

									次の反復でこの設定を使用します。
								




	
							action ファイルを使用している場合
						
	
									設定を作成し、変更します。
								
	
											Curator 設定ファイルおよび action ファイルを Curator 設定マップからコピーし、それぞれについて別個のファイルをマップし、作成します。
										
$ oc extract configmap/curator --keys=curator5.yaml,actions.yaml --to=/my/config

	
											/my/config/curator5.yaml および /my/config/actions.yaml ファイルを編集します。
										



	
									既存の Curator 設定マップを削除し、編集された YAML ファイルを新規の Curator 設定マップに追加します。
								
$ oc delete configmap curator ; sleep 1
$ oc create configmap curator \
    --from-file=curator5.yaml=/my/config/curator5.yaml \
    --from-file=actions.yaml=/my/config/actions.yaml \
    ; sleep 1

									次の反復でこの設定を使用します。
								







Curator Action ファイルの使用




					openshift-logging プロジェクトの Curator ConfigMap には、Curator Action ファイル が含まれます。このファイルで、Curator Action が定期的に実行されるように設定します。
				

					ただし、action ファイルを使用する場合、OpenShift Container Platform は、重要な内部インデックスが間違って削除されないように設定されている curator ConfigMap の config.yaml セクションを無視します。action ファイルを使用するには、除外ルールを設定に加えてこれらのインデックスを保持する必要があります。さらに、本トピックの手順に従う他のすべてのパターンも手動で追加する必要があります。
				
重要

						actions および config.yaml は相互に排他的な設定ファイルです。actions ファイルがある場合、OpenShift Container Platform は config.yaml ファイルを無視します。action ファイルの使用は、クラスターに破壊的な影響を与え、必要なインデックス/設定が Elasticsearch から削除される可能性があるために、状況ユーザーのみがこれを実行することが推奨されます。
					

前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						
	
							クラスターロギングを管理外の状態に設定する。管理外の状態の Operator はサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネント設定およびアップグレードを完全に制御していることを前提としています。
						


手順

						Curator をインデックスを削除するように設定するには、以下を実行します。
					
	
							Curator ConfigMap を編集します。
						
oc edit cm/curator -n openshift-logging

	
							action ファイルに以下の変更を加えます。
						
actions:
1:
      action: delete_indices [image: 1]
      description: >-
        Delete .operations indices older than 30 days.
        Ignore the error if the filter does not
        result in an actionable list of indices (ignore_empty_list).
        See https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/client/curator/5.2/ex_delete_indices.html
      options:
        # Swallow curator.exception.NoIndices exception
        ignore_empty_list: True
        # In seconds, default is 300
        timeout_override: ${CURATOR_TIMEOUT}
        # Don't swallow any other exceptions
        continue_if_exception: False
        # Optionally disable action, useful for debugging
        disable_action: False
      # All filters are bound by logical AND
      filters:            [image: 2]
      - filtertype: pattern
        kind: regex
        value: '^\.operations\..*$'
        exclude: False    [image: 3]
      - filtertype: age
        # Parse timestamp from index name
        source: name
        direction: older
        timestring: '%Y.%m.%d'
        unit: days
        unit_count: 30
        exclude: False
	[image: 1] 
	
									delete_indices を指定して指定されたインデックスを削除します。
								

	[image: 2] 
	
									filers パラメーターを使用して削除されるインデックスを指定します。これらのパラメーターについての詳細は Elastic Search Curator のドキュメント を参照してください。
								

	[image: 3] 
	
									インデックスが削除されるように false を指定します。
								








ロギングコレクターの設定




				OpenShift Container Platform は Fluentd を使用して、クラスターから操作およびアプリケーションログを収集し、Kubernetes Pod および Namespace メタデータでデータを拡充します。
			

				ログローテーション、ログの位置を設定し、外部のログアグリゲーターを使用し、ログコレクターの他の設定を行うことができます。
			
注記

					特に指示がない場合は、これらの設定を実行する前にクラスターロギングを管理外の状態に設定する必要があります。詳細は、「クラスターロギングの管理状態の変更」を参照してください。
				

					管理外の状態の Operator はサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネント設定およびアップグレードを完全に制御していることを前提としています。詳細は、管理外の Operator のサポートポリシーについて参照してください。
				

ロギングコレクター Pod の表示




					oc get pods --all-namespaces -o wide コマンドを使用して、Fluentd がデプロイされるノードを表示できます。
				
手順

						openshift-logging プロジェクトで以下のコマンドを実行します。
					
$ oc get pods --all-namespaces -o wide | grep fluentd

NAME                         READY     STATUS    RESTARTS   AGE     IP            NODE                           NOMINATED NODE   READINESS GATES
fluentd-5mr28                1/1       Running   0          4m56s   10.129.2.12   ip-10-0-164-233.ec2.internal   <none>           <none>
fluentd-cnc4c                1/1       Running   0          4m56s   10.128.2.13   ip-10-0-155-142.ec2.internal   <none>           <none>
fluentd-nlp8z                1/1       Running   0          4m56s   10.131.0.13   ip-10-0-138-77.ec2.internal    <none>           <none>
fluentd-rknlk                1/1       Running   0          4m56s   10.128.0.33   ip-10-0-128-130.ec2.internal   <none>           <none>
fluentd-rsm49                1/1       Running   0          4m56s   10.129.0.37   ip-10-0-163-191.ec2.internal   <none>           <none>
fluentd-wjt8s                1/1       Running   0          4m56s   10.130.0.42   ip-10-0-156-251.ec2.internal   <none>           <none>

ログコレクター CPU およびメモリー制限の設定




					ログコレクターは、CPU とメモリー制限の両方への調整を許可します。
				
手順
	
							openshift-logging プロジェクトでクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を編集します。
						
$ oc edit ClusterLogging instance
$ oc edit ClusterLogging instance

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"

....

spec:
  collection:
    logs:
      fluentd:
        resources:
          limits: [image: 1]
            cpu: 250m
            memory: 1Gi
          requests:
            cpu: 250m
            memory: 1Gi
	[image: 1] 
	
									必要に応じて CPU、メモリー制限および要求を指定します。表示される値はデフォルト値です。
								







収集したログの場所の設定




					ログコレクターは、LOGGING_FILE_PATH 環境変数に応じて、指定したファイルか、またはデフォルトの場所の /var/log/fluentd/fluentd.log にログを書き込みます。
				
前提条件
	
							クラスターロギングを管理外の状態に設定する。管理外の状態の Operator はサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネント設定およびアップグレードを完全に制御していることを前提としています。
						


手順

						Fluentd ログの出力の場所を設定するには、以下を実行します。
					
	
							fluentd daemonset で LOGGING_FILE_PATH パラメーターを編集します。特定のファイルまたは console を指定できます。
						
spec:
  template:
    spec:
      containers:
          env:
            - name: LOGGING_FILE_PATH
              value: console [image: 1]
	[image: 1] 
	
									ログの出力方法を指定します。
								
	
											console を使用して Fluentd のデフォルトの場所を使用します。oc logs [-f] <pod_name> コマンドでログを取得します。
										
	
											<path-to-log/fluentd.log> を使用してログ出力を指定されたファイルに送信します。oc exec <pod_name> — logs コマンドでログを取得します。これはデフォルトの設定です。
										

											または、CLI を使用します。
										
$ oc -n openshift-logging set env daemonset/fluentd LOGGING_FILE_PATH=/logs/fluentd.log










ログコレクションのスロットリング




					特に詳細なプロジェクトについては、管理者は処理される前のログコレクターによるログの読み取り速度を減速することができます。スロットリングによってログの読み取り速度が遅くなり、Kibana がレコードを表示するのにより長い時間がかかる可能性があります。
				
警告

						スロットリングは設定されたプロジェクトのログ集計が遅れる一因になる可能性があります。Fluentd が追い付く前に Pod が削除された場合、ログエントリーが消失する可能性があります。
					

注記

						Systemd ジャーナルをログソースとして使用している場合、スロットリングは機能しません。スロットリングの実装は、各プロジェクトの個々のログファイルの読み取りを調整できる機能によって決まります。ジャーナルからの読み取り時に、単一のログソースしか存在せず、ログファイルが存在しないと、ファイルベースのスロットリングは利用できません。Fluentd プロセスに読み込まれるログエントリーを制限する方法はありません。
					

前提条件

						クラスターロギングを管理外の状態に設定する。
					
手順
	
							Fluentd を特定プロジェクトを制限するように設定するには、デプロイメント後に Fluentd ConfigMap でスロットル設定を編集します。
						
$ oc edit configmap/fluentd

							throttle-config.yaml キーの形式は、プロジェクト名と、各ノードでのログの読み取りに必要な速度が含まれる YAML ファイルです。デフォルトはノードごとに一度に 1000 行です。例:
						
throttle-config.yaml: |
  - opensift-logging:
      read_lines_limit: 10
  - .operations:
      read_lines_limit: 100




Fluentd のバッファーチャンクの制限について




					Fluentd ロガーが多数のログを処理できない場合、メモリーの使用量を減らし、データ損失を防ぐためにファイルバッファリングに切り換える必要があります。
				

					Fluentd ファイルバッファリングは、記録を chunks に保管します。チャンクは buffers に保管されます。
				
注記

						以下で説明されているように Fluentd daemonset で FILE_BUFFER_LIMIT または BUFFER_SIZE_LIMIT パラメーターを変更するには、クラスターロギングを管理外 (unmanaged) の状態に設定する必要があります。管理外の状態の Operator はサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネント設定およびアップグレードを完全に制御していることを前提としています。
					


					Fluentd buffer_chunk_limit は、デフォルト値が 8m の環境変数 BUFFER_SIZE_LIMIT によって決定されます。出力ごとのファイルのバッファーサイズは、デフォルト値が 256Mi の環境変数 FILE_BUFFER_LIMIT によって決定されます。永続的なボリュームサイズは、FILE_BUFFER_LIMIT に出力を乗算した結果よりも大きくなければなりません。
				

					Fluentd Pod では、永続ボリューム /var/lib/fluentd は PVC または hostmount などによって作成する必要があります。その領域はファイルバッファーに使用されます。
				

					buffer_type および buffer_path は、以下のように Fluentd 設定ファイルで設定されます。
				
$ egrep "buffer_type|buffer_path" *.conf
output-es-config.conf:
  buffer_type file
  buffer_path `/var/lib/fluentd/buffer-output-es-config`
output-es-ops-config.conf:
  buffer_type file
  buffer_path `/var/lib/fluentd/buffer-output-es-ops-config`

					Fluentd buffer_queue_limit は変数 BUFFER_QUEUE_LIMIT の値です。この値はデフォルトで 32 になります。
				

					環境変数 BUFFER_QUEUE_LIMIT は (FILE_BUFFER_LIMIT / (number_of_outputs * BUFFER_SIZE_LIMIT)) として計算されます。
				

					BUFFER_QUEUE_LIMIT 変数にデフォルトの値のセットが含まれる場合、以下のようになります。
				
	
							FILE_BUFFER_LIMIT = 256Mi
						
	
							number_of_outputs = 1
						
	
							BUFFER_SIZE_LIMIT = 8Mi
						



					buffer_queue_limit の値は 32 になります。buffer_queue_limit を変更するには、FILE_BUFFER_LIMIT の値を変更する必要があります。
				

					この数式では、number_of_outputs は、すべてのログが単一リソースに送信され、追加のリソースごとに 1 つずつ増分する場合に 1 になります。たとえば、number_of_outputs の値は以下のようになります。
				
	
							1: すべてのログが単一の Elasticsearch Pod に送信される場合
						
	
							2: アプリケーションログが Elasticsearch Pod に送信され、運用ログが別の Elasticsearch Pod に送信される場合
						
	
							4: アプリケーションログが Elasticsearch Pod に送信され、運用ログが別の Elasticsearch Pod に送信される場合で、それらがどちらも他の Fluentd インスタンスに転送される場合
						



環境変数を使用したロギングコレクターの設定




					環境変数を使用して Fluentd ログコレクターの設定を変更することができます。
				

					利用可能な環境変数の一覧については、Github の Fluentd README を参照してください。
				
前提条件
	
							クラスターロギングを管理外の状態に設定する。管理外の状態の Operator はサポートされず、クラスター管理者は個々のコンポーネント設定およびアップグレードを完全に制御していることを前提としています。
						


手順

						必要に応じて Fluentd 環境変数のいずれかを設定します。
					
oc set env ds/fluentd <env-var>=<value>

					以下は例になります。
				
oc set env ds/fluentd LOGGING_FILE_AGE=30

ロギングコレクターのアラートについて




					以下のアラートはロギングコレクターによって生成され、Prometheus UI の Alerts タブに表示できます。
				

					すべてのロギングコレクターアラートは、OpenShift Container Platform Web コンソールの Monitoring → Alerts ページに一覧表示されます。アラートは以下の状態のいずれかになります。
				
	
							Firingアラートの状態はタイムアウトの期間は true になります。Firing アラートの末尾の Option メニューをクリックし、詳細情報を表示するか、アラートを非通知 (silence) にします。
						
	
							Pending: このアラート状態は現時点で true ですが、タイムアウトに達していません。
						
	
							Not Firingアラートは現時点でトリガーされていません。
						


表8.3 Fluentd Prometheus アラート
	アラート	メッセージ	説明	重大度
	 
									FluentdErrorsHigh
								

								 	 
									In the last minute, <value> errors reported by fluentd <instance>.
								

								 	 
									Fluentd は指定した数 (デフォルトでは 10) よりも多くの問題を報告しています。
								

								 	 
									Critical
								

								 
	 
									FluentdNodeDown
								

								 	 
									Prometheus could not scrape fluentd <instance> for more than 10m.
								

								 	 
									Fluentd は Prometheus が特定の Fluentd インスタンスを収集できなかったことを報告します。
								

								 	 
									Critical
								

								 
	 
									FluentdQueueLengthBurst
								

								 	 
									In the last minute, fluentd <instance> buffer queue length increased more than 32.Current value is <value>.
								

								 	 
									Fluentd は値が大きすぎることを報告しています。
								

								 	 
									Warning
								

								 
	 
									FluentdQueueLengthIncreasing
								

								 	 
									In the last 12h, fluentd <instance> buffer queue length constantly increased more than 1.Current value is <value>.
								

								 	 
									Fluentd はキューの使用についての問題を報告しています。
								

								 	 
									Critical
								

								 





容認を使用した クラスターロギング Pod 配置の制御




				テイントおよび容認を使用することで、クラスターロギング Pod が特定のノードで実行され、その他のワークロードがそれらのノードで実行されないようにします。
			

				テイントおよび容認は、単純な key:value のペアです。ノードのテイントはノードに対し、テイントを容認しないすべての Pod を拒否するよう指示します。
			

				key は最大 253 文字までの文字列で、value は最大 63 文字までの文字列になります。文字列は文字または数字で開始する必要があり、文字、数字、ハイフン、ドットおよびアンダースコアを含めることができます。
			
容認を使用したクラスターロギング CR のサンプル

					

apiVersion: "logging.openshift.io/v1"
kind: "ClusterLogging"
metadata:
  name: "instance"
  namespace: openshift-logging
spec:
  managementState: "Managed"
  logStore:
    type: "elasticsearch"
    elasticsearch:
      nodeCount: 1
      tolerations: [image: 1]
      - key: "logging"
        operator: "Exists"
        effect: "NoExecute"
        tolerationSeconds: 6000
      resources:
        limits:
          memory: 8Gi
        requests:
          cpu: 100m
          memory: 1Gi
      storage: {}
      redundancyPolicy: "ZeroRedundancy"
  visualization:
    type: "kibana"
    kibana:
      tolerations: [image: 2]
      - key: "logging"
        operator: "Exists"
        effect: "NoExecute"
        tolerationSeconds: 6000
      resources:
        limits:
          memory: 2Gi
        requests:
          cpu: 100m
          memory: 1Gi
      replicas: 1
  curation:
    type: "curator"
    curator:
      tolerations: [image: 3]
      - key: "logging"
        operator: "Exists"
        effect: "NoExecute"
        tolerationSeconds: 6000
      resources:
        limits:
          memory: 200Mi
        requests:
          cpu: 100m
          memory: 100Mi
      schedule: "*/5 * * * *"
  collection:
    logs:
      type: "fluentd"
      fluentd:
        tolerations: [image: 4]
        - key: "logging"
          operator: "Exists"
          effect: "NoExecute"
          tolerationSeconds: 6000
        resources:
          limits:
            memory: 2Gi
          requests:
            cpu: 100m
            memory: 1Gi


				
	[image: 1] 
	
						この容認は Elasticsearch Pod に追加されます。
					

	[image: 2] 
	
						この容認は Kibana Pod に追加されます。
					

	[image: 3] 
	
						この容認は Curator Pod に追加されます。
					

	[image: 4] 
	
						この容認はロギングコレクター Pod に追加されます。
					



容認を使用した Elasticsearch Pod 配置の制御




					Elasticsearch Pod が実行するノードを制御し、Pod の容認を使用して他のワークロードがそれらのノードを使用しないようにすることができます。
				

					容認をクラスターロギングのカスタムリソース (CR) で Elasticsearch Pod に適用し、テイントをノード仕様でノードに適用します。ノードのテイントは、テイントを容認しないすべての Pod を拒否するようノードに指示する key:value ペア です。他の Pod にはない特定の key:value ペアを使用することで、Elasticseach Pod のみがそのノード上で実行されるようにできます。
				

					デフォルトで、Elasticsearch Pod には以下の容認があります。
				
tolerations:
- effect: "NoExecute"
  key: "node.kubernetes.io/disk-pressure"
  operator: "Exists"
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							以下のコマンドを使用して、クラスターロギング Pod をスケジュールするノードにテイントを追加します。
						
$ oc adm taint nodes <node-name> <key>=<value>:<effect>

							以下は例になります。
						
$ oc adm taint nodes node1 elasticsearch=node:NoExecute

							この例では、テイントをキー elasticsearch、値 node、およびテイントの効果 NoExecute のある node1 に配置します。NoExecute 効果のノードは、テイントに一致する Pod のみをスケジュールし、一致しない既存の Pod を削除します。
						

	
							クラスターロギングのカスタムリソース (CR) の logStore セクションを編集し、Elasticsearch Pod の容認を設定します。
						
  logStore:
    type: "elasticsearch"
    elasticsearch:
      nodeCount: 1
      tolerations:
      - key: "elasticsearch"  [image: 1]
        operator: "Exists"  [image: 2]
        effect: "NoExecute"  [image: 3]
        tolerationSeconds: 6000  [image: 4]
	[image: 1] 
	
									ノードに追加したキーを指定します。
								

	[image: 2] 
	
									Exists Operator を指定し、キー elasticsearch のあるテイントがノードに存在する必要があるようにします。
								

	[image: 3] 
	
									NoExecute effect を指定します。
								

	[image: 4] 
	
									オプションで、tolerationSeconds パラメーターを指定して、エビクトされる前に Pod がノードにバインドされる期間を設定します。
								







					この容認は、oc adm taint コマンドで作成されたテイントと一致します。この容認のある Pod は node1 にスケジュールできます。
				

容認 (Toleration) による Kibana Pod の配置の制御




					Kibana Pod が実行するノードを制御し、Pod の容認を使用して他のワークロードがそれらのノードを使用しないようにすることができます。
				

					容認をクラスターロギングのカスタムリソース (CR) を利用して Kibana Pod に適用し、テイントをノード仕様でノードに適用します。ノードのテイントは、テイントを容認しないすべての Pod を拒否するようノードに指示する key:value ペア です。他の Pod にはない特定の key:value ペアを使用することで、Kibana Pod のみがそのノード上で実行されます。
				
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							以下のコマンドを使用して、Kibana Pod をスケジュールするノードにテイントを追加します。
						
$ oc adm taint nodes <node-name> <key>=<value>:<effect>

							以下は例になります。
						
$ oc adm taint nodes node1 kibana=node:NoExecute

							この例では、テイントをキー kibana、値 node、およびテイントの効果 NoExecute のある node1 に配置します。NoExecute テイント effect を使用する必要があります。NoExecute は、テイントに一致する Pod のみをスケジュールし、一致しない既存の Pod を削除します。
						

	
							クラスターロギングのカスタムリソース (CR) の visualization セクションを編集し、Kibana Pod の容認を設定します。
						
  visualization:
    type: "kibana"
    kibana:
      tolerations:
      - key: "kibana"  [image: 1]
        operator: "Exists"  [image: 2]
        effect: "NoExecute"  [image: 3]
        tolerationSeconds: 6000 [image: 4]
	[image: 1] 
	
									ノードに追加したキーを指定します。
								

	[image: 2] 
	
									Exists Operator を指定して、key/value/effect パラメーターが一致するようにします。
								

	[image: 3] 
	
									NoExecute effect を指定します。
								

	[image: 4] 
	
									オプションで、tolerationSeconds パラメーターを指定して、エビクトされる前に Pod がノードにバインドされる期間を設定します。
								







					この容認は、oc adm taint コマンドで作成されたテイントと一致します。この容認のある Pod は、node1 にスケジュールできます。
				

容認を使用した Curator Pod 配置の制御




					Curator Pod が実行するノードを制御し、Pod の容認を使用して他のワークロードがそれらのノードを使用しないようにすることができます。
				

					容認をクラスターロギングのカスタムリソース (CR) で Curator Pod に適用し、テイントをノード仕様でノードに適用します。ノードのテイントは、テイントを容認しないすべての Pod を拒否するようノードに指示する key:value ペア です。他の Pod にはない特定の key:value ペアを使用することで、Curator Pod のみがそのノード上で実行されるようにできます。
				
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							以下のコマンドを使用して、Curator Pod をスケジュールする必要のあるノードにテイントを追加します。
						
$ oc adm taint nodes <node-name> <key>=<value>:<effect>

							以下は例になります。
						
$ oc adm taint nodes node1 curator=node:NoExecute

							この例では、テイントをキー curator、値 node、およびテイント effect NoExecute のある node1 に配置します。NoExecute テイント effect を使用する必要があります。NoExecute は、テイントに一致する Pod のみをスケジュールし、一致しない既存の Pod を削除します。
						

	
							クラスターロギングのカスタムリソース (CR) の curation セクションを編集し、Curator Pod の容認を設定します。
						
  curation:
    type: "curator"
    curator:
      tolerations:
      - key: "curator"  [image: 1]
        operator: "Exists"  [image: 2]
        effect: "NoExecute"  [image: 3]
        tolerationSeconds: 6000  [image: 4]
	[image: 1] 
	
									ノードに追加したキーを指定します。
								

	[image: 2] 
	
									Exists Operator を指定して、key/value/effect パラメーターが一致するようにします。
								

	[image: 3] 
	
									NoExecute effect を指定します。
								

	[image: 4] 
	
									オプションで、tolerationSeconds パラメーターを指定して、エビクトされる前に Pod がノードにバインドされる期間を設定します。
								







					この容認は、oc adm taint コマンドで作成されるテイントと一致します。この容認のある Pod は、node1 にスケジュールできます。
				

容認を使用したログコレクター Pod 配置の制御




					ロギングコレクター Pod が実行するノードを確認し、Pod の容認を使用して他のワークロードがそれらのノードを使用しないようにすることができます。
				

					容認をクラスターロギングのカスタムリソース (CR) でロギングコレクター Pod に適用し、テイントをノード仕様でノードに適用します。テイントおよび容認を使用すると、Pod がメモリーや CPU などの問題によってエビクトされないようにすることができます。
				

					デフォルトで、ロギングコレクター Pod には以下の容認があります。
				
tolerations:
- key: "node-role.kubernetes.io/master"
  operator: "Exists"
  effect: "NoExecute"
前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						


手順
	
							以下のコマンドを使用して、ロギングコレクター Pod がロギングコレクター Pod をスケジュールする必要のあるノードにテイントを追加します。
						
$ oc adm taint nodes <node-name> <key>=<value>:<effect>

							以下は例になります。
						
$ oc adm taint nodes node1 collector=node:NoExecute

							この例では、テイントをキー collector、値 node、およびテイント effect NoExecute のある node1 に配置します。NoExecute テイント effect を使用する必要があります。NoExecute は、テイントに一致する Pod のみをスケジュールし、一致しない既存の Pod を削除します。
						

	
							クラスターロギングのカスタムリソース (CR) の collection セクションを編集して、ロギングコレクター Pod の容認を設定します。
						
  collection:
    logs:
      type: "fluentd"
      rsyslog:
        tolerations:
        - key: "collector"  [image: 1]
          operator: "Exists"  [image: 2]
          effect: "NoExecute"  [image: 3]
          tolerationSeconds: 6000  [image: 4]
	[image: 1] 
	
									ノードに追加したキーを指定します。
								

	[image: 2] 
	
									Exists Operator を指定して、key/value/effect パラメーターが一致するようにします。
								

	[image: 3] 
	
									NoExecute effect を指定します。
								

	[image: 4] 
	
									オプションで、tolerationSeconds パラメーターを指定して、エビクトされる前に Pod がノードにバインドされる期間を設定します。
								







					この容認は、oc adm taint コマンドで作成されたテイントと一致します。この容認のある Pod は、node1 にスケジュールできます。
				

追加リソース




					テイントおよび容認についての詳細は、「ノードテイントを使用した Pod 配置の制御」を参照してください。
				


OpenShift Container Platform ログの外部デバイスへの送信




				Elasticsearch ログを、外部でホストされた Elasticsearch インスタンスまたは外部 syslog サーバーなどの外部デバイスに送信することができます。また、ログを外部ログアグリゲーターに送信するように Fluentd を設定することもできます。
			
注記

					特に指示がない場合は、これらの設定を実行する前にクラスターロギングを管理外の状態に設定する必要があります。詳細は、「クラスターロギングの管理状態の変更」を参照してください。
				

ログコレクターを設定してログを外部 Elasticsearch インスタンスに送信する




					ログコレクターは、Elasticsearch デプロイメント設定の ES_HOST、ES_PORT、OPS_HOST、および OPS_PORT 環境変数の値にログを送信します。アプリケーションログは ES_HOST の宛先に、操作ログは OPS_HOST の宛先に送信されます。
				
注記

						AWS Elasticsearch インスタンスへのログの直接送信はサポートされていません。Fluentd Secure Forward を使用して、fluent-plugin-aws-elasticsearch-service プラグインで設定した制御対象の Fluentd のインスタンスにログを送信してください。
					

前提条件
	
							クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
						
	
							クラスターロギングを管理外の状態に設定する。
						


手順

						ログを特定の Elasticsearch インスタンスに送信するには、以下を実行します。
					
	
							openshift-logging プロジェクトで fluentd daemonset を編集します。
						
$ oc edit ds/fluentd

spec:
  template:
    spec:
      containers:
          env:
          - name: ES_HOST
            value: elasticsearch
          - name: ES_PORT
            value: '9200'
          - name: ES_CLIENT_CERT
            value: /etc/fluent/keys/app-cert
          - name: ES_CLIENT_KEY
            value: /etc/fluent/keys/app-key
          - name: ES_CA
            value: /etc/fluent/keys/app-ca
          - name: OPS_HOST
            value: elasticsearch
          - name: OPS_PORT
            value: '9200'
          - name: OPS_CLIENT_CERT
            value: /etc/fluent/keys/infra-cert
          - name: OPS_CLIENT_KEY
            value: /etc/fluent/keys/infra-key
          - name: OPS_CA
            value: /etc/fluent/keys/infra-ca

	
							外部 Elasticsearch インスタンスにアプリケーションログと操作ログの両方を含めるには、ES_HOST と OPS_HOST を同じ宛先に設定し、ES_PORT と OPS_PORT が同一の値を持つことを確認します。
						
	
							TLS の外部でホストされる Elasticsearch インスタンスを設定します。相互 TLS を使用する外部でホストされた Elasticsearch インスタンスのみが許可されます。
						


注記

						指定された Kibana と Elasticsearch イメージを使用していない場合、同じマルチテナント機能は利用できず、データは特定プロジェクトへのユーザーアクセスによる制限を受けません。
					


ログコレクターを設定してログを外部 syslog サーバーに送信する




					fluent-plugin-remote-syslog プラグインをホストで使用して、ログを外部 syslog サーバーに送信します。
				
前提条件

						クラスターロギングを管理外の状態に設定する。
					
手順
	
							openshift-logging プロジェクトの fluentd daemonset で環境変数を設定します。
						
spec:
  template:
    spec:
      containers:
        - name: fluentd
          image: 'registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-fluentd:v4.2'
          env:
            - name: REMOTE_SYSLOG_HOST [image: 1]
              value: host1
            - name: REMOTE_SYSLOG_HOST_BACKUP
              value: host2
            - name: REMOTE_SYSLOG_PORT_BACKUP
              value: 5555
	[image: 1] 
	
									必要なリモート syslog ホスト。各ホストで必須です。
								




							これによって 2 つの宛先が作成されます。host1 の syslog サーバーはデフォルトポート 514 でメッセージを受信し、host2 は同じメッセージをポート 5555 で受信します。
						

	
							または、openshift-logging プロジェクトに独自の fluentd daemonset を設定できます。
						

							Fluentd 環境変数
						
	パラメーター	説明
	 
											USE_REMOTE_SYSLOG
										

										 	 
											デフォルトは false です。fluent-plugin-remote-syslog gem を使用できるようにするには、true に設定します。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_HOST
										

										 	 
											(必須) リモート syslog サーバーのホスト名または IP アドレス。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_PORT
										

										 	 
											接続先のポート番号。デフォルトは 514 です。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_SEVERITY
										

										 	 
											syslog の重大度を設定します。デフォルトは debug です。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_FACILITY
										

										 	 
											syslog ファシリティーを設定します。デフォルトは local0 です。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_USE_RECORD
										

										 	 
											デフォルトは false です。レコードの重大度フィールドおよびファシリティーフィールドを使用して syslog メッセージに設定するには、true に設定します。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_REMOVE_TAG_PREFIX
										

										 	 
											タグからプレフィックスを削除します。デフォルトは '' (空) です。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_TAG_KEY
										

										 	 
											これが指定されている場合、このフィールドをキーとして使用してレコードを検索し、syslog メッセージにタグを設定します。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_PAYLOAD_KEY
										

										 	 
											これが指定されている場合、このフィールドをキーとして使用してレコードを検索し、syslog メッセージにペイロードを設定します。
										

										 
	 
											REMOTE_SYSLOG_TYPE
										

										 	 
											トランスポート層プロトコルタイプを設定します。デフォルトは syslog_buffered になり、これにより、TCP プロトコルが設定されます。UDP に切り替えるには、これを syslog に設定します。
										

										 


警告

								この実装は安全ではないため、接続にスヌーピングがないことを保証できる環境でのみ使用してください。
							





ログを外部ログアグリゲーターに送信するように Fluentd を設定する




					out_forward プラグインを使用して、デフォルトの Elasticsearch ではなく外部のログアグリゲーターにログのコピーを送信するように Fluentd を設定することができます。ローカルにホストされている Fluentd による処理の後に、ログレコードをさらに処理することができます。
				

					forward プラグインは Fluentd によってのみサポートされます。out_forward プラグインはクライアント側 (センダー) を実装し、in_forward プラグインはサーバー側 (レシーバー) を実装します。
				

					Out_forward を使用してログを送信するように OpenShift Container Platform を設定するには、受信側を参照する openshift -logging namespace に secure- forward という ConfigMap を作成します。レシーバーで、in_forward プラグインを OpenShift Container Platform からログを受信するように設定します。in_forward プラグインの使用方法についての詳細は、 Fluentd ドキュメントを参照してください。
				
デフォルトの secure-forward.conf セクション

						

# <store>
#   @type forward
#   <security>
#     self_hostname ${hostname} # ${hostname} is a placeholder.
#     shared_key <shared_key_between_forwarder_and_forwardee>
#   </security>
#   transport tls
#   tls_verify_hostname true           # Set false to ignore server cert hostname.

#   tls_cert_path /path/for/certificate/ca_cert.pem
#   <buffer>
#     @type file
#     path '/var/lib/fluentd/forward'
#     queued_chunks_limit_size "#{ENV['BUFFER_QUEUE_LIMIT'] || '1024' }"
#     chunk_limit_size "#{ENV['BUFFER_SIZE_LIMIT'] || '1m' }"
#     flush_interval "#{ENV['FORWARD_FLUSH_INTERVAL'] || '5s'}"
#     flush_at_shutdown "#{ENV['FLUSH_AT_SHUTDOWN'] || 'false'}"
#     flush_thread_count "#{ENV['FLUSH_THREAD_COUNT'] || 2}"
#     retry_max_interval "#{ENV['FORWARD_RETRY_WAIT'] || '300'}"
#     retry_forever true
#     # the systemd journald 0.0.8 input plugin will just throw away records if the buffer
#     # queue limit is hit - 'block' will halt further reads and keep retrying to flush the
#     # buffer to the remote - default is 'exception' because in_tail handles that case
#     overflow_action "#{ENV['BUFFER_QUEUE_FULL_ACTION'] || 'exception'}"
#   </buffer>
#   <server>
#     host server.fqdn.example.com  # or IP
#     port 24284
#   </server>
#   <server>
#     host 203.0.113.8 # ip address to connect
#     name server.fqdn.example.com # The name of the server. Used for logging and certificate verification in TLS transport (when host is address).
#   </server>
# </store>


					
手順

						Fluentd ログのコピーを外部ログアグリゲーターに送信するには、以下を実行します。
					
	
							Fluentd 設定マップの secure-forward.conf セクションを編集します。
						
$ oc edit configmap/fluentd -n openshift-logging

	
							外部 Fluentd サーバーの名前、ホスト、およびポートを入力します。
						
#   <server>
#     host server.fqdn.example.com  # or IP
#     port 24284
#   </server>
#   <server>
#     host 203.0.113.8 # ip address to connect
#     name server.fqdn.example.com # The name of the server. Used for logging and certificate verification in TLS transport (when host is address).
#   </server>

							以下は例になります。
						
  <server>
    name externalserver1 [image: 1]
    host 192.168.1.1 [image: 2]
    port 24224 [image: 3]
  </server>
  <server> [image: 4]
    name externalserver1
    host 192.168.1.2
    port 24224
  </server>
</store>
	[image: 1] 
	
									オプションで、この外部のアグリゲーターの名前を入力します。
								

	[image: 2] 
	
									外部アグリゲーターのホスト名または IP を指定します。
								

	[image: 3] 
	
									外部アグリゲーターのポートを指定します。
								

	[image: 4] 
	
									オプションで、追加の外部のアグリゲーターを追加します。
								




	
							CA 証明書とプライベートキーへのパスを secure-forward.conf セクションに追加します。
						
#   <security>
#     self_hostname ${hostname} # ${hostname} is a placeholder. [image: 1]
#     shared_key <shared_key_between_forwarder_and_forwardee> [image: 2]
#   </security>

#   tls_cert_path /path/for/certificate/ca_cert.pem [image: 3]
	[image: 1] 
	
									自動生成される証明書の共通名 (CN) のデフォルト値を指定します。
								

	[image: 2] 
	
									認証に共有キーを指定します。
								

	[image: 3] 
	
									CA 証明書へのパスを指定します。
								




							以下は例になります。
						
   <security>
     self_hostname client.fqdn.local
     shared_key cluster_logging_key
   </security>

   tls_cert_path /etc/fluent/keys/ca.crt

							mTLS を使用するには、クライアント証明書およびキーパラメーターなどの設定に関する情報として Fluentd のドキュメント を参照してください。
						

	
							secure-forward.conf で使用される証明書を Fluentd Pod にマウントされる既存のシークレットに追加します。your_ca_cert および your_private_key の値は、configmap/fluentd の secure-forward.conf で指定されている値と一致している必要があります。
						
$ oc patch secrets/fluentd --type=json \
  --patch "[{'op':'add','path':'/data/your_ca_cert','value':'$(base64 -w0 /path/to/your_ca_cert.pem)'}]"
$ oc patch secrets/fluentd --type=json \
  --patch "[{'op':'add','path':'/data/your_private_key','value':'$(base64 -w0 /path/to/your_private_key.pem)'}]"
注記

								your_private_key は、汎用的な名前に置き換えます。これは、JSON パスへのリンクであり、使用しているホストシステムのパスではありません。
							


							以下は例になります。
						
$ oc patch secrets/fluentd --type=json \
  --patch "[{'op':'add','path':'/data/ca.crt','value':'$(base64 -w0 /etc/fluent/keys/ca.crt)'}]"
$ oc patch secrets/fluentd --type=json \
  --patch "[{'op':'add','path':'/data/ext-agg','value':'$(base64 -w0 /etc/fluent/keys/ext-agg.pem)'}]"

	
							外部アグリゲーターで secure-forward.conf ファイルを設定し、Fluentd からのメッセージを安全に受け入れられるようにします。
						

							外部アグリゲーターを設定する際は、Fluentd からのメッセージを安全に受信できる必要があります。
						




					詳細情報は、inforward プラグインのセットアップ方法について、および out_forward プラグインを参照してください。
				


systemd-journald および Fluentd の設定




				Fluentd のジャーナルからの読み取りや、ジャーナルのデフォルト設定値は非常に低く、ジャーナルがシステムサービスからのロギング速度に付いていくことができないためにジャーナルエントリーが失われる可能性があります。
			

				ジャーナルでエントリーが失われるのを防ぐことができるように RateLimitInterval=1s および RateLimitBurst=10000 (必要な場合はさらに高い値) を設定することが推奨されます。
			
クラスターロギング用の systemd-journald の設定




					プロジェクトのスケールアップ時に、デフォルトのロギング環境にはいくらかの調整が必要になる場合があります。
				

					たとえば、ログが見つからない場合は、journald の速度制限を引き上げる必要がある場合があります。一定期間保持するメッセージ数を調整して、クラスターロギングがログをドロップせずに過剰なリソースを使用しないようにすることができます。
				

					また、ログを圧縮する必要があるかどうか、ログを保持する期間、ログを保存する方法、ログを保存するかどうかやその他の設定を決定することもできます。
				
手順
	
							必要な設定で journald.conf ファイルを作成します。
						
Compress=no [image: 1]
ForwardToConsole=yes [image: 2]
ForwardToSyslog=no [image: 3]
MaxRetentionSec=30 [image: 4]
RateLimitBurst=10000 [image: 5]
RateLimitInterval=1s [image: 6]
Storage=volatile [image: 7]
SyncIntervalSec=1s [image: 8]
SystemMaxUse=8g [image: 9]
SystemKeepFree=20% [image: 10]
SystemMaxFileSize10M [image: 11]
	[image: 1] 
	
									ログがファイルシステムに書き込まれる前にそれらのログを圧縮するかどうかを指定します。yes を指定してメッセージを圧縮するか、または no を指定して圧縮しないようにします。デフォルトは yes です。
								

	[image: 2] [image: 3] 
	
									ログメッセージを転送するかどうかを設定します。それぞれについて、デフォルトで no に設定されます。以下を指定します。
								
	
											ForwardToConsole: ログをシステムコンソールに転送します。
										
	
											ForwardToKsmg: ログをカーネルログバッファーに転送します。
										
	
											ForwardToSyslog: syslog デーモンに転送します。
										
	
											ForwardToWall: メッセージを wall メッセージとしてすべてのログインしているユーザーに転送します。
										



	[image: 4] 
	
									ジャーナルエントリーを保存する最大時間を指定します。数字を入力して秒数を指定します。または、「year」、「month」、「week」、「day」、「h」または「m」などの単位を含めます。無効にするには 0 を入力します。デフォルトは 1month です。
								

	[image: 5] [image: 6] 
	
									レート制限を設定します。RateLimitIntervalSec で定義される期間に、 RateLimitBurst で指定される以上のログが受信される場合、この期間内の追加のメッセージすべてはこの期間が終了するまでにドロップされます。デフォルト値である RateLimitInterval=1s および RateLimitBurst=10000 を設定することが推奨されます。
								

	[image: 7] 
	
									ログの保存方法を指定します。デフォルトは persistent です。
								
	
											volatile: ログを /var/log/journal/ のメモリーに保存します。
										
	
											persistent: ログを /var/log/journal/ のディスクに保存します。systemd は存在しない場合はディレクトリーを作成します。
										
	
											auto: ディレクトリーが存在する場合に、ログを /var/log/journal/ に保存します。存在しない場合は、systemd はログを /run/systemd/journal に一時的に保存します。
										
	
											none: ログを保存しません。systemd はすべてのログをドロップします。
										



	[image: 8] 
	
									ERR、WARNING、NOTICE、INFO、および DEBUG ログについてジャーナルファイルをディスクに同期させるまでのタイムアウトを指定します。 systemd は、CRIT、ALERT、または EMERG ログの受信後すぐに同期を開始します。デフォルトは 1s です。
								

	[image: 9] 
	
									ジャーナルが使用できる最大サイズを指定します。デフォルトは 8g です。
								

	[image: 10] 
	
									systemd が残す必要のあるディスク領域のサイズを指定します。デフォルトは 20% です。
								

	[image: 11] 
	
									/var/log/journal に永続的に保存される個別のジャーナルファイルの最大サイズを指定します。デフォルトは 10M です。
								
注記

										レート制限を削除する場合、システムロギングデーモンの CPU 使用率が高くなることがあります。 以前はスロットルされていた可能性のあるメッセージが処理されるためです。
									


									systemd 設定の詳細については、https://www.freedesktop.org/software/systemd/man/journald.conf.html を参照してください。このページに一覧表示されるデフォルト設定は OpenShift Container Platform には適用されない可能性があります。
								




	
							journal.conf ファイルを base64 に変換します。
						
$ export jrnl_cnf=$( cat /journald.conf | base64 -w0 )

	
							マスターまたはワーカー用に新規の MachineConfig を作成し、journal.conf パラメーターを追加します。
						

							以下は例になります。
						
...

config:
  storage:
    files:
    - contents:
        source: data:text/plain;charset=utf-8;base64,${jrnl_cnf}
        verification: {}
      filesystem: root
      mode: 0644 [image: 1]
      path: /etc/systemd/journald.conf [image: 2]
  systemd: {}
	[image: 1] 
	
									journal.conf ファイルのパーミッションを設定します。0644 パーミッションを設定することが推奨されます。
								

	[image: 2] 
	
									base64 でエンコードされた journal.conf ファイルへのパスを指定します。
								




	
							MachineConfig を作成します。
						
$ oc apply -f <filename>.yaml

							コントローラーは新規の MachineConfig を検出し、新規の rendered-worker-<hash> バージョンを生成します。
						

	
							新規のレンダリングされた設定の各ノードへのロールアウトのステータスをモニターします。
						
$ oc describe machineconfigpool/worker


Name:         worker
Namespace:
Labels:       machineconfiguration.openshift.io/mco-built-in=
Annotations:  <none>
API Version:  machineconfiguration.openshift.io/v1
Kind:         MachineConfigPool

...

Conditions:
  Message:
  Reason:                All nodes are updating to rendered-worker-913514517bcea7c93bd446f4830bc64e






第9章 Elasticsearch ステータスの表示




			Elasticsearch Operator のステータスや、数多くの Elasticsearch コンポーネントを表示できます。
		
Elasticsearch ステータスの表示




				Elasticsearch クラスターのステータスを表示することができます。
			
前提条件
	
						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
					


手順
	
						openshift-logging プロジェクトに切り替えます。
					
$ oc project openshift-logging

	
						Elasticsearch クラスターのステータスを表示するには、以下を実行します。
					
	
								Elasticsearch インスタンスの名前を取得します。
							
$ oc get Elasticsearch

NAME            AGE
elasticsearch   5h9m

	
								Elasticsearch のステータスを取得します。
							
$ oc get Elasticsearch <Elasticsearch-instance> -o yaml

								以下は例になります。
							
$ oc get Elasticsearch elasticsearch -n openshift-logging -o yaml

								出力には、以下のような情報が含まれます。
							
status: [image: 1]
  cluster: [image: 2]
    activePrimaryShards: 30
    activeShards: 60
    initializingShards: 0
    numDataNodes: 3
    numNodes: 3
    pendingTasks: 0
    relocatingShards: 0
    status: green
    unassignedShards: 0
  clusterHealth: ""
  conditions: [] [image: 3]
  nodes: [image: 4]
  - deploymentName: elasticsearch-cdm-zjf34ved-1
    upgradeStatus: {}
  - deploymentName: elasticsearch-cdm-zjf34ved-2
    upgradeStatus: {}
  - deploymentName: elasticsearch-cdm-zjf34ved-3
    upgradeStatus: {}
  pods: [image: 5]
    client:
      failed: []
      notReady: []
      ready:
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-1-6d7fbf844f-sn422
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-2-dfbd988bc-qkzjz
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-3-c8f566f7c-t7zkt
    data:
      failed: []
      notReady: []
      ready:
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-1-6d7fbf844f-sn422
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-2-dfbd988bc-qkzjz
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-3-c8f566f7c-t7zkt
    master:
      failed: []
      notReady: []
      ready:
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-1-6d7fbf844f-sn422
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-2-dfbd988bc-qkzjz
      - elasticsearch-cdm-zjf34ved-3-c8f566f7c-t7zkt
  shardAllocationEnabled: all
	[image: 1] 
	
										出力の status スタンザに、クラスターステータスのフィールドが表示されます。
									

	[image: 2] 
	
										Elasticsearch クラスターのステータス:
									
	
												アクティブなプライマリーシャードの数
											
	
												アクティブなシャードの数
											
	
												初期化されるシャードの数
											
	
												Elasticsearch データノードの数
											
	
												Elasticsearch ノードの合計数
											
	
												保留中のタスクの数
											
	
												Elasticsearch のステータス: green、red、yellow
											
	
												未割り当てのシャードの数
											



	[image: 3] 
	
										ステータスの状況 (ある場合)。Elasticsearch クラスターのステータスは、Pod が配置されていない場合にスケジューラーからの理由を示します。以下の状況に関連したイベントが表示されます。
									
	
												Elasticsearch およびプロキシーコンテナーの両方についてコンテナーが待機中。
											
	
												Elasticsearch およびプロキシーコンテナーの両方についてコンテナーが終了している。
											
	
												Pod がスケジュール対象外である。さらに多数の問題についての状況が表示されます。詳細は、状況メッセージのサンプル を参照してください。
											



	[image: 4] 
	
										upgradeStatus のクラスター内の Elasticsearch ノード。
									

	[image: 5] 
	
										'failed`、notReady または ready 状態で一覧表示される、クラスターの Elasticsearch クライアント、データおよびマスター Pod。
									









状況メッセージのサンプル




					以下は、Elasticsearch インスタンスの Status セクションからの一部の状況メッセージの例になります。
				

					このステータスメッセージは、ノードが設定された低基準値を超えており、シャードがこのノードに割り当てられないことを示します。
				
status:
  nodes:
  - conditions:
    - lastTransitionTime: 2019-03-15T15:57:22Z
      message: Disk storage usage for node is 27.5gb (36.74%). Shards will be not
        be allocated on this node.
      reason: Disk Watermark Low
      status: "True"
      type: NodeStorage
    deploymentName: example-elasticsearch-cdm-0-1
    upgradeStatus: {}

					このステータスメッセージは、ノードが設定された高基準値を超えており、シャードが他のノードに移動させられることを示します。
				
status:
  nodes:
  - conditions:
    - lastTransitionTime: 2019-03-15T16:04:45Z
      message: Disk storage usage for node is 27.5gb (36.74%). Shards will be relocated
        from this node.
      reason: Disk Watermark High
      status: "True"
      type: NodeStorage
    deploymentName: example-elasticsearch-cdm-0-1
    upgradeStatus: {}

					このステータスメッセージは、CR の Elasticsearch ノードセレクターがクラスターのいずれのノードにも一致しないことを示します。
				
status:
    nodes:
    - conditions:
      - lastTransitionTime: 2019-04-10T02:26:24Z
        message: '0/8 nodes are available: 8 node(s) didn''t match node selector.'
        reason: Unschedulable
        status: "True"
        type: Unschedulable

					このステータスメッセージは、Elasticsearch CR が存在しない PVC を使用することを示します。
				
status:
   nodes:
   - conditions:
     - last Transition Time:  2019-04-10T05:55:51Z
       message:               pod has unbound immediate PersistentVolumeClaims (repeated 5 times)
       reason:                Unschedulable
       status:                True
       type:                  Unschedulable

					このステータスメッセージは、Elasticsearch クラスターには Elasticsearch の冗長性ポリシーをサポートするための十分なノードがないことを示します。
				
status:
  clusterHealth: ""
  conditions:
  - lastTransitionTime: 2019-04-17T20:01:31Z
    message: Wrong RedundancyPolicy selected. Choose different RedundancyPolicy or
      add more nodes with data roles
    reason: Invalid Settings
    status: "True"
    type: InvalidRedundancy

					このステータスメッセージは、クラスター内のマスターノードの数が多過ぎることを示します。
				
status:
  clusterHealth: green
  conditions:
    - lastTransitionTime: '2019-04-17T20:12:34Z'
      message: >-
        Invalid master nodes count. Please ensure there are no more than 3 total
        nodes with master roles
      reason: Invalid Settings
      status: 'True'
      type: InvalidMasters


Elasticsearch コンポーネントのステータスの表示




				数多くの Elasticsearch コンポーネントのステータスを表示することができます。
			
	Elasticsearch インデックス
	
							Elasticsearch インデックスのステータスを表示することができます。
						
	
									Elasticsearch Pod の名前を取得します。
								
$ oc get pods --selector component=elasticsearch -o name

pod/elasticsearch-cdm-1godmszn-1-6f8495-vp4lw
pod/elasticsearch-cdm-1godmszn-2-5769cf-9ms2n
pod/elasticsearch-cdm-1godmszn-3-f66f7d-zqkz7

	
									インデックスのステータスを取得します。
								
$ oc exec elasticsearch-cdm-1godmszn-1-6f8495-vp4lw -- indices

Defaulting container name to elasticsearch.
Use 'oc describe pod/elasticsearch-cdm-1godmszn-1-6f8495-vp4lw -n openshift-logging' to see all of the containers in this pod.
Wed Apr 10 05:42:12 UTC 2019
health status index                                            uuid                   pri rep docs.count docs.deleted store.size pri.store.size
red    open   .kibana.647a750f1787408bf50088234ec0edd5a6a9b2ac N7iCbRjSSc2bGhn8Cpc7Jg   2   1
green  open   .operations.2019.04.10                           GTewEJEzQjaus9QjvBBnGg   3   1    2176114            0       3929           1956
green  open   .operations.2019.04.11                           ausZHoKxTNOoBvv9RlXfrw   3   1    1494624            0       2947           1475
green  open   .kibana                                          9Fltn1D0QHSnFMXpphZ--Q   1   1          1            0          0              0
green  open   .searchguard                                     chOwDnQlSsqhfSPcot1Yiw   1   1          5            1          0              0




	Elasticsearch Pod
	
							Elasticsearch Pod のステータスを表示することができます。
						
	
									Pod の名前を取得します。
								
$ oc get pods --selector component=elasticsearch -o name

pod/elasticsearch-cdm-1godmszn-1-6f8495-vp4lw
pod/elasticsearch-cdm-1godmszn-2-5769cf-9ms2n
pod/elasticsearch-cdm-1godmszn-3-f66f7d-zqkz7

	
									Pod のステータスを取得します。
								
oc describe pod elasticsearch-cdm-1godmszn-1-6f8495-vp4lw

									出力には、以下のようなステータス情報が含まれます。
								
....
Status:             Running

....

Containers:
  elasticsearch:
    Container ID:   cri-o://b7d44e0a9ea486e27f47763f5bb4c39dfd2
    State:          Running
      Started:      Mon, 08 Apr 2019 10:17:56 -0400
    Ready:          True
    Restart Count:  0
    Readiness:  exec [/usr/share/elasticsearch/probe/readiness.sh] delay=10s timeout=30s period=5s #success=1 #failure=3

....

  proxy:
    Container ID:  cri-o://3f77032abaddbb1652c116278652908dc01860320b8a4e741d06894b2f8f9aa1
    State:          Running
      Started:      Mon, 08 Apr 2019 10:18:38 -0400
    Ready:          True
    Restart Count:  0

....

Conditions:
  Type              Status
  Initialized       True
  Ready             True
  ContainersReady   True
  PodScheduled      True

....

Events:          <none>




	Elasticsearch デプロイメント設定
	
							Elasticsearch デプロイメント設定のステータスを表示することができます。
						
	
									デプロイメント設定の名前を取得します。
								
$ oc get deployment --selector component=elasticsearch -o name

deployment.extensions/elasticsearch-cdm-1gon-1
deployment.extensions/elasticsearch-cdm-1gon-2
deployment.extensions/elasticsearch-cdm-1gon-3

	
									デプロイメント設定のステータスを取得します。
								
$ oc describe deployment elasticsearch-cdm-1gon-1

									出力には、以下のようなステータス情報が含まれます。
								
....
  Containers:
   elasticsearch:
    Image:      registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2
    Readiness:  exec [/usr/share/elasticsearch/probe/readiness.sh] delay=10s timeout=30s period=5s #success=1 #failure=3

....

Conditions:
  Type           Status   Reason
  ----           ------   ------
  Progressing    Unknown  DeploymentPaused
  Available      True     MinimumReplicasAvailable

....

Events:          <none>




	Elasticsearch ReplicaSet
	
							Elasticsearch ReplicaSet のステータスを表示することができます。
						
	
									レプリカセットの名前を取得します。
								
$ oc get replicaSet --selector component=elasticsearch -o name

replicaset.extensions/elasticsearch-cdm-1gon-1-6f8495
replicaset.extensions/elasticsearch-cdm-1gon-2-5769cf
replicaset.extensions/elasticsearch-cdm-1gon-3-f66f7d

	
									レプリカセットのステータスを取得します。
								
$ oc describe replicaSet elasticsearch-cdm-1gon-1-6f8495

									出力には、以下のようなステータス情報が含まれます。
								
....
  Containers:
   elasticsearch:
    Image:      registry.redhat.io/openshift4/ose-logging-elasticsearch5:v4.2
    Readiness:  exec [/usr/share/elasticsearch/probe/readiness.sh] delay=10s timeout=30s period=5s #success=1 #failure=3

....

Events:          <none>








第10章 クラスターロギングのステータス表示




			Cluster Logging Operator のステータスや、数多くのクラスターロギングコンポーネントを表示できます。
		
Cluster Logging Operator のステータス表示




				Cluster Logging Operator のステータスを表示することができます。
			
前提条件
	
						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
					


手順
	
						openshift-logging プロジェクトに切り替えます。
					
$ oc project openshift-logging

	
						クラスターロギングのステータスを表示するには、以下を実行します。
					
	
								クラスターロギングのステータスを取得します。
							
$ oc get clusterlogging instance -o yaml

								出力には、以下のような情報が含まれます。
							
apiVersion: logging.openshift.io/v1
kind: ClusterLogging

....

status:  [image: 1]
  collection:
    logs:
      fluentdStatus:
        daemonSet: fluentd  [image: 2]
        nodes:
          fluentd-2rhqp: ip-10-0-169-13.ec2.internal
          fluentd-6fgjh: ip-10-0-165-244.ec2.internal
          fluentd-6l2ff: ip-10-0-128-218.ec2.internal
          fluentd-54nx5: ip-10-0-139-30.ec2.internal
          fluentd-flpnn: ip-10-0-147-228.ec2.internal
          fluentd-n2frh: ip-10-0-157-45.ec2.internal
        pods:
          failed: []
          notReady: []
          ready:
          - fluentd-2rhqp
          - fluentd-54nx5
          - fluentd-6fgjh
          - fluentd-6l2ff
          - fluentd-flpnn
          - fluentd-n2frh
  curation:  [image: 3]
    curatorStatus:
    - cronJobs: curator
      schedules: 30 3 * * *
      suspended: false
  logstore: [image: 4]
    elasticsearchStatus:
    - ShardAllocationEnabled:  all
      cluster:
        activePrimaryShards:    5
        activeShards:           5
        initializingShards:     0
        numDataNodes:           1
        numNodes:               1
        pendingTasks:           0
        relocatingShards:       0
        status:                 green
        unassignedShards:       0
      clusterName:             elasticsearch
      nodeConditions:
        elasticsearch-cdm-mkkdys93-1:
      nodeCount:  1
      pods:
        client:
          failed:
          notReady:
          ready:
          - elasticsearch-cdm-mkkdys93-1-7f7c6-mjm7c
        data:
          failed:
          notReady:
          ready:
          - elasticsearch-cdm-mkkdys93-1-7f7c6-mjm7c
        master:
          failed:
          notReady:
          ready:
          - elasticsearch-cdm-mkkdys93-1-7f7c6-mjm7c
visualization:  [image: 5]
    kibanaStatus:
    - deployment: kibana
      pods:
        failed: []
        notReady: []
        ready:
        - kibana-7fb4fd4cc9-f2nls
      replicaSets:
      - kibana-7fb4fd4cc9
      replicas: 1
	[image: 1] 
	
										出力の status スタンザに、クラスターステータスのフィールドが表示されます。
									

	[image: 2] 
	
										Fluentd Pod についての情報
									

	[image: 3] 
	
										Curator Pod についての情報
									

	[image: 4] 
	
										Elasticsearch クラスターの健全性 (green、yellow、または red) などの Elasticsearch Pod についての情報
									

	[image: 5] 
	
										Kibana Pod についての情報
									









状況メッセージのサンプル




					以下は、クラスターロギングインスタンスの Status.Nodes セクションからの一部の状況メッセージの例です。
				

					以下のようなステータスメッセージは、ノードが設定された低基準値を超えており、シャードがこのノードに割り当てられないことを示します。
				
  nodes:
  - conditions:
    - lastTransitionTime: 2019-03-15T15:57:22Z
      message: Disk storage usage for node is 27.5gb (36.74%). Shards will be not
        be allocated on this node.
      reason: Disk Watermark Low
      status: "True"
      type: NodeStorage
    deploymentName: example-elasticsearch-clientdatamaster-0-1
    upgradeStatus: {}

					以下のようなステータスメッセージは、ノードが設定された高基準値を超えており、シャードが他のノードに移動させられることを示します。
				
  nodes:
  - conditions:
    - lastTransitionTime: 2019-03-15T16:04:45Z
      message: Disk storage usage for node is 27.5gb (36.74%). Shards will be relocated
        from this node.
      reason: Disk Watermark High
      status: "True"
      type: NodeStorage
    deploymentName: cluster-logging-operator
    upgradeStatus: {}

					以下のようなステータスメッセージは、CR の Elasticsearch ノードセレクターがクラスターのいずれのノードにも一致しないことを示します。
				
    Elasticsearch Status:
      Shard Allocation Enabled:  shard allocation unknown
      Cluster:
        Active Primary Shards:  0
        Active Shards:          0
        Initializing Shards:    0
        Num Data Nodes:         0
        Num Nodes:              0
        Pending Tasks:          0
        Relocating Shards:      0
        Status:                 cluster health unknown
        Unassigned Shards:      0
      Cluster Name:             elasticsearch
      Node Conditions:
        elasticsearch-cdm-mkkdys93-1:
          Last Transition Time:  2019-06-26T03:37:32Z
          Message:               0/5 nodes are available: 5 node(s) didn't match node selector.
          Reason:                Unschedulable
          Status:                True
          Type:                  Unschedulable
        elasticsearch-cdm-mkkdys93-2:
      Node Count:  2
      Pods:
        Client:
          Failed:
          Not Ready:
            elasticsearch-cdm-mkkdys93-1-75dd69dccd-f7f49
            elasticsearch-cdm-mkkdys93-2-67c64f5f4c-n58vl
          Ready:
        Data:
          Failed:
          Not Ready:
            elasticsearch-cdm-mkkdys93-1-75dd69dccd-f7f49
            elasticsearch-cdm-mkkdys93-2-67c64f5f4c-n58vl
          Ready:
        Master:
          Failed:
          Not Ready:
            elasticsearch-cdm-mkkdys93-1-75dd69dccd-f7f49
            elasticsearch-cdm-mkkdys93-2-67c64f5f4c-n58vl
          Ready:

					以下のようなステータスメッセージは、要求された PVC が PV にバインドされないことを示します。
				
      Node Conditions:
        elasticsearch-cdm-mkkdys93-1:
          Last Transition Time:  2019-06-26T03:37:32Z
          Message:               pod has unbound immediate PersistentVolumeClaims (repeated 5 times)
          Reason:                Unschedulable
          Status:                True
          Type:                  Unschedulable

					以下のようなステータスメッセージは、ノードセレクターがいずれのノードにも一致しないため、Curator Pod をスケジュールできないことを示します。
				
Curation:
    Curator Status:
      Cluster Condition:
        curator-1561518900-cjx8d:
          Last Transition Time:  2019-06-26T03:20:08Z
          Reason:                Completed
          Status:                True
          Type:                  ContainerTerminated
        curator-1561519200-zqxxj:
          Last Transition Time:  2019-06-26T03:20:01Z
          Message:               0/5 nodes are available: 1 Insufficient cpu, 5 node(s) didn't match node selector.
          Reason:                Unschedulable
          Status:                True
          Type:                  Unschedulable
      Cron Jobs:                 curator
      Schedules:                 */5 * * * *
      Suspended:                 false

					以下のようなステータスメッセージは、ノードセレクターがいずれのノードにも一致しないため、Fluentd Pod をスケジュールできないことを示します。
				
Status:
  Collection:
    Logs:
      Fluentd Status:
        Daemon Set:  fluentd
        Nodes:
        Pods:
          Failed:
          Not Ready:
          Ready:


クラスターロギングコンポーネントのステータスの表示




				数多くのクラスターロギングコンポーネントのステータスを表示することができます。
			
前提条件
	
						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
					


手順
	
						openshift-logging プロジェクトに切り替えます。
					
$ oc project openshift-logging

	
						クラスターロギングデプロイメントのステータスを表示します。
					
$ oc describe deployment cluster-logging-operator

						出力には、以下のようなステータス情報が含まれます。
					
Name:                   cluster-logging-operator

....

Conditions:
  Type           Status  Reason
  ----           ------  ------
  Available      True    MinimumReplicasAvailable
  Progressing    True    NewReplicaSetAvailable

....

Events:
  Type    Reason             Age   From                   Message
  ----    ------             ----  ----                   -------
  Normal  ScalingReplicaSet  62m   deployment-controller  Scaled up replica set cluster-logging-operator-574b8987df to 1----

	
						クラスターロギング ReplicaSet のステータスを表示します。
					
	
								ReplicaSet の名前を取得します。
							
$ oc get replicaset
NAME                                      DESIRED   CURRENT   READY   AGE
cluster-logging-operator-574b8987df       1         1         1       159m
elasticsearch-cdm-uhr537yu-1-6869694fb    1         1         1       157m
elasticsearch-cdm-uhr537yu-2-857b6d676f   1         1         1       156m
elasticsearch-cdm-uhr537yu-3-5b6fdd8cfd   1         1         1       155m
kibana-5bd5544f87                         1         1         1       157m

	
								ReplicaSet のステータスを取得します。
							
$ oc describe replicaset cluster-logging-operator-574b8987df

								出力には、以下のようなステータス情報が含まれます。
							
Name:           cluster-logging-operator-574b8987df

....

Replicas:       1 current / 1 desired
Pods Status:    1 Running / 0 Waiting / 0 Succeeded / 0 Failed

....

Events:
  Type    Reason            Age   From                   Message
  ----    ------            ----  ----                   -------
  Normal  SuccessfulCreate  66m   replicaset-controller  Created pod: cluster-logging-operator-574b8987df-qjhqv----








第11章 ノードセレクターを使用したクラスターロギングリソースの移動




			ノードセレクターを使用して Elasticsearch、Kibana、Curator Pod を異なるノードにデプロイします。
		
クラスターロギングリソースの移動




				すべてのクラスターロギングコンポーネント、Elasticsearch、Kibana、および Curator の Pod を異なるノードにデプロイするように Cluster Logging Operator を設定できます。Cluster Logging Operator Pod については、インストールされた場所から移動することはできません。
			

				たとえば、Elasticsearch Pod の CPU、メモリーおよびディスクの要件が高いために、この Pod を別のノードに移動できます。
			
注記

					MachineSet を 6 つ以上のレプリカを使用するように設定する必要があります。
				

前提条件
	
						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。これらの機能はデフォルトでインストールされません。
					


手順
	
						openshift-logging プロジェクトでクラスターロギングのカスタムリソースを編集します。
					
$ oc edit ClusterLogging instance
apiVersion: logging.openshift.io/v1
kind: ClusterLogging

....

spec:
  collection:
    logs:
      fluentd:
        resources: null
      type: fluentd
  curation:
    curator:
      nodeSelector: [image: 1]
          node-role.kubernetes.io/infra: ''
      resources: null
      schedule: 30 3 * * *
    type: curator
  logStore:
    elasticsearch:
      nodeCount: 3
      nodeSelector: [image: 2]
          node-role.kubernetes.io/infra: ''
      redundancyPolicy: SingleRedundancy
      resources:
        limits:
          cpu: 500m
          memory: 16Gi
        requests:
          cpu: 500m
          memory: 16Gi
      storage: {}
    type: elasticsearch
  managementState: Managed
  visualization:
    kibana:
      nodeSelector: [image: 3]
          node-role.kubernetes.io/infra: '' [image: 4]
      proxy:
        resources: null
      replicas: 1
      resources: null
    type: kibana

....



	[image: 1] [image: 2] [image: 3] [image: 4] 
	
						適切な値が設定された nodeSelector パラメーターを、移動する必要のあるコンポーネントに追加します。表示されている形式の nodeSelector を使用することも、ノードに指定された値に基づいて <key>: <value> ペアを使用することもできます。
					



検証手順

					コンポーネントが移動したことを確認するには、oc get pod -o wide コマンドを使用できます。
				

				以下は例になります。
			
	
						Kibana Pod を ip-10-0-147-79.us-east-2.compute.internal ノードから移動する必要がある場合、以下を実行します。
					
$ oc get pod kibana-5b8bdf44f9-ccpq9 -o wide
NAME                      READY   STATUS    RESTARTS   AGE   IP            NODE                                        NOMINATED NODE   READINESS GATES
kibana-5b8bdf44f9-ccpq9   2/2     Running   0          27s   10.129.2.18   ip-10-0-147-79.us-east-2.compute.internal   <none>           <none>

	
						Kibana Pod を、専用インフラストラクチャーノードである ip-10-0-139-48.us-east-2.compute.internal ノードに移動する必要がある場合、以下を実行します。
					
$ oc get nodes
NAME                                         STATUS   ROLES          AGE   VERSION
ip-10-0-133-216.us-east-2.compute.internal   Ready    master         60m   v1.16.2
ip-10-0-139-146.us-east-2.compute.internal   Ready    master         60m   v1.16.2
ip-10-0-139-192.us-east-2.compute.internal   Ready    worker         51m   v1.16.2
ip-10-0-139-241.us-east-2.compute.internal   Ready    worker         51m   v1.16.2
ip-10-0-147-79.us-east-2.compute.internal    Ready    worker         51m   v1.16.2
ip-10-0-152-241.us-east-2.compute.internal   Ready    master         60m   v1.16.2
ip-10-0-139-48.us-east-2.compute.internal    Ready    infra          51m   v1.16.2

						ノードには node-role.kubernetes.io/infra: '' ラベルがあることに注意してください。
					
$ oc get node ip-10-0-139-48.us-east-2.compute.internal -o yaml

kind: Node
apiVersion: v1
metadata:
  name: ip-10-0-139-48.us-east-2.compute.internal
  selfLink: /api/v1/nodes/ip-10-0-139-48.us-east-2.compute.internal
  uid: 62038aa9-661f-41d7-ba93-b5f1b6ef8751
  resourceVersion: '39083'
  creationTimestamp: '2020-04-13T19:07:55Z'
  labels:
    node-role.kubernetes.io/infra: ''
....

	
						Kibana Pod を移動するには、クラスターロギング CR を編集してノードセレクターを追加します。
					
apiVersion: logging.openshift.io/v1
kind: ClusterLogging

....

spec:

....

  visualization:
    kibana:
      nodeSelector: [image: 1]
        node-role.kubernetes.io/infra: '' [image: 2]
      proxy:
        resources: null
      replicas: 1
      resources: null
    type: kibana
	[image: 1] [image: 2] 
	
								ノード仕様のラベルに一致するノードセレクターを追加します。
							




	
						CR を保存した後に、現在の Kibana Pod は終了し、新規 Pod がデプロイされます。
					
$ oc get pods
NAME                                            READY   STATUS        RESTARTS   AGE
cluster-logging-operator-84d98649c4-zb9g7       1/1     Running       0          29m
elasticsearch-cdm-hwv01pf7-1-56588f554f-kpmlg   2/2     Running       0          28m
elasticsearch-cdm-hwv01pf7-2-84c877d75d-75wqj   2/2     Running       0          28m
elasticsearch-cdm-hwv01pf7-3-f5d95b87b-4nx78    2/2     Running       0          28m
fluentd-42dzz                                   1/1     Running       0          28m
fluentd-d74rq                                   1/1     Running       0          28m
fluentd-m5vr9                                   1/1     Running       0          28m
fluentd-nkxl7                                   1/1     Running       0          28m
fluentd-pdvqb                                   1/1     Running       0          28m
fluentd-tflh6                                   1/1     Running       0          28m
kibana-5b8bdf44f9-ccpq9                         2/2     Terminating   0          4m11s
kibana-7d85dcffc8-bfpfp                         2/2     Running       0          33s

	
						新規 Pod が ip-10-0-139-48.us-east-2.compute.internal ノードに置かれます。
					
$ oc get pod kibana-7d85dcffc8-bfpfp -o wide
NAME                      READY   STATUS        RESTARTS   AGE   IP            NODE                                        NOMINATED NODE   READINESS GATES
kibana-7d85dcffc8-bfpfp   2/2     Running       0          43s   10.131.0.22   ip-10-0-139-48.us-east-2.compute.internal   <none>           <none>

	
						しばらくすると、元の Kibana Pod が削除されます。
					
$ oc get pods
NAME                                            READY   STATUS    RESTARTS   AGE
cluster-logging-operator-84d98649c4-zb9g7       1/1     Running   0          30m
elasticsearch-cdm-hwv01pf7-1-56588f554f-kpmlg   2/2     Running   0          29m
elasticsearch-cdm-hwv01pf7-2-84c877d75d-75wqj   2/2     Running   0          29m
elasticsearch-cdm-hwv01pf7-3-f5d95b87b-4nx78    2/2     Running   0          29m
fluentd-42dzz                                   1/1     Running   0          29m
fluentd-d74rq                                   1/1     Running   0          29m
fluentd-m5vr9                                   1/1     Running   0          29m
fluentd-nkxl7                                   1/1     Running   0          29m
fluentd-pdvqb                                   1/1     Running   0          29m
fluentd-tflh6                                   1/1     Running   0          29m
kibana-7d85dcffc8-bfpfp                         2/2     Running   0          62s





第12章 Elasticsearch の手動によるロールアウト




			OpenShift Container Platform は、Elasticsearch クラスターのローリング再起動をサポートします。ローリング再起動は、ダウンタイムなしに適切な変更を Elasticsearch クラスターに適用します (3 つのマスターが設定される場合)。Elasticsearch クラスターは、ノードが 1 回に 1 度ずつオフラインにされる間オンラインのままとなり、運用可能な状態になります。
		
Elasticsearch クラスターのローリング再起動の実行




				elasticsearch configmap または elasticsearch-* デプロイメント設定のいずれかを変更する際にローリング再起動を実行します。
			

				さらにローリング再起動は、Elasticsearch Pod が実行されるノードで再起動が必要な場合に推奨されます。
			
前提条件
	
						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
					


手順

					クラスターのローリング再起動を実行するには、以下を実行します。
				
	
						openshift-logging プロジェクトに切り替えます。
					
$ oc project openshift-logging

	
						以下のコマンドを使用して Elasticsearch から CA 証明書を抽出し、admin-ca ファイルに書き込みます。
					
$ oc extract secret/elasticsearch --to=. --keys=admin-ca

admin-ca

	
						シャードの同期フラッシュを実行して、シャットダウン前にディスクへの書き込みを待機している保留中の操作がないようにします。
					
$ oc exec <any_es_pod_in_the_cluster> -c elasticsearch -- curl -s --cacert /etc/elasticsearch/secret/admin-ca --cert /etc/elasticsearch/secret/admin-cert --key /etc/elasticsearch/secret/admin-key -XPOST 'https://localhost:9200/_flush/synced'

						以下は例になります。
					
oc exec -c elasticsearch-cdm-5ceex6ts-1-dcd6c4c7c-jpw6 -- curl -s --cacert /etc/elasticsearch/secret/admin-ca --cert /etc/elasticsearch/secret/admin-cert --key /etc/elasticsearch/secret/admin-key -XPOST 'https://localhost:9200/_flush/synced'

	
						OpenShift Container Platform es_util ツールを使用して、ノードを意図的に停止する際のシャードのバランシングを防ぎます。
					
$ oc exec <any_es_pod_in_the_cluster> -c elasticsearch -- es_util --query=_cluster/settings -XPUT 'https://localhost:9200/_cluster/settings' -d '{ "transient": { "cluster.routing.allocation.enable" : "none" } }'

						以下は例になります。
					
$ oc exec elasticsearch-cdm-5ceex6ts-1-dcd6c4c7c-jpw6 -c elasticsearch -- es_util --query=_cluster/settings?pretty=true -XPUT 'https://localhost:9200/_cluster/settings' -d '{ "transient": { "cluster.routing.allocation.enable" : "none" } }'

{
  "acknowledged" : true,
  "persistent" : { },
  "transient" : {
    "cluster" : {
      "routing" : {
        "allocation" : {
          "enable" : "none"
        }
      }
    }
  }

	
						完了したら、ES クラスターのそれぞれのデプロイメントについて、以下を実行します。
					
	
								デフォルトで、OpenShift Container Platform Elasticsearch クラスターはノードのロールアウトをブロックします。以下のコマンドを使用してロールアウトを許可し、Pod が変更を取得できるようにします。
							
$ oc rollout resume deployment/<deployment-name>

								以下は例になります。
							
$ oc rollout resume deployment/elasticsearch-cdm-0-1
deployment.extensions/elasticsearch-cdm-0-1 resumed

								新規 Pod がデプロイされます。Pod が準備状態のコンテナーを持つと、次のデプロイメントに進むことができます。
							
$ oc get pods | grep elasticsearch-*

NAME                                            READY   STATUS    RESTARTS   AGE
elasticsearch-cdm-5ceex6ts-1-dcd6c4c7c-jpw6k    2/2     Running   0          22h
elasticsearch-cdm-5ceex6ts-2-f799564cb-l9mj7    2/2     Running   0          22h
elasticsearch-cdm-5ceex6ts-3-585968dc68-k7kjr   2/2     Running   0          22h

	
								完了したら、ロールアウトを許可しないように Pod をリセットします。
							
$ oc rollout pause deployment/<deployment-name>

								以下は例になります。
							
$ oc rollout pause deployment/elasticsearch-cdm-0-1

deployment.extensions/elasticsearch-cdm-0-1 paused

	
								Elasticsearch クラスターが green 状態にあることを確認します。
							
$ oc exec <any_es_pod_in_the_cluster> -c elasticsearch -- es_util --query=_cluster/health?pretty=true
注記

									直前のコマンドで使用した Elasticsearch Pod でロールアウトを実行した場合、Pod は存在しなくなっているため、ここで新規 Pod 名が必要になります。
								


								以下は例になります。
							
$ oc exec elasticsearch-cdm-5ceex6ts-1-dcd6c4c7c-jpw6 -c elasticsearch -- es_util --query=_cluster/health?pretty=true

{
  "cluster_name" : "elasticsearch",
  "status" : "green", [image: 1]
  "timed_out" : false,
  "number_of_nodes" : 3,
  "number_of_data_nodes" : 3,
  "active_primary_shards" : 8,
  "active_shards" : 16,
  "relocating_shards" : 0,
  "initializing_shards" : 0,
  "unassigned_shards" : 1,
  "delayed_unassigned_shards" : 0,
  "number_of_pending_tasks" : 0,
  "number_of_in_flight_fetch" : 0,
  "task_max_waiting_in_queue_millis" : 0,
  "active_shards_percent_as_number" : 100.0
}
	[image: 1] 
	
										次に進む前に、このパラメーターが green であることを確認します。
									







	
						Elasticsearch 設定マップを変更した場合、それぞれの Elasticsearch Pod についてこれらの手順を繰り返します。
					
	
						クラスターのすべてのデプロイメントがロールアウトされたら、シャードのバランシングを再度有効にします。
					
$ oc exec <any_es_pod_in_the_cluster> -c elasticsearch -- es_util --query=_cluster/settings -XPUT 'https://localhost:9200/_cluster/settings' -d '{ "transient": { "cluster.routing.allocation.enable" : "none" } }'

						以下は例になります。
					
$ oc exec elasticsearch-cdm-5ceex6ts-1-dcd6c4c7c-jpw6 -c elasticsearch -- es_util --query=_cluster/settings?pretty=true -XPUT 'https://localhost:9200/_cluster/settings' -d '{ "transient": { "cluster.routing.allocation.enable" : "all" } }'

{
  "acknowledged" : true,
  "persistent" : { },
  "transient" : {
    "cluster" : {
      "routing" : {
        "allocation" : {
          "enable" : "all"
        }
      }
    }
  }
}





第13章 Kibana のトラブルシューティング




			OpenShift Container Platform で Kibana コンソールを使用することで発生する可能性がある問題は簡単に解決できますが、この場合役に立つエラーメッセージは表示されません。OpenShift Container Platform に Kibana をデプロイする際に問題が発生した場合は、以下のトラブルシューティングセクションを確認してください。
		
Kubernetes ログインループのトラブルシューティング




				Kibana コンソールの OAuth2 プロキシーはマスターホストの OAuth2 サーバーとシークレットを共有する必要があります。シークレットが両方のサーバーで同一でない場合はログインループが発生する可能性があり、Kibana のログインページに継続的にリダイレクトされます。
			
手順

					この問題を修正するには、以下を実行します。
				
	
						以下のコマンドを実行し、現在の OAuthClient を削除します。
					
$ oc delete oauthclient/kibana-proxy




Kibana コンソール表示時の Kubernetes の不明なエラーのトラブルシューティング




				Kibana コンソールにアクセスしようとする際に、以下のブラウザーエラーが表示される場合があります。
			
{"error":"invalid_request","error_description":"The request is missing a required parameter,
 includes an invalid parameter value, includes a parameter more than once, or is otherwise malformed."}

				このエラーは、OAuth2 クライアントとサーバー間の不一致が原因で発生します。ログイン後にサーバーが安全にリダイレクトできるように、クライアントのリターンアドレスがホワイトリストで指定されている必要があります。
			

				この問題を修正するには、OAuthClient エントリーを置き換えます。
			
手順

					OAuthClient エントリーを置き換えるには、以下を実行します。
				
	
						以下のコマンドを実行し、現在の OAuthClient を削除します。
					
$ oc delete oauthclient/kibana-proxy




				問題が解決しない場合は、OAuth クライアントに一覧表示されている URL の Kibana にアクセスしていることを確認してください。この問題は、転送先ポート (標準の 443 HTTPS ポートではなく 1443 など) の URL にアクセスすることで発生する可能性があります。OAuth クライアントを編集することで、サーバーのホワイトリストを調整できます。
			
$ oc edit oauthclient/kibana-proxy

Kibana コンソール表示時の Kubernetes の 503 エラーのトラブルシューティング




				Kibana コンソールを表示する時にプロキシーエラーが発生する場合は、2 つの問題のうちのいずれかが原因である可能性があります。
			
	
						Kibana が Pod を認識していない可能性があります。Elasticsearch の起動が遅い場合、Kibana はそれに到達しようとしてタイムアウトする場合があります。関連サービスにエンドポイントがあるかどうか確認してください。
					
$ oc describe service kibana
Name:                   kibana
[...]
Endpoints:              <none>

						Kibana Pod が実行中である場合、エンドポイントが一覧表示されます。実行中でない場合は、Kibana Pod とデプロイメントの状態を確認してください。デプロイメントをスケールダウンして、再び元に戻さなければならない場合があります。
					

	
						Kibana サービスにアクセスするためのルートがマスクされています。これは、あるプロジェクトでテストデプロイメントを実行し、次に最初のデプロイメントを完全に削除することなく別のプロジェクトでデプロイした場合に発生する可能性があります。複数のルートが同じ宛先に送信される場合、デフォルトルーターは最初に作成されたルートにのみルーティングします。問題が発生するルートをチェックして、そのルートが複数の場所で定義されているかどうかを確認してください。
					
$ oc get route  --all-namespaces --selector logging-infra=support





第14章 エクスポートされるフィールド




			ロギングシステムによってエクスポートされ、Elasticsearch および Kibana での検索に利用できるフィールドがあります。検索時には、ドットの付いたフィールドのフルネームを使用します。たとえば、Elasticsearch /_search URL の場合、Kubernetes Pod 名を検索するには、/_search/q=kubernetes.pod_name:name-of-my-pod を使用します。
		

			以下のセクションでは、ロギングストアに存在しない可能性のあるフィールドについて説明します。これらのフィールドのすべてがすべてのレコードにある訳ではありません。フィールドは以下のカテゴリーに分類されます。
		
	
					exported-fields-Default
				
	
					exported-fields-systemd
				
	
					exported-fields-kubernetes
				
	
					exported-fields-pipeline_metadata
				
	
					exported-fields-ovirt
				
	
					exported-fields-aushape
				
	
					exported-fields-tlog
				


デフォルトのエクスポートされるフィールド




				これらは、ロギングシステムによってエクスポートされるデフォルトフィールドであり、Elasticsearch および Kibana での検索に利用できます。デフォルトフィールドは最上位および collectd* フィールドです。
			
最上位フィールド

				最上位フィールドは、すべてのアプリケーションに共通であり、すべてのレコードに存在する可能性があります。Elasticsearch テンプレートの場合、最上位フィールドは、テンプレートのマッピングセクションで default の実際のマッピングを設定します。
			
	パラメーター	説明
	 
								@timestamp
							

							 	 
								ログペイロードが作成された時点か、作成時間が不明な場合はログペイロードが最初に収集された時点の UTC 値のマーキング。これは、ログを処理するパイプラインのログペイロードの生成時についてのベストエフォートベースの判別に基づきます。フィールドを特定の目的のために予約されることを示す @ プレフィックスを追加します。Elasticsearch の場合、ほとんどのツールはデフォルトで @timestamp を検索します。形式は 2015-01-24 14:06:05.071000 などのようになります。
							

							 
	 
								geoip
							

							 	 
								これはマシンの geo IP です。
							

							 
	 
								hostname
							

							 	 
								hostname は、元のペイロードを生成するエンティティーの完全修飾ドメイン名 (FQDN) です 。このフィールドでは、このコンテキストの取得が試行されます。これを生成するエンティティーがコンテキストを認識している場合があります。また、エンティティーには、コレクターまたはノーマライザーによって認識される制限された namespace がある場合もあります。
							

							 
	 
								ipaddr4
							

							 	 
								ソースサーバーの IP アドレス V4。配列である場合があります。
							

							 
	 
								ipaddr6
							

							 	 
								ソースサーバーの IP アドレス V6(ある場合)。
							

							 
	 
								level
							

							 	 
								rsyslog (severitytext プロパティー)、python のロギングモジュールによって提供されるロギングレベル。使用できる値は misc/sys/syslog.h に一覧表示される値と、trace および unknown です。たとえば "alert crit debug emerg err info notice trace unknown warning" などがあります。trace は syslog.h 一覧にはありませんが、数多くのアプリケーションがこれを使用することに注意してください。
							

							 
								をクリックします。unknown は、ロギングシステムが認識しない値を取得した時にのみ使用します。この値は最も高い値であることに注意してください。trace は debug よりも高レベルであるか、詳細度が高いと見なされます。error は非推奨となっているため、err を使用してください。panic を emerg に変換します。warn を warning に変換します。
							

							 
								syslog/journal PRIORITY からの数値は通常、misc/sys/syslog.h に記載されている優先順位の値を使用してマップされます。
							

							 
								他のロギングシステムからのログレベルおよび優先順位は、最も近い一致にマップされる必要があります。例については、python logging を参照してください。
							

							 
	 
								message
							

							 	 
								通常のログエントリーメッセージまたはペイロードです。これはコレクターまたはノーマライザーによってプルされるメタデータから削除される可能性があります。これは UTF-8 でエンコーディングされます。
							

							 
	 
								pid
							

							 	 
								ロギングエンティティーのプロセス ID です (ある場合)。
							

							 
	 
								service
							

							 	 
								ロギングエンティティーに関連付けられたサービスの名前です (ある場合)。たとえば、syslog APP-NAME プロパティーは、サービスフィールドにマップされます。
							

							 
	 
								tags
							

							 	 
								コレクターまたはノーマライザーによって各ログに配置される、オプションで指定される Operator 定義のタグの一覧です。ペイロードには、ホワイトスペースで区切られた文字列トークンまたは文字列トークンの JSON 一覧を使用した文字列を指定できます。
							

							 
	 
								file
							

							 	 
								ファイルパスのコレクター TODO アナライザーに対してローカルのログエントリーを含むファイルへのオプションのパスです。
							

							 
	 
								offset
							

							 	 
								オフセット値では、値が単一ログファイルで単調に増加する場合に、バイトの値をファイルのログ行 (ゼロまたは 1 ベース) またはログ行の番号 (ゼロまたは 1 ベース) の開始地点に表示できます。この値はラップでき、ログファイルの新規バージョンを表示できます (ローテーション)。
							

							 
	 
								namespace_name
							

							 	 
								このレコードを、その名前を共有する namespace に関連付けます。この値は保存されませんが、アクセス制御および視覚化のためにレコードを適切な namespace に関連付けるために使用されます。通常、この値はタグに指定されますが、プロトコルがタグの送信をサポートしない場合、このフィールドを使用できます。このフィールドがある場合、これはタグまたは kubernetes.namespace_name に指定される namespace を上書きします。
							

							 
	 
								namespace_uuid
							

							 	 
								これは、namespace_name に関連付けられる uuid です。この値は保存されませんが、アクセス制御および視覚化のためにレコードを適切な namespace に関連付けるために使用されます。このフィールドがある場合、これは kubernetes.namespace_uuid に指定される uuid を上書きします。また、これにより、このログレコードの Kubernetes メタデータ検索はスキップされます。
							

							 


collectd フィールド

				以下のフィールドは namespace メトリクスのメタデータを表します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.interval
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd の間隔。
							

							 
	 
								collectd.plugin
							

							 	 
								type: string
							

							 
								collectd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.plugin_instance
							

							 	 
								type: string
							

							 
								collectd plugin_instance
							

							 
	 
								collectd.type_instance
							

							 	 
								type: string
							

							 
								collectd type_instance。
							

							 
	 
								collectd.type
							

							 	 
								type: string
							

							 
								collectd タイプ。
							

							 
	 
								collectd.dstypes
							

							 	 
								type: string
							

							 
								collectd データセットタイプ。
							

							 


collectd.processes フィールド

				以下のフィールドは collectd プロセスのプラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.processes.ps_state
							

							 	 
								type: integer collectd ps_state タイプのプロセスプラグイン。
							

							 


collectd.processes.ps_disk_ops フィールド

				collectd ps_disk_ops タイプのプロセスプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.processes.ps_disk_ops.read
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_disk_ops.write
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_vm
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd ps_vm タイプのプロセスプラグイン。
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_rss
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd ps_rss タイプのプロセスプラグイン。
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_data
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd ps_data タイプのプロセスプラグイン。
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_code
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd ps_code タイプのプロセスプラグイン。
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_stacksize
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd ps_stacksize タイプのプロセスプラグイン。
							

							 


collectd.processes.ps_cputime フィールド

				collectd ps_cputime タイプのプロセスプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.processes.ps_cputime.user
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_cputime.syst
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.processes.ps_count フィールド

				collectd ps_count タイプのプロセスプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.processes.ps_count.processes
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_count.threads
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.processes.ps_pagefaults フィールド

				collectd ps_pagefaults タイプのプロセスプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.processes.ps_pagefaults.majflt
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_pagefaults.minflt
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.processes.ps_disk_octets フィールド

				collectd ps_disk_octets タイプのプロセスプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.processes.ps_disk_octets.read
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.processes.ps_disk_octets.write
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.processes.fork_rate
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd fork_rate タイプのプロセスプラグイン。
							

							 


collectd.disk フィールド

				collectd ディスクプラグインに対応します。
			
collectd.disk.disk_merged フィールド

				collectd disk_merged タイプのディスクプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.disk.disk_merged.read
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.disk.disk_merged.write
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.disk.disk_octets フィールド

				collectd disk_octets タイプのディスクプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.disk.disk_octets.read
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.disk.disk_octets.write
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.disk.disk_time フィールド

				collectd disk_time タイプのディスクプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.disk.disk_time.read
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.disk.disk_time.write
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.disk.disk_ops フィールド

				collectd disk_ops タイプのディスクプラグインです。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.disk.disk_ops.read
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.disk.disk_ops.write
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.disk.pending_operations
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd pending_operations タイプのディスクプラグイン。
							

							 


collectd.disk.disk_io_time フィールド

				collectd disk_io_time タイプのディスクプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.disk.disk_io_time.io_time
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.disk.disk_io_time.weighted_io_time
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.interface フィールド

				collectd インターフェースプラグインに対応します。
			
collectd.interface.if_octets フィールド

				collectd if_octets タイプのインターフェースプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.interface.if_octets.rx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.interface.if_octets.tx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.interface.if_packets フィールド

				collectd if_packets タイプのインターフェースプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.interface.if_packets.rx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.interface.if_packets.tx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.interface.if_errors フィールド

				collectd if_errors タイプのインターフェースプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.interface.if_errors.rx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.interface.if_errors.tx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.interface.if_dropped フィールド

				collectd if_dropped タイプのインターフェースプラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.interface.if_dropped.rx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.interface.if_dropped.tx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.virt フィールド

				collectd 仮想プラグインに対応します。
			
collectd.virt.if_octets フィールド

				collectd if_octets タイプの仮想プラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.virt.if_octets.rx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.virt.if_octets.tx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.virt.if_packets フィールド

				collectd if_packets タイプの仮想プラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.virt.if_packets.rx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.virt.if_packets.tx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.virt.if_errors フィールド

				collectd if_errors タイプの仮想プラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.virt.if_errors.rx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.virt.if_errors.tx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.virt.if_dropped フィールド

				collectd if_dropped タイプの仮想プラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.virt.if_dropped.rx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.virt.if_dropped.tx
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.virt.disk_ops フィールド

				collectd disk_ops タイプの仮想プラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.virt.disk_ops.read
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.virt.disk_ops.write
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.virt.disk_octets フィールド

				collectd disk_octets タイプの仮想プラグイン。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.virt.disk_octets.read
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.virt.disk_octets.write
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.virt.memory
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd メモリータイプの仮想プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.virt.virt_vcpu
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd virt_vcpu タイプの仮想プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.virt.virt_cpu_total
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd virt_cpu_total タイプの仮想プラグイン。
							

							 


collectd.CPU フィールド

				collectd CPU プラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.CPU.percent
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd percent タイプの CPU プラグイン。
							

							 


collectd.df フィールド

				collectd df プラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.df.df_complex
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd df_complex タイプの df プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.df.percent_bytes
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd percent_bytes タイプの df プラグイン。
							

							 


collectd.entropy フィールド

				collectd エントロピープラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.entropy.entropy
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd エントロピータイプのエントロピー プラグイン。
							

							 


collectd.memory フィールド

				collectd メモリープラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.memory.memory
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd メモリータイプのメモリープラグイン。
							

							 
	 
								collectd.memory.percent
							

							 	 
								type: float
							

							 
								collectd パーセントタイプのメモリープラグイン。
							

							 


collectd.swap フィールド

				collectd swap プラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.swap.swap
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd swap タイプの swap プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.swap.swap_io
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd swap_io タイプの swap プラグイン。
							

							 


collectd.load フィールド

				collectd ロードプラグインに対応します。
			
collectd.load.load フィールド

				collectd ロードタイプのロードプラグイン
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.load.load.shortterm
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.load.load.midterm
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 
	 
								collectd.load.load.longterm
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.aggregation フィールド

				collectd 集計プラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.aggregation.percent
							

							 	 
								type: float
							

							 
								TODO
							

							 


collectd.statsd フィールド

				collectd statsd プラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.statsd.host_cpu
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd CPU タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_elapsed_time
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd elapsed_time タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_memory
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd メモリータイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_nic_speed
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_speed タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_nic_rx
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_rx タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_nic_tx
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_tx タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_nic_rx_dropped
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_rx_dropped タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_nic_tx_dropped
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_tx_dropped タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_nic_rx_errors
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_rx_errors タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_nic_tx_errors
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_tx_errors タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_storage
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd ストレージタイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_swap
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd swap タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_vdsm
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd VDSM タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.host_vms
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd VMS タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_nic_tx_dropped
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_tx_dropped タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_nic_rx_bytes
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_rx_bytes タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_nic_tx_bytes
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_tx_bytes タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_balloon_min
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd balloon_min タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_balloon_max
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd balloon_max タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_balloon_target
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd balloon_target タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_balloon_cur
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd balloon_cur タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_cpu_sys
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd cpu_sys タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_cpu_usage
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd cpu_usage タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_read_ops
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_read_ops タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_write_ops
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_write_ops タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_flush_latency
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_flush_latency タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_apparent_size
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_apparent_size タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_write_bytes
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_write_bytes タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_write_rate
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_write_rate タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_true_size
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_true_size タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_read_rate
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_read_rate タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_write_latency
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_write_latency タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_read_latency
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_read_latency タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_disk_read_bytes
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd disk_read_bytes タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_nic_rx_dropped
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_rx_dropped タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_cpu_user
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd cpu_user タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_nic_rx_errors
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_rx_errors タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_nic_tx_errors
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_tx_errors タイプの statsd プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.statsd.vm_nic_speed
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd nic_speed タイプの statsd プラグイン。
							

							 


collectd.postgresql フィールド

				collectd postgresql プラグインに対応します。
			
	パラメーター	説明
	 
								collectd.postgresql.pg_n_tup_g
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd pg_n_tup_g タイプの postgresql プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.postgresql.pg_n_tup_c
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd pg_n_tup_c タイプの postgresql プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.postgresql.pg_numbackends
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd pg_numbackends タイプの postgresql プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.postgresql.pg_xact
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd pg_xact タイプの postgresql プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.postgresql.pg_db_size
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd pg_db_size タイプの postgresql プラグイン。
							

							 
	 
								collectd.postgresql.pg_blks
							

							 	 
								type: integer
							

							 
								collectd pg_blks タイプの postgresql プラグイン。
							

							 



systemd のエクスポートされるフィールド




				これらのフィールドは OpenShift Container Platform クラスターロギングによってエクスポートされる systemd フィールドであり、Elasticsearch および Kibana での検索に利用できます。
			

				systemd ジャーナルに固有の共通フィールドが含まれます。アプリケーション は、独自のフィールドをジャーナルに書き込む可能性があります。それらは systemd.u namespace で利用できます。RESULT および UNIT はこれらの 2 つのフィールドです。
			
systemd.k フィールド

				以下の表には、systemd カーネル固有のメタデータが含まれます。
			
	パラメーター	説明
	 
								systemd.k.KERNEL_DEVICE
							

							 	 
								systemd.k.KERNEL_DEVICE は、カーネルのデバイス名です。
							

							 
	 
								systemd.k.KERNEL_SUBSYSTEM
							

							 	 
								systemd.k.KERNEL_SUBSYSTEM は、カーネルのサブシステム名です。
							

							 
	 
								systemd.k.UDEV_DEVLINK
							

							 	 
								systemd.k.UDEV_DEVLINK には、ノードを参照する追加のシンボリックリンク名が含まれます。
							

							 
	 
								systemd.k.UDEV_DEVNODE
							

							 	 
								systemd.k.UDEV_DEVNODE は、デバイスのノードパスです。
							

							 
	 
								systemd.k.UDEV_SYSNAME
							

							 	 
								 systemd.k.UDEV_SYSNAME は、カーネルのデバイス名です。
							

							 


systemd.t フィールド

				systemd.t Fields は信頼されたジャーナルフィールドであり、ジャーナルによって暗黙的に追加されるフィールドであり、クライアントノードで変更することはできません。
			
	パラメーター	説明
	 
								systemd.t.AUDIT_LOGINUID
							

							 	 
								systemd.t.AUDIT_LOGINUID は、ジャーナルエントリープロセスのユーザー ID です。
							

							 
	 
								systemd.t.BOOT_ID
							

							 	 
								systemd.t.BOOT_ID は、カーネルのブート ID です。
							

							 
	 
								systemd.t.AUDIT_SESSION
							

							 	 
								systemd.t.AUDIT_SESSION は、ジャーナルエントリープロセスのセッションです。
							

							 
	 
								systemd.t.CAP_EFFECTIVE
							

							 	 
								systemd.t.CAP_EFFECTIVE は、ジャーナルエントリープロセスの機能を表します。
							

							 
	 
								systemd.t.CMDLINE
							

							 	 
								systemd.t.CMDLINE は、ジャーナルエントリープロセスのコマンドラインです。
							

							 
	 
								systemd.t.COMM
							

							 	 
								systemd.t.COMM は、ジャーナルエントリープロセスの名前です。
							

							 
	 
								systemd.t.EXE
							

							 	 
								systemd.t.EXE は、ジャーナルエントリープロセスの実行可能パスです。
							

							 
	 
								systemd.t.GID
							

							 	 
								systemd.t.GID は、ジャーナルエントリープロセスのグループ ID です。
							

							 
	 
								systemd.t.HOSTNAME
							

							 	 
								systemd.t.HOSTNAME は、ホストの名前です。
							

							 
	 
								systemd.t.MACHINE_ID
							

							 	 
								systemd.t.MACHINE_ID は、ホストのマシン ID です。
							

							 
	 
								systemd.t.PID
							

							 	 
								systemd.t.PID は、ジャーナルエントリープロセスのプロセス ID です。
							

							 
	 
								systemd.t.SELINUX_CONTEXT
							

							 	 
								systemd.t.SELINUX_CONTEXT は、ジャーナルエントリープロセスのセキュリティーコンテキストまたはラベルです。
							

							 
	 
								systemd.t.SOURCE_REALTIME_TIMESTAMP
							

							 	 
								systemd.t.SOURCE_REALTIME_TIMESTAMP は、最も早くかつ最も信頼できるメッセージのタイムスタンプです。これは RFC 3339 NS 形式に変換されます。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSTEMD_CGROUP
							

							 	 
								systemd.t.SYSTEMD_CGROUP は、systemd コントロールグループパスです。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSTEMD_OWNER_UID
							

							 	 
								systemd.t.SYSTEMD_OWNER_UID は、セッションの所有者 ID です。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSTEMD_SESSION
							

							 	 
								systemd.t.SYSTEMD_SESSIONは、(該当する場合) systemd セッション ID です。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSTEMD_SLICE
							

							 	 
								systemd.t.SYSTEMD_SLICE は、ジャーナルエントリープロセスのスライス (slice) ユニットです。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSTEMD_UNIT
							

							 	 
								systemd.t.SYSTEMD_UNIT は、セッションのユニット名です。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSTEMD_USER_UNIT
							

							 	 
								systemd.t.SYSTEMD_USER_UNITは、(該当する場合) セッションのユーザーユニット名です。
							

							 
	 
								systemd.t.TRANSPORT
							

							 	 
								systemd.t.TRANSPORT は、ジャーナルサービス別のエントリーのメソッドです。これには、audit、driver、syslog、journal、stdout、および kernel が含まれます。
							

							 
	 
								systemd.t.UID
							

							 	 
								systemd.t.UID は、ジャーナルエントリープロセスのユーザー ID です。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSLOG_FACILITY
							

							 	 
								systemd.t.SYSLOG_FACILITY は、syslogの 10 進数の文字列としてフォーマットされる機能を含むフィールドです。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSLOG_IDENTIFIER
							

							 	 
								systemd.t.systemd.t.SYSLOG_IDENTIFIER は、syslogの識別子です。
							

							 
	 
								systemd.t.SYSLOG_PID
							

							 	 
								SYSLOG_PID は、syslog のクライアントプロセス ID です。
							

							 


systemd.u フィールド

				systemd.u Fields はクライアントから直接渡され、ジャーナルに保存されます。
			
	パラメーター	説明
	 
								systemd.u.CODE_FILE
							

							 	 
								systemd.u.CODE_FILE は、ソースのファイル名が含まれるコードの場所です。
							

							 
	 
								systemd.u.CODE_FUNCTION
							

							 	 
								systemd.u.CODE_FUNCTION は、ソースの関数が含まれるコードの場所です。
							

							 
	 
								systemd.u.CODE_LINE
							

							 	 
								systemd.u.CODE_LINE は、ソースの行数が含まれるコードの場所です。
							

							 
	 
								systemd.u.ERRNO
							

							 	 
								systemd.u.ERRNOは (ある場合)、10 進数の文字列として数値でフォーマットされる低位のエラー番号です。
							

							 
	 
								systemd.u.MESSAGE_ID
							

							 	 
								systemd.u.MESSAGE_ID は、メッセージタイプを認識するためのメッセージ識別子の ID です。
							

							 
	 
								systemd.u.RESULT
							

							 	 
								非公式の使用のみの場合に限定されます。
							

							 
	 
								systemd.u.UNIT
							

							 	 
								非公式の使用のみの場合に限定されます。
							

							 



Kubernetes のエクスポートされるフィールド




				これらは OpenShift Container Platform クラスターロギングでエクスポートされる Kubernetesフィールドであり、Elasticsearch および Kibana での検索に利用できます。
			

				Kubernetes 固有メタデータの namespace です。kubernetes.pod_name は Pod の名前です。
			
kubernetes.labels フィールド

				OpenShift オブジェクトに割り当てられるラベルは kubernetes.labels です。各ラベル名はラベルフィールドのサブフィールドです。それぞれのラベル名ではドットが取られます。つまり、名前のドットはアンダースコアに置き換えられます。
			
	パラメーター	説明
	 
								kubernetes.pod_id
							

							 	 
								Pod の Kubernetes ID。
							

							 
	 
								kubernetes.namespace_name
							

							 	 
								Kubernetes の namespace の名前。
							

							 
	 
								kubernetes.namespace_id
							

							 	 
								Kubernetes の namespace の ID。
							

							 
	 
								kubernetes.host
							

							 	 
								Kubernetes ノード名。
							

							 
	 
								kubernetes.container_name
							

							 	 
								Kubernetes のコンテナーの名前。
							

							 
	 
								kubernetes.labels.deployment
							

							 	 
								Kubernetes オブジェクトに関連付けられるデプロイメント。
							

							 
	 
								kubernetes.labels.deploymentconfig
							

							 	 
								Kubernetes オブジェクトに関連付けられる deploymentconfig。
							

							 
	 
								kubernetes.labels.component
							

							 	 
								Kubernetes オブジェクトに関連付けられるコンポーネント。
							

							 
	 
								kubernetes.labels.provider
							

							 	 
								Kubernetes オブジェクトに関連付けられるプロバイダー。
							

							 


kubernetes.annotations フィールド

				OpenShift オブジェクトに関連付けられるアノテーションは kubernetes.annotations フィールドです。
			

コンテナーのエクスポートされるフィールド




				これらは OpenShift Container Platform クラスターロギングによってエクスポートされる Docker フィールドであり、Elasticsearch および Kibana での検索に利用できます。namespace は docker コンテナー固有のメタデータの namespace です。docker.container_id は Docker コンテナー ID です。
			
pipeline_metadata.collector フィールド

				このセクションには、コレクターに固有のメタデータが含まれます。
			
	パラメーター	説明
	 
								pipeline_metadata.collector.hostname
							

							 	 
								コレクターの FQDN。これはログの実際のエミッターの FQDN とは異なる場合があります。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.collector.name
							

							 	 
								コレクターの名前。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.collector.version
							

							 	 
								コレクターのバージョン。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.collector.ipaddr4
							

							 	 
								コレクターサーバの IP アドレス v4。 配列である場合があります。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.collector.ipaddr6
							

							 	 
								コレクターサーバーの IP アドレス v6 。 配列である場合があります。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.collector.inputname
							

							 	 
								ログメッセージがコレクターによって受信された方法。TCP/UDP または imjournal/imfile。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.collector.received_at
							

							 	 
								メッセージがコレクターによって受信された時間。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.collector.original_raw_message
							

							 	 
								コレクターで収集された、解析されていない元のログメッセージ、または限りなくソースに近いログメッセージ。
							

							 


pipeline_metadata.normalizer フィールド

				このセクションには、ノーマライザーに固有のメタデータが含まれます。
			
	パラメーター	説明
	 
								pipeline_metadata.normalizer.hostname
							

							 	 
								ノーマライザーの FQDN。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.normalizer.name
							

							 	 
								ノーマライザーの名前。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.normalizer.version
							

							 	 
								ノーマライザーのバージョン。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.normalizer.ipaddr4
							

							 	 
								ノーマライザーサーバーの IP アドレス v4。 配列である場合があります。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.normalizer.ipaddr6
							

							 	 
								ノーマライザーサーバーの IP アドレス v6 。配列である場合があります。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.normalizer.inputname
							

							 	 
								ログメッセージがノーマライザーによって受信された方法。TCP/UDP かどうか。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.normalizer.received_at
							

							 	 
								メッセージがノーマライザーによって受信された時間。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.normalizer.original_raw_message
							

							 	 
								ノーマライザーで受信される、解析されていない元のログメッセージ。
							

							 
	 
								pipeline_metadata.trace
							

							 	 
								このフィールドは、メッセージの追跡を記録します。各コレクターおよびノーマライザーは自らについての情報およびメッセージが処理された日時についての情報を追加します。
							

							 



oVirt のエクスポートされるフィールド




				これらは OpenShift Container Platform クラスターロギングでエクスポートされる oVirt フィールドであり、Elasticsearch および Kibana での検索に利用できます。
			

				oVirt メタデータの namespace。
			
	パラメーター	説明
	 
								ovirt.entity
							

							 	 
								データソース、ホスト、VMS、およびエンジンのタイプ。
							

							 
	 
								ovirt.host_id
							

							 	 
								oVirt ホストの UUID。
							

							 


ovirt.engine フィールド

				oVirt エンジン関連のメタデータの namespace。oVirt エンジンの FQDN は ovirt.engine.fqdn です。
			

Aushape のエクスポートされるフィールド




				これらは OpenShift Container Platform クラスターロギングでエクスポートされる Aushape フィールドであり、Elasticsearch および Kibana での検索に利用できます。
			

				Aushape で変換される監査イベント。詳細は Aushape を参照してください。
			
	パラメーター	説明
	 
								aushape.serial
							

							 	 
								監査イベントのシリアル番号。
							

							 
	 
								aushape.node
							

							 	 
								監査イベントが発生したホストの名前。
							

							 
	 
								aushape.error
							

							 	 
								イベントの変換中に aushape に発生したエラー。
							

							 
	 
								aushape.trimmed
							

							 	 
								イベントオブジェクトに関連する JSONPath 表現の配列であり、イベントサイズの制限の結果として削除されたコンテンツを持つオブジェクトまたは配列を指定します。空の文字列は、イベントがコンテンツを削除したことを意味し、空の配列は、指定されていないオブジェクトおよび配列によってトリミングが生じたことを意味します。
							

							 
	 
								aushape.text
							

							 	 
								元の監査イベントを表す配列ログレコード文字列。
							

							 


aushape.data フィールド

				Aushape に関連する解析された監査イベントデータ。
			
	パラメーター	説明
	 
								aushape.data.avc
							

							 	 
								type: nested
							

							 
	 
								aushape.data.execve
							

							 	 
								type: string
							

							 
	 
								aushape.data.netfilter_cfg
							

							 	 
								type: nested
							

							 
	 
								aushape.data.obj_pid
							

							 	 
								type: nested
							

							 
	 
								aushape.data.path
							

							 	 
								type: nested
							

							 



Tlog のエクスポートされるフィールド




				これらは OpenShift Container Platform クラスターロギングでエクスポートされる Tlog フィールドであり、Elasticsearch および Kibana での検索に利用できます。
			

				Tlog ターミナル I/O の記録メッセージ。詳細は Tlog を参照してください。
			
	パラメーター	説明
	 
								tlog.ver
							

							 	 
								メッセージ形式のバージョン番号。
							

							 
	 
								tlog.user
							

							 	 
								記録されたユーザー名。
							

							 
	 
								tlog.term
							

							 	 
								ターミナルタイプ名。
							

							 
	 
								tlog.session
							

							 	 
								記録されたセッションの監査セッション ID。
							

							 
	 
								tlog.id
							

							 	 
								セッション内のメッセージの ID。
							

							 
	 
								tlog.pos
							

							 	 
								セッション内のメッセージの位置 (ミリ秒単位)。
							

							 
	 
								tlog.timing
							

							 	 
								このメッセージのイベントの配分 (時間)。
							

							 
	 
								tlog.in_txt
							

							 	 
								無効な文字が除去された入力テキスト。
							

							 
	 
								tlog.in_bin
							

							 	 
								除去された無効な入力文字 (バイト)。
							

							 
	 
								tlog.out_txt
							

							 	 
								無効な文字が除去された出力テキスト。
							

							 
	 
								tlog.out_bin
							

							 	 
								除去された無効な出力文字 (バイト)。
							

							 




第15章 クラスターロギングのアンインストール




			クラスターロギングをお使いの OpenShift Container Platform クラスターから削除することができます。
		
OpenShift Container Platform からのクラスターロギングのアンインストール




				クラスターロギングをクラスターから削除できます。
			
前提条件
	
						クラスターロギングおよび Elasticsearch がインストールされていること。
					


手順

					クラスターロギングを削除するには、以下を実行します。
				
	
						以下のコマンドを使用して、デプロイメント時に生成されたすべてのものを削除します。
					
$ oc delete clusterlogging instance -n openshift-logging

	
						以下のコマンドを使用して、Operator インスタンスの削除後も保持される Persistent Volume Claim（永続ボリューム要求、PVC）を削除します。
					
$ oc delete pvc --all -n openshift-logging
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}
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